
（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１

 北海道縦貫自動車道函館名寄線
（北海道亀田郡七飯町字峠下から北海道山越郡長万部町字富野まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 　　　(道路構造令)

（ロ）設計速度

摘　　要

１００

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
設　計　区　間

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

北海道亀田郡七飯町字峠下

８８．４

北海道山越郡長万部町字富野

北海道亀田郡七飯町字峠下

北海道山越郡長万部町字富野

から

まで
８８．４

北海道縦貫自動車道　　函館名寄線

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

３．５０　　メートル

－

右　側

－

計

－

－

－

２
北海道山越郡長万部町字富野

側帯幅0.5ｍ含む

５．００

２．５０ －

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

１．７５×２ ３．５０ － －

工事施工

４

往復分離する区間

用地買収

－

設　計　区　間

北海道亀田郡七飯町字峠下

まで

トンネル部分

２．５０×２

－１．２５×２

橋梁高架部分（中小橋）

２５ｔｆ　　(Ｂ活荷重）
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　摘　要

車線

構造による区分
摘 要

車線

往復分離しない区間

左　側計左　側

から

土工（掘割）部分

１．７５×２ －３．５０

橋梁高架部分（長大橋）
－

側帯幅0.5ｍ含む



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北海道縦貫自動車道　１９，５５５百万円の内数）

一般国道２３０号

１２

北海道亀田郡七飯町 平面接続

接続の方法

２３ ３ ３１

－ －

４５平成

2,699

平成

北海道茅部郡森町

別　　紙　　１

他の道路の
路線名

接続の位置

道道上磯峠下線

大沼インターチェンジ（仮称）

－

一般国道５号

備　　　考

七飯インターチェンジ(仮称）

国縫インターチェンジ

北海道茅部郡森町

北海道山越郡八雲町 立体接続

立体接続

森インターチェンジ（仮称）

北海道山越郡八雲町

北海道山越郡長万部町

落部インターチェンジ（仮称）

八雲インターチェンジ（仮称）

道道大沼インター線

立体接続一般国道２７７号

立体接続

立体接続道道森インター線

道道落部インター線



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

北海道縦貫自動車道函館名寄線
（北海道山越郡長万部町字富野から北海道虻田郡虻田町字三豊まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 　　　(道路構造令)

（ロ）設計速度

北海道虻田郡虻田町字三豊
４７．０

北海道縦貫自動車道　　函館名寄線

設計速度

北海道山越郡長万部町字富野

４７．０

北海道虻田郡虻田町字三豊

別　　紙　　１

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長
設　計　区　間

北海道山越郡長万部町字富野

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０
から

まで



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

上段：山越郡長万部町字共立から虻田郡豊浦町大字大岸まで
下段：山越郡長万部町字富野から山越郡長万部町字共立まで

虻田郡豊浦町大字大岸から虻田郡虻田町字三豊まで

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

　摘　要

側帯幅0.5ｍ含む

構造による区分
摘 要

設　計　区　間

北海道山越郡長万部町字富野

計右　側計左　側

往復分離する区間

北海道虻田郡虻田町字三豊

から

まで

工事施工

－
６．００

車線

左　側

往復分離しない区間

２ 車線 ４

－２．５０×２

－

－

１．２５×２

５．００

２．５０

３．００×２
土工（掘割）部分

トンネル部分

橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）

１．７５×２

１．７５×２

－－

－３．５０

３．５０

－

３．５０　　メートル
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用地買収

TL-２０トン、TT-４３トン及び　Ｂ活荷重

－ －

－

－



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北海道縦貫自動車道　１９，５５５百万円の内数）

黒松内ジャンクション（仮称）

豊浦インターチェンジ

備　　　考接続の方法

長万部インターチェンジ立体接続

立体接続

立体接続

－ －

２５１１

接続の位置

北海道寿都郡黒松内町

他の道路の

－

３１

昭和

平成 １９ ３

６３

1,066

路線名

一般国道５号

一般国道５号

一般国道３７号 北海道虻田郡豊浦町

北海道山越郡長万部町
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（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－３

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

   北海道縦貫自動車道函館名寄線
（北海道虻田郡虻田町字三豊から北海道登別市富岸町まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 　　　(道路構造令)

（ロ）設計速度

北海道虻田郡虻田町字三豊

北海道登別市富岸町

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
延　　長

まで

から
３６．１１００

北海道縦貫自動車道　　函館名寄線

北海道虻田郡虻田町字三豊

別　　紙　　１

３６．１

北海道登別市富岸町

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

設　計　区　間 摘　　要



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

上段：虻田郡虻田町字三豊から同町字泉
下段：虻田郡虻田町字泉から登別市富岸町

－

側帯幅0.50m含む

側帯幅0.75m含む

TL-２０トン、TT-４３トン及び２５tf（B活荷重）

３．５０　メートル

トンネル部分

用地買収

４

－

往復分離する区間

橋梁高架部分（長大橋）
－ －

側帯幅0.50m含む
３．５０１．７５×２

側帯幅0.50m含む

側帯幅0.50m含む

北海道虻田郡虻田町字三豊 から

　摘　要

車線２

５．００

摘 要

１．２５×２

３．５０
橋梁高架部分（中小橋）

土工（掘割）部分

１．７５×２

１．００×２

２．５０

計

－

－－－２．００

－

計左　側

車線
北海道登別市富岸町 まで

設　計　区　間

左　側
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工事施工

－

－

右　側

２．５０×２ －

構造による区分 往復分離しない区間



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北海道縦貫自動車道　１９，５５５百万円の内数）

虻田洞爺湖インターチェンジ

－

一般国道２３０号 北海道虻田郡虻田町

室蘭インターチェンジ

接続の位置 備　　　考接続の方法

立体接続

立体接続

立体接続

伊達インターチェンジ

北海道室蘭市

北海道伊達市

－

他の道路の
路線名

１８５４ ３

３ ３１２０平成

－

昭和

道道伊達インター線

道道室蘭環状線

956

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

北海道縦貫自動車道函館名寄線
（北海道登別市富岸町から北海道苫小牧市字錦岡まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 北海道登別市富岸町 から

北海道苫小牧市字錦岡 まで

（ロ）延　　　　長 ４５．８ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 1 種 第 2 級 　　　(道路構造令)

第 1 種 第 １ 級 　　　(道路構造令)

（ロ）設計速度

北海道白老郡白老町字白老

北海道苫小牧市字錦岡

まで

から

まで
１２０ １５．８

北海道縦貫自動車道　　函館名寄線

別　　紙　　１　

設計速度

北海道白老郡白老町字白老

摘　　要

１００ ３０．０

設　計　区　間

北海道登別市富岸町

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

側帯幅0.5(0.75）ｍ含む

側帯幅0.5(0.75）ｍ含む

側帯幅0.5(0.75）ｍ含む
―

２．００

　摘　要

３．５０　メートル

設　計　区　間

北海道登別市富岸町

北海道苫小牧市字錦岡

から

まで

左　側 計

１．００

――

―

車線車線 ４

右　側
摘 要

往復分離しない区間 往復分離する区間

１．００

土工（掘割）部分 側帯幅0.5(0.75）ｍ含む

橋梁高架部分（中小橋）

２．５０×２
橋梁高架部分（長大橋）

―

――

トンネル部分

―６．００

―５．００

３．００×２

―

―６．００３．００×２

左　側

別　　紙　　１　

ＴＬ－２０トン及びＴＴ－４３トン

構造による区分

工事施工 用地買収

４

計



（ト）中央帯の標準幅員

４．５０ﾒｰﾄﾙ（側帯0.７５ﾒｰﾄﾙ×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

－ 百万円)

（※平成１７年度下半期工事費　北海道縦貫自動車道　１９，５５５百万円の内数）

備　　　考

北海道登別市

道道洞爺湖登別線

北海道白老郡白老町

登別室蘭インターチェンジ

登別東インターチェンジ

白老インターチェンジ

北海道登別市

一般国道３６号
市道中央通線

道道白老大滝線 立体接続

接続の位置 接続の方法

立体接続

立体接続

－

昭和

２０

路線名

百万円 （うち、債務引受基準額

３１３６２

４７ ６

他の道路の

別　　紙　　１　

昭和

1,297



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－５

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

北海道縦貫自動車道函館名寄線
（北海道苫小牧市字錦岡から北海道千歳市泉沢まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 北海道苫小牧市字錦岡 から

北海道千歳市泉沢 まで

（ロ）延　　　　長 ２９．５ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 　　　(道路構造令)

（ロ）設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１２０ ２９．５

設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

北海道苫小牧市字錦岡

北海道千歳市泉沢

から

まで

北海道縦貫自動車道　　函館名寄線

別　　紙　　１　

設計速度 延　　長
摘　　要



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

側帯幅0.75ｍ含む

側帯幅0.75ｍ含む

側帯幅0.75ｍ含む

―

―

６．００

― ―

橋梁高架部分（中小橋）

別　　紙　　１　

構造による区分

工事施工

車線 車線

往復分離する区間
摘 要

設　計　区　間

北海道千歳市泉沢

　摘　要

３．５０　　メートル

北海道苫小牧市字錦岡

右　側

４

用地買収

４

ＴＬ－２０トン及びＴＴ－４３トン

―

往復分離しない区間

計

３．００×２

左　側

２．５０×２

３．００×２

橋梁高架部分（長大橋）

土工（掘割）部分

トンネル部分

―６．００

―５．００

左　側

―

計

―

―

―

―

――

（一部３．７５　メートル）



（ト）中央帯の標準幅員

４．５０ﾒｰﾄﾙ（側帯0.７５ﾒｰﾄﾙ×２を含む）
〔一部１３．５０メートル（側帯０．７５メートル×２を含む）〕

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

百万円（うち、債務引受基準 百万円)

（※平成１７年度下半期工事費　北海道縦貫自動車道　１９，５５５百万円の内数）

一般国道２３５号
（日高自動車道）

道道苫小牧東インター線

苫小牧西インターチェンジ

苫小牧東インターチェンジ

備　　　考

北海道苫小牧市

北海道苫小牧市

接続の位置 接続の方法
他の道路の

 道道樽前錦岡線

別　　紙　　１　

路線名

３１

昭和 ４５ ６

３１０

－

平成

立体接続

立体接続

－

９

401



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－６

  工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

北海道縦貫自動車道函館名寄線
（北海道千歳市泉沢から北海道北広島市大曲まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 北海道千歳市泉沢 から

北海道北広島市大曲 まで

（ロ）延　　　　長 ２２．９ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 　　　(道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

摘　　要
設計速度 延　　長

１２０ ２２．９

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
設　計　区　間

北海道千歳市泉沢

北海道北広島市大曲

北海道縦貫自動車道　　函館名寄線

別　　紙　　１　

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

側帯幅0.75ｍ含む

－

左　側

北海道千歳市泉沢
車線４車線

往復分離する区間

３．００×２

ー

－

橋梁高架部分（中小橋）

構造による区分

土工（掘割）部分

　摘　要

別　　紙　　１　

TL－２０トン

工事施工 用地買収

３．５０　メートル

設　計　区　間

６．００

－

ー

ー５．００ ー

－ －

－

６．００

ー
トンネル部分

側帯幅0.75ｍ含む

－

４

右　側

３．００×２ －

北海道北広島市大曲

往復分離しない区間

左　側 計

ー

摘 要

ー

２．５０×２
橋梁高架部分（長大橋）

計

側帯幅0.75ｍ含む



（ト）中央帯の標準幅員

４．５０ﾒｰﾄﾙ（側帯0.７５ﾒｰﾄﾙ×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

百万円（うち、債務引受基準 百万円)

（※平成１７年度下半期工事費　北海道縦貫自動車道　１９，５５５百万円の内数）

接続の位置

千歳インターチェンジ

３４９

－

昭和

－

１昭和 ４３ ４

北海道千歳市

３１

立体接続

立体接続北海道恵庭市

立体接続 北広島インターチェンジ

道道恵庭岳公園線

一般国道３６号

恵庭インターチェンジ

154

別　　紙　　１　

他の道路の
路線名

道道千歳インター線

備　　　考接続の方法

北海道北広島市

北海道横断自動車道
黒松内釧路線

北海道千歳市 立体接続 千歳恵庭ジャンクション



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－７

  工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

北海道縦貫自動車道函館名寄線
（北海道北広島市大曲から北海道岩見沢市南町まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 北海道北広島市大曲 から

北海道岩見沢市南町 まで

（ロ）延　　　　長 ４４．３ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 　　　(道路構造令)

第 １ 種 第 ３ 級 　　　(道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

から

まで

８０ ７．９

設計速度
設　計　区　間

北海道北広島市大曲

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１２０

延　　長

北海道縦貫自動車道　　函館名寄線

別　　紙　　１　

４．５
北海道札幌市厚別区上野幌

北海道札幌市厚別区上野幌

北海道札幌市白石区米里

北海道札幌市白石区米里

北海道岩見沢市南町
１２０ ３１．９



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

６．００
側帯幅０．５０ｍ含む
側帯幅０．７５ｍ含む
側帯幅０．５０ｍ含む
側帯幅０．７５ｍ含む

－－

－－

－

４ 車線

側帯幅０．７５ｍ含む６．００
側帯幅０．５０ｍ含む

－

ー

往復分離しない区間

　摘　要

摘 要

４ 車線

往復分離する区間

トンネル部分

橋梁高架部分（中小橋）

－
２．５０×２

－

３．００×２

－

３．００×２

－
橋梁高架部分（長大橋）

５．００２．５０×２

－ －

設　計　区　間

北海道北広島市大曲

２．５０×２ ５．００
左　側 計

北海道岩見沢市南町

土工（掘割）部分

－

左　側

－

（一部　３．７５メートル）

５．００

別　　紙　　１　

工事施工

ＴＬ－２０トン及びＴＴ－４３トン

用地買収

計右　側

構造による区分

３．５０　メートル



（ト）中央帯の標準幅員

　８０ｷﾛﾒｰﾄﾙ／時区間 ４．０ﾒｰﾄﾙ（側帯０．５０ﾒｰﾄﾙ×２を含む）
４．４ﾒｰﾄﾙ（側帯０．５０ﾒｰﾄﾙ×２を含む）

１２０ｷﾛﾒｰﾄﾙ／時区間 ４．５ﾒｰﾄﾙ（側帯０．７５ﾒｰﾄﾙ×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

江別西インターチェンジ

江別東インターチェンジ

岩見沢インターチェンジ

備　　　考

札幌南インターチェンジ

北郷インターチェンジ

一般国道３３７号

一般国道２３４号

路線名
一般国道２７４号、市道札幌東
部新道１号線及び市道札幌東
部新道２号線

一般国道２７４号

他の道路の

道道江別インター線

接続の位置

北海道札幌市

北海道札幌市一般国道２７４号

一般国道２７４号 北海道札幌市

別　　紙　　１　

2,034

北海道岩見沢市

接続の方法

北海道江別市

北海道江別市

立体接続

立体接続

立体接続

立体接続

立体接続

立体接続 大谷地インターチェンジ

北海道横断自動車道
黒松内釧路線

北海道札幌市 立体接続 札幌ジャンクション

北海道札幌市 立体接続 札幌インターチェンジ



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北海道縦貫自動車道　１９，５５５百万円の内数）

別　　紙　　１　

１

平成 １４ ３ ３１

昭和 ４６ ６

－ －



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－８

  工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

北海道縦貫自動車道函館名寄線
（北海道岩見沢市南町から北海道上川郡鷹栖町まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 北海道岩見沢市南町 から

北海道上川郡鷹栖町 まで

（ロ）延　　　　長 ９３．４ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 　　　(道路構造令)

第 １ 種 第 ３ 級 　　　(道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

延　　長

北海道深川市音江町字音江

北海道深川市音江町字音江

北海道上川郡鷹栖町

北海道縦貫自動車道　　函館名寄線

別　　紙　　１　

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

８０ ２６．７

設　計　区　間

北海道岩見沢市南町

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００ ６６．７



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

上段：岩見沢市南町から深川市音江町字音江まで
下段：深川市音江町字音江から北海道上川郡鷹栖町まで

ＴＬ－２０トン及びＴＴ－４３トン

土工（掘割）部分

車線４

計

２．５０２．５０×２

２．５０×２

５．００

１．２５

摘 要

側帯幅0.75ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.75ｍ含む

２．５０

１．００

５．００

右　側

１．７５

３．５０

側帯幅0.75ｍ含む

２．５０

２．７５ 側帯幅0.50ｍ含む

３．５０

１．００

－ ０．７５

１．００

側帯幅0.50ｍ含む

５．００ 側帯幅0.75ｍ含む

１．００２．５０

　摘　要

３．７５

１．５０

３．５０

用地買収

側帯幅0.50ｍ含む

車線

０．７５

２．００

１．２５

１．２５ ３．７５

３．００

５．００ ３．５０

別　　紙　　１　

１．７５×２

トンネル部分

橋梁高架部分（中小橋）

－

２．５０×２

２．５０×２

１．７５×２ １．７５

３．５０　メートル

橋梁高架部分（長大橋）

往復分離しない区間
構造による区分

設　計　区　間

北海道岩見沢市南町

北海道上川郡鷹栖町

左　側 左　側

往復分離する区間

計

４

１．００

工事施工



（ト）中央帯の標準幅員
岩見沢市南町から深川市音江町字音江まで

４．５０メートル　(側帯０．７５メートル×２を含む)
深川市音江町字音江から北海道上川郡鷹栖町まで

３．５０メートル　(側帯０．５０メートル×２を含む)

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北海道縦貫自動車道　１９，５５５百万円の内数）

立体接続

（深川留萌自動車道）

他の道路の

北海道三笠市

北海道美唄市

北海道空知郡奈井江町

路線名

道道岩見沢三笠線

道道美唄富良野線

一般国道２３３号

旭川鷹栖インターチェンジ

三笠インターチェンジ

美唄インターチェンジ

奈井江砂川インターチェンジ

滝川インターチェンジ

深川ジャンクション

深川インターチェンジ

接続の方法接続の位置 備　　　考

－ －

１５４８

北海道旭川市

2,444

北海道滝川市

道道赤平奈井江線

別　　紙　　１　

一般国道３８号

道道深川豊里線

道道旭川鷹栖インター線

立体接続

平成 １６

北海道深川市

３１

昭和

３

北海道深川市

１１

立体接続

立体接続

立体接続

立体接続

立体接続



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－９

  工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

北海道縦貫自動車道函館名寄線
（北海道上川郡鷹栖町から北海道上川郡和寒町字三笠まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 北海道上川郡鷹栖町 から

北海道上川郡和寒町字三笠 まで

（ロ）延　　　　長 ２９．８ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 　　　(道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

設　計　区　間

北海道上川郡鷹栖町

北海道上川郡和寒町字三笠

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

２９．８

延　　長設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

北海道縦貫自動車道　　函館名寄線

別　　紙　　１　

１００



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

―

―
側帯幅0.5ｍ含む

３．５０
橋梁高架部分（長大橋）

―

構造による区分

土工（掘割）部分

摘 要

側帯幅0.5ｍ含む

４
北海道上川郡鷹栖町

往復分離する区間

―

―

側帯幅0.5ｍ含む
―

―

計左　側

―

橋梁高架部分（中小橋）

５．００

３．５０１．７５×２

２．５０×２

―

―

―

１．７５×２

－
トンネル部分

―－

別　　紙　　１　

用地買収工事施工 　摘　要設　計　区　間

３．５０　　メートル

２５ｔｆ（Ｂ活荷重)

車線

往復分離しない区間

２

右　側計

車線
北海道上川郡和寒町字三笠

左　側



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北海道縦貫自動車道　１９，５５５百万円の内数）

道道旭川北ｲﾝﾀｰ線

北海道上川郡比布町

他の道路の
路線名

(旭川・紋別自動車道)

別　　紙　　１　

北海道上川郡和寒町

旭川北インターチェンジ

比布ジャンクション

和寒インターチェンジ

北海道旭川市 立体接続

立体接続

立体接続

備　　　考接続の方法接続の位置

ー

－ －

２７２ １２

一般国道４５０号

一般国道４０号

３１

平成

平成 １６ ３

489



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１０

  工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

北海道縦貫自動車道函館名寄線
（北海道上川郡和寒町字三笠から北海道上川郡剣淵町字剣淵まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 北海道上川郡和寒町字三笠 から

北海道上川郡剣淵町字剣淵 まで

（ロ）延　　　　長 １６．０ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 1 種 第 ２ 級 　　　(道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

１００ １６．０

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

設　計　区　間

北海道上川郡和寒町字三笠

北海道上川郡剣淵町字剣淵

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

北海道縦貫自動車道　　函館名寄線

別　　紙　　１　



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

側帯幅0.5ｍ含む

―

橋梁高架部分（中小橋）

左　側

橋梁高架部分（長大橋）
―

トンネル部分

１．７５×２

―

５．００

摘 要

側帯幅0.5ｍ含む

３．５０　メートル

設　計　区　間

―

計

―

右　側

往復分離しない区間

左　側

用地買収

計

―

北海道上川郡和寒町字三笠

北海道上川郡剣淵町字剣淵

―

構造による区分

土工（掘割）部分

往復分離する区間

２５ｔｆ　（Ｂ活荷重)

別　　紙　　１　

― ―

２．５０×２

―

３．５０

　摘　要工事施工

車線車線 ４

―

２

―

― ――

―



（ト）中央帯の標準幅員

－

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北海道縦貫自動車道　１９，５５５百万円の内数）

他の道路の
路線名

道道士別剣淵ｲﾝﾀｰ線 北海道士別市及び北海道上川郡剣淵町

接続の位置 接続の方法

士別剣淵インターチェンジ

備　　　考

３１

平成

平成 １６ ３

別　　紙　　１　

－ －

４５ １２

立体接続

257



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１１

  工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

北海道横断自動車道黒松内釧路線
（北海道小樽市勝納町から北海道札幌市西区宮の沢まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 北海道小樽市勝納町 から

北海道札幌市西区宮の沢 まで

（ロ）延　　　　長 ２４．４ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 1 種 第 ３ 級 　　　(道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

設　計　区　間 摘　　要
設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

２４．４８０
北海道小樽市勝納町

北海道札幌市西区宮の沢

北海道横断自動車道　　黒松内釧路線

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）

　摘　要

構造による区分

土工（掘割）部分

トンネル部分

摘 要

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

―

用地買収

１．５０

側帯幅0.5ｍ含む

計

往復分離しない区間

左　側

１．００５．５０２．７５×２

４

往復分離する区間

計左　側

４

右　側

― ―

車線

別　　紙　　１

設　計　区　間

北海道小樽市勝納町

北海道札幌市西区宮の沢
車線

工事施工

TL－２０　トン

３．５０　メートル

１．７５（上り線）３．００

１．７５（下り線）

１．２５（上り線） １．２５（上り線）

―

１．７５（下り線）
側帯幅0.5ｍ含む

０．５０

２．２５（下り線）

５．５０ ―２．７５×２

２．７５

０．７５

３．７５

０．７５



（ト）中央帯の標準幅員

３．００メートル　(側帯０．５メートル×２を含む)

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北海道横断自動車道　３０，６６３百万円の内数）

手稲インターチェンジ

札幌西インターチェンジ立体接続

備　　　考接続の方法

立体接続

立体接続

立体接続

朝里インターチェンジ

銭函インターチェンジ

平面接続

平面接続 小樽インターチェンジ

本線道道小樽港線

一般国道５号

北海道小樽市

接続の位置
路線名

北海道小樽市

一般国道5号

北海道小樽市道道小樽定山渓線

北海道札幌市

道道銭函インター線

市道手稲インター線

３

３

379

他の道路の

平成 ２２

昭和

北海道小樽市

北海道札幌市

－ －

１７４８

３１

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１２

  工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

北海道横断自動車道黒松内釧路線
（北海道札幌市西区宮の沢から札幌市白石区米里まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 北海道札幌市西区宮の沢 から

北海道札幌市白石区米里 まで

（ロ）延　　　　長 １４．０ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 1 種 第 3 級 　　　(道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

設　計　区　間

北海道札幌市西区宮の沢

北海道札幌市白石区米里

摘　　要

北海道横断自動車道　　黒松内釧路線

別　　紙　　１

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０ １４．０



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

上段：札幌市西区宮の沢から札幌市白石区米里までの内、下記以外
下段：札幌市西区発寒９条から札幌市西区発寒１１条まで及び

札幌市北区新川５条から札幌市北区北３３条まで

橋梁高架部分（長大橋）

摘 要(側帯幅）

側帯幅0.5m含む

側帯幅0.5m含む

構造による区分

土工（掘割）部分

トンネル部分

橋梁高架部分（中小橋）

― ―

設　計　区　間

５．００

３．５０
―

計

― ―

用地買収

右　側

４

１．７５×２

２．５０×２

往復分離する区間

計

―

車線

５．００

―

― ―

―

４ 車線
北海道札幌市西区宮の沢

北海道札幌市白石区米里

左　側

往復分離しない区間

２．５０×２

　摘　要

ＴＬ―２０トン及びＴＴ―４３トン

３．５０　メートル

工事施工

左　側

―

―

別　　紙　　１

― ―

― ―



（ト）中央帯の標準幅員
札幌市西区宮の沢から札幌市白石区米里までの内、下記以外

３．００メートル　(側帯０．５メートル×２を含む)

札幌市西区発寒９条から札幌市西区発寒１１条まで及び
札幌市北区新川５条から札幌市北区北３３条まで

２．２５メートル（側帯０．５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北海道横断自動車道　３０，６６３百万円の内数）

札幌北インターチェンジ

立体接続

立体接続

立体接続

伏古インターチェンジ

雁来インターチェンジ

札幌ジャンクション

一般国道２７４号

北海道縦貫自動車道函館名寄線

接続の位置

北海道札幌市北区

北海道札幌市北区及び
同市東区

北海道札幌市東区

路線名

一般国道５号

一般国道５号
一般国道２７４号

一般国道２７４号

接続の方法

別　　紙　　１

－ －

４６１

３１

北海道札幌市白石区

備　　　考

新川インターチェンジ

昭和

平成 ５ ３

１０

北海道札幌市東区

立体接続

立体接続

1,075

他の道路の



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１３

  工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

北海道横断自動車道黒松内釧路線
（北海道千歳市上長都から北海道夕張市紅葉山まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 北海道千歳市上長都 から

北海道夕張市紅葉山 まで

（ロ）延　　　　長 ４２．１ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 1 種 第 2 級 　　　(道路構造令)

第 1 種 第 3 級 　　　(道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

北海道勇払郡追分町旭

北海道勇払郡追分町旭

延　　長設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

１００

１３．７８０
北海道夕張市紅葉山

設　計　区　間

北海道横断自動車道　　黒松内釧路線

別　　紙　　１

摘　　要

２８．４

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

北海道千歳市上長都



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

上段： 千歳市上長都から勇払郡追分町旭

下段： 勇払郡追分町旭から夕張市紅葉山

―

トンネル部分

橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）

―

―

１．７５×２

１．２５×２

側帯幅1.0ｍ含む

４

― ――

車線

土工（掘割）部分

摘 要

側帯幅0.5ｍ含む

計

―

往復分離する区間

―

１．２５×２ ２．５０

３．５０

２．５０

―

―

１．７５×２

５．００２．５０×２
側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

３．５０

―

北海道夕張市紅葉山

用地買収

車線

別　　紙　　１

ＴＬ―２０　トン及びＴＴ―４３　トン

―

３．５０　メートル

　摘　要

右　側計

往復分離しない区間

２

設　計　区　間

北海道千歳市上長都

1．７５×２

工事施工

構造による区分
左　側左　側

２．５０×２ ５．００

３．５０



（ト）中央帯の標準幅員

-

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北海道横断自動車道　３０，６６３百万円の内数）

千歳東インターチェンジ

追分町インターチェンジ

夕張インターチェンジ

接続の方法

立体接続

立体接続

立体接続

立体接続 千歳恵庭ジャンクション

－ －

２１６３

他の道路の
備　　　考接続の位置

平成 １２

北海道千歳市

北海道勇払郡追分町

1,078

１２

３

一般国道２７４号 北海道夕張市

３１

昭和

一般国道３３７号

一般国道２３４号

路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線 北海道千歳市

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

北海道横断自動車道黒松内釧路線
（北海道夕張市紅葉山から北海道勇払郡占冠村字上トマムまで）に関する

工事の内容並びに工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１４



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 1 種 第 2 級 　　　(道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

北海道勇払郡占冠村字上トマム

６０．７

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
設　計　区　間

北海道横断自動車道　　黒松内釧路線

別　　紙　　１

摘　　要

北海道勇払郡占冠村字上トマム

北海道夕張市紅葉山
１００

北海道夕張市紅葉山

６０．７

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
設計速度 延　　長



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

メートル

摘 要

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

－－

計 左　側

橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）

－

－

１．７５×２ －

３．５０

構造による区分

土工（掘割）部分

トンネル部分
１．２５×２

２．５０×２

－

－

－

１．７５×２

５．００

－３．５０ －

－－

側帯幅0.5ｍ含む

設　計　区　間

北海道夕張市紅葉山

北海道勇払郡占冠村字上トマム

別　　紙　　１

車線

　摘　要

４

用地買収

３．５０

２５ｔｆ　　(Ｂ活荷重）

工事施工

往復分離する区間往復分離しない区間

２ 車線

計左　側 右　側

２．５０



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北海道横断自動車道　３０，６６３百万円の内数）

北海道勇払郡穂別町 穂別インターチェンジ（仮称）

占冠インターチェンジ（仮称）

備　　　考接続の方法

北海道勇払郡占冠村

他の道路の

路線名

道道穂別インター線

接続の位置

８

2,170

一般国道２３７号

－

平成 ２４ ３

－

１１ １

別　　紙　　１

３１

平成

－

立体接続

立体接続



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１５

 工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

北海道横断自動車道黒松内釧路線
（北海道勇払郡占冠村字上トマムから北海道上川郡清水町字清水まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 1 種 第 2 級 　　　(道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

摘　　要

北海道勇払郡占冠村上トマム

北海道上川郡清水町字清水

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

１００

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

２０．９

設　計　区　間

北海道勇払郡占冠村字上トマム

２０．９

北海道上川郡清水町字清水

設計速度

北海道横断自動車道黒松内釧路線

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

－

北海道勇払郡占冠村上トマム

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

－

－

土工（掘割）部分

トンネル部分

橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）

－

２．５０１．２５×２ －

１．７５×２ －－

６．００

３．５０

－

１．７５×２

３．００×２

３．５０

－

－

左　側

２ 車線

左　側

北海道上川郡清水町字清水

構造による区分

右　側計

往復分離しない区間 往復分離する区間

－ －

車線４

側帯幅0.5ｍ含む

計
摘 要

工事施工

別　　紙　　１

３．５０

用地買収設　計　区　間

２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

　摘　要

メートル



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北海道横断自動車道　３０，６６３百万円の内数）

トマムインターチェンジ（仮称）

接続の方法

立体接続

他の道路の

路線名

591

道道夕張新得線

－

別　　紙　　１

北海道勇払郡占冠村

３

９１０

接続の位置 備　　　考

平成

－ －

７

３１平成 ２０



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１６

 工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

北海道横断自動車道黒松内釧路線
（北海道上川郡清水町字清水から北海道中川郡池田町字信取まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 北海道上川郡清水町字清水 から

北海道中川郡池田町字信取 まで

（ロ）延　　　　長 ５０．３

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 1 種 第 2 級 　　　(道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

キロメートル

設　計　区　間

北海道上川郡清水町字清水

北海道中川郡池田町字信取

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

北海道横断自動車道　　黒松内釧路線

摘　　要
設計速度 延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００ ５０．３

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

３．５０　メートル

―

―

―

橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）

　摘　要

構造による区分

土工（掘割）部分 側帯幅0.5ｍ含む
― ―

往復分離する区間
摘 要

計

―

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

―

―

―

―

１．７５×２

１．７５×２

左　側

北海道上川郡清水町字清水

北海道中川郡池田町字信取

ＴＬ―２０トン及びＴＴ―４３トン

―

３．５０

―

用地買収

―

４

―

右　側計

車線 車線

左　側

５．００２．５０×２

３．５０

―
トンネル部分

別　　紙　　１

工事施工

往復分離しない区間

２

設　計　区　間



（ト）中央帯の標準幅員

－

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北海道横断自動車道　３０，６６３百万円の内数）

立体接続

立体接続

北海道中川郡池田町

北海道河東郡音更町

北海道河西郡芽室町

音更帯広インターチェンジ

池田インターチェンジ

接続の方法 備　　　考

十勝清水インターチェンジ

芽室インターチェンジ

帯広ジャンクション

立体接続

立体接続

立体接続

一般国道２４２号線

接続の位置

北海道上川郡清水町

一般国道２３６号
(帯広・広尾自動車道)

一般国道２４１号
(帯広北バイパス)

他の道路の

路線名

一般国道２７４号

道道東瓜幕芽室線 北海道河西郡芽室町

－ －

３１

昭和 ３

平成 １５

１３６１

３

937

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１７

 工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

北海道横断自動車道黒松内釧路線
（北海道中川郡池田町字信取から北海道阿寒郡阿寒町下舌辛まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 北海道中川郡池田町字信取 から

北海道阿寒郡阿寒町下舌辛 まで

（ロ）延　　　　長 ６７．４ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分

第 1 種 第 2 級 　　　(道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

北海道横断自動車道　　黒松内釧路線

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

６７．４

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

１００
北海道阿寒郡阿寒町下舌辛

北海道中川郡池田町字信取

摘　　要
延　　長

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

―

１．７５×２ ３．５０ ―

― 側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）
―

３．５０　　メートル

摘 要

―３．５０１．７５×２

―

２５ｔｆ（Ｂ活荷重）

　摘　要用地買収工事施工

車線車線２

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

４

―

往復分離する区間

左　側 計右　側

―

―

――１．２５×２ ２．５０

５．００２．５０×２

構造による区分

設　計　区　間

北海道中川郡池田町字信取

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

―

計

北海道阿寒郡阿寒町下舌辛

トンネル部分

別　　紙　　１

左　側



（ト）中央帯の標準幅員

－

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北海道横断自動車道　３０，６６３百万円の内数）

一般国道２４２号

接続の方法
路線名
他の道路の

接続の位置 備　　　考

別　　紙　　１

平面接続 阿寒インターチェンジ（仮称）

本別インターチェンジ立体接続

立体接続 白糠インターチェンジ（仮称）

－ －

３１平成 １３

５

３

１２

北海道白糠郡白糠町

４平成

北海道中川郡本別町

北海道横断自動車道
黒松内端野線

1,872

一般国道３９２号

一般国道２４０号 北海道阿寒郡阿寒町

北海道中川郡本別町 立体接続 本別ジャンクション



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１８

 工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

     北海道横断自動車道黒松内端野線
（北海道中川郡本別町勇足から北海道常呂郡訓子府町字協成まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 北海道中川郡本別町勇足 から

北海道常呂郡訓子府町字協成 まで

（ロ）延　　　　長
７９．２ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分
第 1 種 第 2 級 　　　(道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

設　計　区　間

北海道中川郡本別町勇足

北海道常呂郡訓子府町字協成

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００ ７９．２

延　　長

北海道横断自動車道　　黒松内端野線

別　　紙　　１

設計速度



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

３．５０　　メートル

橋梁高架部分（長大橋）
３．５０１．７５×２

左　側
摘 要

側帯幅0.5ｍ含む５．００ ―

橋梁高架部分（中小橋）

２．５０×２

１．７５×２

４

工事施工

往復分離しない区間

２

設　計　区　間

北海道中川郡本別町勇足

北海道常呂郡訓子府町字協成
車線 車線

２５ｔｆ　　（Ｂ活荷重）

―

構造による区分

土工（掘割）部分

トンネル部分
―

左　側

―３．５０

―

―

― 側帯幅0.5ｍ含む

―

―

側帯幅0.5ｍ含む―

―

別　　紙　　１

―

―

　摘　要

―

用地買収

往復分離する区間

右　側計 計



（ト）中央帯の標準幅員

－

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北海道横断自動車道　３０，６６３百万円の内数）

陸別インターチェンジ（仮称）

道道訓子府陸別線 北海道常呂郡訓子府町 平面接続 訓子府インターチェンジ（仮称）

一般国道２４２号 北海道足寄郡陸別町 立体接続

路線名

一般国道２４２号 足寄インターチェンジ

接続の位置 接続の方法

立体接続

平成 １３

１２

３

－ －

４５

他の道路の

３１

平成

1,554

北海道足寄郡足寄町

別　　紙　　１

備　　　考

北海道横断自動車道黒松内釧路線 北海道中川郡本別町 立体接続 本別ジャンクション



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

（東京都練馬区大泉５丁目から埼玉県川口市赤芝新田まで）に関する

別紙１－１９

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

東北縦貫自動車道　弘前線



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

東京都練馬区大泉５丁目

１８．４

埼玉県川口市赤芝新田

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
設　計　区　間

延　　長

埼玉県川口市赤芝新田

東京都練馬区
大泉５丁目

東北縦貫自動車道　　弘前線

１８．４

摘　　要
設計速度

別　　紙　　１

８０



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）

別　　紙　　１

－ 側帯幅員0.50m

－

橋梁高架部分

３．００

側帯幅員0.50m

２．５０×２

－

－

－５．００ －２．５０×２

－５．００

車線

側帯幅員0.50m

往復分離する区間
摘 要

左　側 右　側 計

４

構造による区分
往復分離しない区間

－

左　側

５．００

工事施工

埼玉県和光市新倉
４ 車線

埼玉県川口市赤芝新田

用地買収設　計　区　間

－

東京都練馬区
大泉５丁目

埼玉県和光市新倉
６ 車線 車線６

TL－２０トン　及び　TT－４３トン

計

３．５０　メートル

土工（掘割）
部分

土工（盛土）
部分

２．５０×２



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北縦貫自動車道　１，０７０百万円の内数）

－ －

６，３５５

昭和 ６１

一般国道２９８号 埼玉県川口市 立体接続

６

平成 １７ ３ ３１

６

川口中央
インターチェンジ

一般国道２９８号 埼玉県川口市 立体接続 川口西インターチェンジ

一般国道２９８号
埼玉県
さいたま市

立体接続
外環浦和

インターチェンジ

県道高速板橋
戸田線

埼玉県戸田市 立体接続 美女木ジャンクション

一般国道２９８号 埼玉県戸田市 立体接続 戸田東インターチェンジ

一般国道２５４号
一般国道２９８号

立体接続 和光北インターチェンジ

一般国道２９８号 埼玉県戸田市 立体接続 戸田西インターチェンジ

埼玉県和光市

一般国道２５４号
県道和光ｲﾝﾀｰ線

埼玉県和光市 立体接続 和光インターチェンジ

大泉インターチェンジ
（ジャンクション）

都道練馬所沢線
関越自動車道新潟線

東京都練馬区 立体接続

備　　　考

別　　紙　　１

路線名
接続の位置 接続の方法

他の道路の



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２０

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

東北縦貫自動車道　弘前線

（埼玉県川口市西新井宿から埼玉県さいたま市岩槻区加倉まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)
及び 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

埼玉県さいたま市
緑区大門

埼玉県川口市西新井宿

東北縦貫自動車道　　弘前線

摘　　要
設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

埼玉県川口市西新井宿

埼玉県さいたま市
緑区大門

１２０
埼玉県さいたま市
岩槻区加倉

埼玉県さいたま市岩槻区加倉

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

設　計　区　間

４．８

１０．９

別　　紙　　１

６．１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル　（一部３．７５メートル）

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

上段：埼玉県川口市西新井宿から埼玉県さいたま市緑区大門まで
下段：埼玉県さいたま市緑区大門から埼玉県さいたま市岩槻区加倉まで

－ － －
１．７５×２ ３．５０

６．５０
橋梁高架部分
（長大橋）

－

車線

工事施工

別　　紙　　１

用地買収

ＴＬ－２０トン 及び ＴＴ－４３トン

設　計　区　間

埼玉県さいたま市
緑区大門

６
埼玉県川口市西新井宿

３．２５×２

５．００２．５０×２

－ －

６

橋梁高架部分
（中小橋）

計

車線

往復分離する区間往復分離しない区間

車線

６

計左　側

車線
埼玉県さいたま市
岩槻区加倉

側帯幅員0.75m

埼玉県さいたま市
緑区大門

－ －

－

摘 要構造による区分

－
６．００３．００×２

－

側帯幅員0.75m

切土盛土部分

６

側帯幅員0.50m

左　側 右　側

－



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）
メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北縦貫自動車道　１，０７０百万円の内数）

４５

３１

昭和 ６

他の道路の

一般国道１２２号

県道高速葛飾川口
線　東北縦貫自動車
道　　弘前線
常磐自動車道

埼玉県川口市

埼玉県
さいたま市

路線名

４．００

接続の位置

４．５０

接続の方法 備　　　考

別　　紙　　１

－

９

立体接続 浦和インターチェンジ

立体接続 川口ジャンクション

６２６

平成 １４ ３

－



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

東北縦貫自動車道　弘前線

（埼玉県さいたま市岩槻区加倉から宮城県仙台市太白区茂庭字人来田山まで）に関する

別紙１－２１

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 埼玉県さいたま市岩槻区加倉 から

宮城県仙台市太白区茂庭字人来田山 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)
第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

及び 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)
（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

から

まで

（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル （一部３．７５メートル）

別　　紙　　１

２６．８
宮城県仙台市太白区
茂庭字人来田山

栃木県佐野市西浦町原

埼玉県さいたま市
岩槻区加倉

東北縦貫自動車道　　弘前線

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

４４．４

３１６．８

１００

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１２０

２０トン

摘　　要設　計　区　間

栃木県佐野市西浦町原
２４５．６

宮城県刈田郡蔵王町
大字下原田

宮城県刈田郡蔵王町
大字下原田

８０



（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　 (単位：メートル）

※ 上段：岩槻ICから鹿沼ICまで
中上段：鹿沼ICから福島ICまで
中下段：福島ICから蔵王ICまで
下段：蔵王から仙台南ICまで

－
側帯幅員0.75m

別　　紙　　１

－

側帯幅員0.75m

側帯幅員0.75m

側帯幅員0.50m

側帯幅員0.50m－

－

－

－

－

側帯幅員0.75m

側帯幅員0.75m

側帯幅員0.75m

側帯幅員0.75m

橋梁高架部分
（長大橋） －

２．５０×２ ７．５０ 側帯幅員0.75m

－

－－

側帯幅員0.50m

－ －

－

側帯幅員0.75m－ －

１．２５×２

－ －

－

－ － －

９．５０３．００×２ １．７５×２

－ －

４．００

－ － －

－ － １．００×２ １．００×２

－－

－
－ － －
－ －

宮城県仙台市太白区
茂庭字人来田山

構造による区分
往復分離する区間

摘 要
左　側 右　側 計

往復分離しない区間

栃木県鹿沼市茂呂

設　計　区　間

栃木県鹿沼市茂呂
６ 車線 ６

用地買収工事施工

３．５０

２．５０×２

３．２５×２

６．５０

１．７５×２ ３．５０
１．７５×２

６．５０

２．５０×２

６．００

埼玉県さいたま市
岩槻区加倉

車線

－

トンネル部分

５．００

計

－

４．５０
４．５０
－

左　側

車線

切土盛土部分

３．００×２

４

－
９．５０３．００×２

２．２５×２
２．２５×２

側帯幅員0.75m

５．００２．５０×２

４

－

－

－５．００

車線

－

－

橋梁高架部分
（中小橋）

３．２５×２

３．００×２

－
３．００×２

６．００
６．００ １．７５×２



（ト）中央帯の標準幅員 メートル
メートル

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

北関東自動車道
栃木県下都賀
郡都賀町

立体接続 栃木都賀ジャンクション

４．５０

立体接続
岩舟ジャンクション

（仮称）

立体接続 矢板インターチェンジ

立体接続
西那須野塩原
インターチェンジ

栃木県那須
塩原市

県道大田原
高林線

一般国道４００号

一般国道４号
県道矢板那須線

一般国道１１９号

栃木県矢板市

栃木県那須
塩原市

黒磯インターチェンジ
（仮称）

宇都宮インターチェンジ

一般国道１２１号 栃木県鹿沼市 立体接続 鹿沼インターチェンジ

栃木県
宇都宮市

立体接続

佐野藤岡
インターチェンジ

県道栃木粕尾線 栃木県栃木市 立体接続 栃木インターチェンジ

一般国道５０号 栃木県佐野市 立体接続

北関東自動車道
栃木県下都賀
郡岩舟町

一般国道３５４号 群馬県館林市 立体接続 館林インターチェンジ

接続の位置 接続の方法

立体接続

一般国道４６８号
（首都圏中央連絡
自動車道）

埼玉県久喜市　埼玉
県南埼玉郡白岡町 立体接続

埼玉県羽生市

備　　　考
路線名

別　　紙　　１

立体接続

県道さいたま
栗橋線

埼玉県久喜市 立体接続

県道羽生栗橋線 羽生インターチェンジ

久喜白岡ジャンクション
（仮称）

他の道路の

埼玉県
さいたま市

立体接続 岩槻インターチェンジ

４．００

一般国道１６号

久喜インターチェンジ

一般国道１２５号 埼玉県加須市 立体接続 加須インターチェンジ



一般国道286号
県道仙台南ｲﾝﾀｰ線

宮城県仙台市 立体接続

立体接続 郡山ジャンクション

東北横断自動車
道酒田線

宮城県柴田郡
村田町

立体接続 村田ジャンクション

白石インターチェンジ

立体接続 村田インターチェンジ

立体接続

立体接続

矢吹インターチェンジ

立体接続

一般国道４号 宮城県白石市

県道亘理大河原
川崎線

宮城県柴田郡
村田町

立体接続 国見インターチェンジ

一般国道１１５号 福島県福島市

一般国道１３号 福島県福島市

福島県郡山市

県道白石国見線
福島県伊達郡
国見町

東北横断自動車
道いわき新潟線

福島県郡山市

一般国道４号

一般国道４５９号

福島県安達郡
本宮町

本宮インターチェンジ

立体接続

一般国道４号
県道矢吹小野線

須賀川インターチェンジ
県道中野
須賀川田島線

立体接続

立体接続

立体接続

県道郡山長沼線

一般国道４９号

白河インターチェンジ

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

福島県西白河
郡西郷村

立体接続一般国道４号

那須インターチェンジ県道那須高原線
栃木県那須郡
那須町

福島県須賀川
市

福島県西白河
郡矢吹町

別　　紙　　１

立体接続

仙台南インターチェンジ

福島県郡山市 立体接続 郡山南インターチェンジ

福島西インターチェンジ

立体接続
福島飯坂

インターチェンジ

郡山インターチェンジ

二本松インターチェンジ
福島県二本松

市



（４）工事予算 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日
①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北縦貫自動車道　１，０７０百万円の内数）

－ －

３ １７

平成 ２２ ３ ３１

３，０４７

昭和 ４８

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－２２

東北縦貫自動車道  弘前線（宮城県仙台市太白区茂庭から岩手県盛岡市平賀新田まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分

から

まで

から

まで

１８５．３

第１種第２級 （道路構造令）
岩手県一関市赤萩

岩手県盛岡市平賀新田

東北縦貫自動車道  弘前線

宮城県仙台市泉区七北田

摘　　要道路区分

宮城県仙台市太白区茂庭
第１種第３級 （道路構造令）

宮城県仙台市泉区七北田

別　　紙　　１

宮城県仙台市太白区茂庭

設　計　区　間



から

まで

から

まで

（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

（二）車線の幅員 メートル

延　　長

１２０ ７３．３

８０ １１．５

摘　　要設　計　区　間

宮城県仙台市泉区七北田

宮城県仙台市太白区茂庭

岩手県胆沢郡前沢町
大字養ｹ森

設計速度

１９．３

岩手県胆沢郡前沢町
大字養ｹ森

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

３．５０

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

７．０

７４．２
宮城県仙台市泉区七北田

１００
岩手県一関市赤萩

岩手県盛岡市羽場

１００

岩手県盛岡市羽場

岩手県一関市赤萩

岩手県一関市赤萩

岩手県盛岡市平賀新田

第１種第３級 （道路構造令）
岩手県胆沢郡前沢町

大字養ｹ森

岩手県胆沢郡前沢町
大字養ｹ森

第１種第２級 （道路構造令）

岩手県盛岡市平賀新田
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（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

仙台市太白区から仙台市泉区まで (単位：メートル）

仙台市泉区から盛岡市まで (単位：メートル）

－

－－

－

－ －

左　側 計

構造による区分

土工部分

車線

往復分離しない区間

４ 車線

構造による区分
右　側計

土工部分
１．７５３．００×２

左　側

３．００

橋梁高架部分
（中小橋）

トンネル部分
１．００×２

岩手県盛岡市平賀新田

（中小橋） ５．００

２．５０×２ ５．００

橋梁高架部分

６．００

－

６．００

－

３．７５１．２５

１．７５３．００３．００×２

往復分離する区間

（長大橋） ２．５０

２．５０×２

用地買収

往復分離しない区間 往復分離する区間

－

設　計　区　間

４

工事施工

宮城県仙台市太白区茂庭

摘　要

左　側 計右　側

－

－

左　側 計

２．５０×２ ５．００

－ －１．７５×２ ３．５０ －

２．００

４．７５

４．７５

橋梁高架部分

トンネル部分
－
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摘 要

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.75ｍ含む

摘 要

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.75ｍ含む

側帯幅0.75ｍ含む

側帯幅0.75ｍ含む

橋梁高架部分

（長大橋）



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む）

メートル （側帯 メートル×２を含む）

※ 上段：仙台市太白区から仙台市泉区までと、一関市から前沢町まで
下段：仙台市泉区から盛岡市まで（一関市～前沢町を除く）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

若柳金成
インターチェンジ

一般国道３４２号 岩手県一関市 立体接続 一関インターチェンジ

県道中田栗駒線 宮城県栗原市 立体接続

築館インターチェンジ

一般国道４７号 宮城県古川市 立体接続

一般国道４７号
（仙台北部道路）

宮城県黒川郡
富谷町

立体接続

一般国道４号
岩手県西磐井
郡平泉町

立体接続

一般国道４号 宮城県栗原市 立体接続

宮城県仙台市 立体接続 泉インターチェンジ

仙台宮城
インターチェンジ

０．５０

宮城県仙台市一般国道４８号 立体接続

一般国道４号

県道塩釜吉岡線

接続の位置 接続の方法

富谷ジャンクション
（仮称）

宮城県黒川郡
大和町

立体接続 大和インターチェンジ

平泉前沢
インターチェンジ

古川インターチェンジ

備　　　考他の道路の

４．５０ ０．７５

４．００

路線名
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一般国道４６号 岩手県盛岡市 立体接続 盛岡インターチェンジ

県道上米内湯沢
線

岩手県盛岡市 立体接続
盛岡南
インターチェンジ

県道北上金ヶ崎
インター線

岩手県北上市 立体接続
北上金ヶ崎
インターチェンジ

一般国道４号 岩手県水沢市 立体接続 水沢インターチェンジ

一般国道１０７号 岩手県北上市 立体接続

県道紫波インター線
岩手県紫波郡
紫波町

立体接続 紫波インターチェンジ

県道花巻衣川線 岩手県花巻市 立体接続 花巻インターチェンジ

県道花巻大曲線
岩手県花巻市
南方丁目

立体接続
花巻南
インターチェンジ
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北上江釣子
インターチェンジ

東北横断自動車道
釜石秋田線

岩手県北上市 立体接続 北上ジャンクション

東北横断自動車道
釜石秋田線

岩手県花巻市 立体接続 花巻ジャンクション



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北縦貫自動車道　　１，０７０百万円の内数）

１

３１平成 ２２

４３ ４昭和

３

２，６０８

― ―
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（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－２３

東北縦貫自動車道　弘前線（岩手県盛岡市平賀新田から岩手県岩手郡安代町字小柳田まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)
岩手県盛岡市平賀新田　から　岩手県岩手郡西根町平笠　まで

第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)
岩手県岩手郡西根町平笠　から　岩手県岩手郡安代町字小柳田まで

（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００ ２０．１

摘　　要設　計　区　間

岩手県岩手郡西根町平笠

岩手県岩手郡西根町平笠

岩手県盛岡市平賀新田

東北縦貫自動車道  弘前線

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長

５１．５

岩手県岩手郡安代町字小柳田
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岩手県盛岡市平賀新田

設計速度

岩手県岩手郡安代町字小柳田

８０ ３２．６



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

岩手県盛岡市平賀新田から、岩手県岩手郡滝沢村大字滝沢まで (単位：メートル）

３．５０

用地買収

ＴＬ－２０及びＴＴ－４３

－

－

－

－－２．５０×２
側帯幅員0.７5ｍ含む

－

－

土工部分

トンネル部分

３．００×２

－

－

－

－

６．００

５．００

橋梁高架部分

６．００

（長大橋）

－

（中小橋）

橋梁高架部分

３．００×２

往復分離しない区間

設　計　区　間

車線
岩手県盛岡市平賀新田

岩手県岩手郡安代町字小柳田

４ 車線

左　側 計左　側

構造による区分

計

往復分離する区間

右　側

工事施工

４
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摘 要

側帯幅員0.７5ｍ含む

側帯幅員0.７5ｍ含む

－

－



岩手県岩手郡滝沢村大字滝沢から、岩手県二戸郡安代町字小柳田まで(単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

５．００

（中小橋） ２．５０×２

土工部分
２．５０×２

－

左　側 計 左　側

橋梁高架部分

（長大橋） ２．７５×２ ５．５０ ２．７５

０．７５

他の道路の
路線名

一般国道４号

計

２．００

３．７５

１．００

岩手県岩手郡
松尾村

岩手県岩手郡
滝沢村

右　側

滝沢インターチェンジ

西根インターチェンジ

立体接続
松尾八幡平
インターチェンジ

立体接続

トンネル部分
－

５．００

橋梁高架部分

県道柏台松尾線

２．５０

往復分離しない区間
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構造による区分

側帯幅員0.７5ｍ含む
－

往復分離する区間

１．２５

－

側帯幅員0.７5ｍ含む

側帯幅員0.７5ｍ含む

摘 要

１．００

東北縦貫自動車
道

安代ジャンクション立体接続
岩手県岩手郡
安代町

接続の位置 接続の方法 備　　　考

岩手県岩手郡
西根町

立体接続

４．２５
側帯幅員0.７5ｍ含む

一般国道２８２号
岩手県岩手郡
安代町

立体接続 安代インターチェンジ

４．５

一般国道２８２号

１．５０



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北縦貫自動車道　　１，０７０百万円の内数）

昭和 ４５

― ―

昭和 ５８ ３ ３１

６ ９

別　　紙　　１

１，０７２



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－２４

東北縦貫自動車道　弘前線（岩手県岩手郡安代町字小柳田から秋田県鹿角市十和田まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
設　計　区　間

延　　長
摘　　要
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設計速度

東北縦貫自動車道  弘前線

秋田県鹿角市十和田

岩手県岩手郡安代町字
小柳田

岩手県岩手郡安代町字小柳田

３５．８

秋田県鹿角市十和田

３５．８



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

３．５０

－

１．７５×２ １．００

１．００

ＴＬ－２０及びＴＴ－４３

橋梁高架部分

１．７５×２

計

構造による区分

計

往復分離しない区間

－

２．７５

１．５００．７５

１．７５ ２．７５

橋梁高架部分

（中小橋）

３．５０ １．７５

３．５０

設　計　区　間

土工部分
２．７５１．００

左　側

１．７５×２

用地買収

秋田県鹿角市十和田
４ 車線

工事施工

往復分離する区間

右　側左　側

（長大橋）

０．７５

１．７５

トンネル部分
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４

側帯幅0.5ｍ含む
３．５０

岩手県岩手郡安代町字
小柳田

摘 要

車線

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北縦貫自動車道　　１，０７０百万円の内数）

一般国道２８２号 秋田県鹿角市 立体接続

４．００ ０．５０

９６６

他の道路の

路線名

備　　　考

鹿角八幡平インターチェンジ

３１

昭和

昭和 ６０ ３

１４６ ６

― ―

接続の位置 接続の方法
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（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－２５

東北縦貫自動車道　弘前線（秋田県鹿角市十和田から青森県青森市大字三内まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)
秋田県鹿角市十和田　から　青森県南津軽郡大鰐町大字八幡館　まで

第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)
青森県南津軽郡大鰐町大字八幡館　から 青森県青森市大字三内　まで

（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

秋田県鹿角市十和田

７８．７

摘　　要

４１．２

３７．５

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

１００
青森県青森市大字三内

青森県南津軽郡大鰐町
大字八幡館

青森県南津軽郡大鰐町
大字八幡館

秋田県鹿角市十和田
８０

設　計　区　間

東北縦貫自動車道  弘前線

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

青森県青森市大字三内
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（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

秋田県鹿角市十和田から青森県南津軽郡大鰐町大字八幡館まで (単位：メートル）

側帯幅　0.50ｍ　含む。  堆雪
余裕度1.5ｍを含まず

側帯幅　0.50ｍ　含む。  堆雪
余裕度1.5ｍを含まず

橋梁高架部分

１．００

摘 要

側帯幅　0.50ｍ　含む
１．７５×２　 ３．５０ １．７５

３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分

３．５０（中小橋） １．７５×２　 ２．７５１．００１．７５

（長大橋） １．７５×２　

０．７５ １．５０

設　計　区　間 工事施工 用地買収

ＴＬ－２０及びＴＴ－４３

土工部分

計

４

トンネル部分
０．７５０．７５×２

側帯幅　0.50ｍ　含む

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 左　側 右　側 計

３．５０

別　　紙　　１

構造による区分

車線
青森県鹿角市十和田

青森県青森市大字三内
４ 車線

１．５０

２．７５



青森県南津軽郡大鰐町大字八幡館から青森県青森市大字三内まで (単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む）

メートル （側帯 メートル×２を含む）

※ 上段：秋田県鹿角市十和田から青森県南津軽郡大鰐町大字八幡館まで
下段：青森県南津軽郡大鰐町大字八幡館から青森県青森市大字三内まで

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

摘 要

十和田インターチェンジ

小坂インターチェンジ

碇ヶ関インターチェンジ

一般国道７号 大鰐弘前インターチェンジ青森県弘前市

側帯幅　0.75ｍ　含む。  堆雪
余裕度1.5～2.5ｍを含まず

側帯幅　0.75ｍ　含む

側帯幅　0.75ｍ　含む

－

側帯幅　0.75ｍ　含む。  堆雪
余裕度1.5～2.5ｍを含まず

左　側
構造による区分

計
往復分離しない区間

別　　紙　　１

備　　　考

２．７５

２．７５

１．００

１．７５

立体接続

５．００

立体接続

４．００

２．５０×２

２．５０×２

立体接続

立体接続

秋田県鹿角郡
小坂町

青森県南津軽郡
碇ヶ関村

秋田県鹿角市

５．００

県道大館十和田湖線

一般国道７号

他の道路の

４．５０

路線名

一般国道１０３号

接続の位置

１．００

０．７５

０．５０

２．５０
土工部分

２．５０×２

左　側

トンネル部分
－

３．７５

橋梁高架部分

右　側

－
５．００ １．２５

－ －

往復分離する区間
計

（長大橋）

１．７５

橋梁高架部分

接続の方法

（中小橋）



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北縦貫自動車道　　１，０７０百万円の内数）

青森インターチェンジ

浪岡インターチェンジ

青森ジャンクション

黒石インターチェンジ

別　　紙　　１

青森県黒石市一般国道１０２号 立体接続

４ １

平成 ４ ３ ３１

立体接続

１，６８６

昭和 ４３

一般国道７号 青森県青森市 平面接続

―

青森県青森市

一般国道７号
一般国道１０１号

東北縦貫自動車
道

―

立体接続

青森県青森市



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－２６

東北縦貫自動車道　八戸線（岩手県岩手郡安代町字湯の沢から岩手県二戸郡一戸町一戸まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

岩手県岩手郡安代町字湯の沢

２５．５

岩手県二戸郡一戸町一戸

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

２５．５

延　　長
摘　　要

岩手県二戸郡
一戸町一戸

岩手県岩手郡
安代町字湯の沢

別　　紙　　１

東北縦貫自動車道  八戸線



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

切土部分 （　）は投雪不可の場合
上段：岩手県岩手郡安代町字湯の沢から岩手県岩手郡安代町字土沢まで ※堆雪余裕巾　１．５ｍ
下段：岩手県二戸郡浄法寺町大字大清水から岩手県二戸郡一戸町一戸まで ※堆雪余裕巾　１．０ｍ

２．７５×２

－

用地買収

ＴＬ－２０及びＴＴ－４３

－

３．５０

５．５０ ３．７５

－

１．００ ２．２５

トンネル部分

２．７５

０．７５０．７５

１．７５ １．００

－ １．５０

－

３．２５×２土工部分
切土部分

６．５０

１．００２．７５

橋梁高架部分

橋梁高架部分

（中小橋）

１．２５（長大橋）

１．７５×２

（３．５０）（１．７５×２）
１．２５×２ ２．５０

車線

往復分離しない区間

設　計　区　間

４

左　側 計左　側

構造による区分

計

往復分離する区間

右　側

３．５０

工事施工

土工部分
盛土部分 １．７５×２ ３．５０

別　　紙　　１

摘 要

岩手県岩手郡
安代町字湯の沢
岩手県二戸郡
一戸町一戸

４ 車線

側帯幅員0.5ｍ含む

側帯幅員0.5ｍ含む

側帯幅員0.5ｍ含む

側帯幅員0.5ｍ含む

側帯幅員0.5ｍ含む



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北縦貫自動車道　　１，０７０百万円の内数）

浄法寺インターチェンジ

岩手郡岩手郡
安代町

立体接続 安代ジャンクション

備　　　考接続の方法接続の位置
他の道路の

路線名

３．０ ０．５

東北縦貫自動車道
弘前線

６３７

昭和 ５４

主要地方道
二戸安代線

岩手郡二戸郡
浄法寺町

立体接続

３

― ―

１８

平成 ２ ３ ３１

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－２７

東北縦貫自動車道　八戸線（岩手県二戸郡一戸町一戸から青森県八戸市根城まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

４１．９

岩手県二戸郡一戸町一戸

４１．９

青森県八戸市根城

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

青森県八戸市根城

岩手県二戸郡一戸町
一戸

東北縦貫自動車道　八戸線

摘　　要設　計　区　間



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

※　推雪拡幅量　０．７５ｍ

別　　紙　　１

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

摘 要

１．７５

－

３．５０

ＴＬ－２０及びＴＴ－４３

２．５０※×２ ３．５０５．００ ２．５０※ １．００

右　側

３．５０

用地買収

２．７５

１．７５×２

１．２５×２

０．７５

１．００

トンネル部分

１．７５×２

０．７５

橋梁高架部分

（長大橋） ２．２５

１．５０

２．７５

１．００

１．００３．５０

２．５０ １．２５

４

往復分離する区間

計 計

工事施工

左　側

設　計　区　間

橋梁高架部分

（中小橋）

左　側

構造による区分

土工（盛土）部分

－

土工（切土）部分

車線

往復分離しない区間

１．７５

岩手県二戸郡一戸町
一戸

青森県八戸市根城
４ 車線



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一戸インターチェンジ

九戸インターチェンジ

軽米インターチェンジ

南郷インターチェンジ

八戸ジャンクション

八戸インターチェンジ平面接続

一般国道４号

一般国道３４０号

一般国道３４０号

県道　名川階上線

一般国道４５号
(八戸久慈自動車道）

県道　八戸環状線

岩手県九戸郡
九戸村

別　　紙　　１

青森県八戸市

０．５０３．００

他の道路の

路線名

立体接続

備　　　考

立体接続

岩手県二戸郡
一戸町

岩手県九戸郡
軽米町

立体接続

青森県八戸市

立体接続

青森県八戸市

接続の位置 接続の方法

立体接続



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北縦貫自動車道　　１，０７０百万円の内数）

別　　紙　　１

１，１１６

平成 ２２ ３

４８

― ―

１０

３１

昭和 １９



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－２８

東北縦貫自動車道　八戸線（青森県八戸市櫛引から青森県八戸市市川町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

青森県八戸市市川町

青森県八戸市櫛引

東北縦貫自動車道　八戸線

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
摘　　要設　計　区　間

設計速度 延　　長

１４．８

青森県八戸市櫛引

１４．８

青森県八戸市市川町

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

青森県八戸市櫛引

青森県八戸市市川町
２

摘 要

側帯幅0.5ｍ含む
－

計

－

－

－

－
側帯幅0.5ｍ含む

左　側

構造による区分

右　側左　側

往復分離しない区間

設　計　区　間

往復分離する区間

暫定施
工

２．５０ －（長大橋）

－

－

－

車線

工事施工

４

別　　紙　　１

２５ｔｆ（Ｂ活荷重）

３．５０

－

３．５０

橋梁高架部分

１．７５×２

トンネル部分

１．７５×２

－１．２５×２ －
側帯幅0.5ｍ含む

－

車線

計

（中小橋）

用地買収

３．５０

土工部分

橋梁高架部分

－



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北縦貫自動車道　　１，０７０百万円の内数）

― ―

接続の位置 接続の方法

青森県八戸市

３１

平成

平成 ２２ ３

４５ １２

４４５

他の道路の

路線名

－

備　　　考

別　　紙　　１

一般国道４５号

一般国道４５号
（百石道路）

八戸ジャンクション

八戸北インターチェンジ

本線

立体接続

立体接続

平面接続

青森県八戸市

青森県八戸市

一般国道４５号
（八戸久慈自動車道）



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－２９

東北縦貫自動車道　八戸線（青森県青森市諏訪沢から青森県青森市岩渡まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間

青森県青森市岩渡

青森県青森市諏訪沢

東北縦貫自動車道　八戸線

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

１５．９

青森県青森市諏訪沢

１５．９

青森県青森市岩渡

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

側帯幅0.5ｍ含む

摘 要

青森県青森市諏訪沢

（長大橋）

トンネル部分

橋梁高架部分

（中小橋）

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

青森県青森市岩渡

工事施工

４

３．５０

構造による区分

左　側 計左　側

別　　紙　　１

設　計　区　間

２ 車線

２５ｔｆ（Ｂ活荷重）

暫定施
工

３．５０ －

車線

往復分離しない区間

３．００×２

往復分離する区間

右　側

－

－

－

－

計

－

－

－

－

－６．００

２．５０

４．００

－

－

用地買収

土工部分

１．２５×２

１．７５×２

橋梁高架部分

２．２５＋１．７５



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

青森

ジャンクション

青森東

インターチェンジ

青森中央

インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北縦貫自動車道　　１，０７０百万円の内数）

― ―

立体接続

３１平成 ２１ ３

４５

接続の位置 接続の方法

６２９

他の道路の

路線名

１２

平面接続

平成

備　　　考

青森県青森市

青森県青森市

－

別　　紙　　１

県道青森環状野内線

県道青森東ｲﾝﾀｰ線

一般国道７号

東北縦貫自動車道
青森県青森市 立体接続

弘前線



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－３０

東北横断自動車道　釜石秋田線（岩手県和賀郡東和町安俵から岩手県花巻市西宮野目まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

１１．８

岩手県花巻市西宮野目

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

延　　長
設　計　区　間

東北横断自動車道  釜石秋田線

別　　紙　　１

摘　　要
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

岩手県和賀郡東和町安俵

岩手県花巻市西宮野目

岩手県和賀郡東和町
安俵

１１．８



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－ －３．５０

－

用地買収

３．５０

設　計　区　間

２５ｔｆ（Ｂ活荷重）

－

４

土工部分

１．２５×２ －

－

－

右　側

－

－

トンネル部分

橋梁高架部分

１．７５×２ －

－

往復分離しない区間

計

車線

左　側

岩手県和賀郡東和町
安俵

構造による区分 往復分離する区間

１．７５×２

左　側

３．５０

－

－

工事施工

橋梁高架部分

（中小橋）

２．５０ －（長大橋）

２

計

暫定施
工

車線

別　　紙　　１

摘 要

岩手県花巻市西宮野目

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

東和インターチェンジ

花巻空港

インターチェンジ

花巻ジャンクション

（４）工事予算

４１１ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

４

３１

１２５

２６ ３

―

備　　　考

岩手県和賀郡
東和町

接続の位置 接続の方法

－

県道北上東和線

他の道路の

路線名

県道花巻空港
岩手県花巻市

立体接続

インター線

東北縦貫自動車道
岩手県花巻市

立体接続

弘前線

―

立体接続

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－３１

東北横断自動車道　釜石秋田線（岩手県北上市鬼柳町から岩手県北上市和賀町山口まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

岩手県北上市鬼柳町

９．２

岩手県北上市和賀町山口

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

９．２

摘　　要設　計　区　間
延　　長

東北横断自動車道  釜石秋田線

設計速度

岩手県北上市和賀町山口

岩手県北上市鬼柳町



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

堆雪余裕巾含む

摘 要

－

１．５０×２ －

－

用地買収

ＴＬ－２０及びＴＴ－４３

３．５０

３．２５×２

往復分離しない区間

設　計　区　間

土工部分

－

－

－

－

－（中小橋）

３．００

－

－

３．５０

橋梁高架部分

－

（長大橋）

－

－

橋梁高架部分

１．７５×２

６．５０

－
トンネル部分

左　側 計左　側

構造による区分

計

往復分離する区間

右　側

車線
暫定施
工

岩手県北上市鬼柳町

岩手県北上市和賀町山口
２ 車線

工事施工

４



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

別　　紙　　１

－

備　　　考

１９９

他の道路の

路線名

岩手県北上市
東北縦貫自動車道
弘前線

県道北上西
インター線

岩手県北上市

３１

昭和

平成 ７ ３

６６１ ４

― ―

接続の位置 接続の方法

立体接続 北上西インターチェンジ

北上ジャンクション立体接続



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－３２

東北横断自動車道　釜石秋田線（岩手県北上市和賀町から岩手県和賀郡湯田町第５７地割まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

８０

延　　長

２０．８

摘　　要設　計　区　間

岩手県和賀郡湯田町第５７地割

岩手県北上市和賀町

設計速度

岩手県北上市和賀町

２０．８

岩手県和賀郡湯田町第５７地割

東北横断自動車道  釜石秋田線



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

上段：岩手県北上市和賀町から岩手県和賀郡湯田町仙人山まで
下段：岩手県和賀郡湯田町仙人山から岩手県和賀郡湯田町第５７地割まで

－

往復分離しない区間

トンネル部分
１．２５×２ ２．５０ －

土工部分
６．００

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

別　　紙　　１

用地買収

ＴＬ－２０及びＴＴ－４３

設　計　区　間

３．５０

工事施工

（２．５０） －（１．２５×２） －

－３．５０

２．５０×２ ５．００

１．７５×２

橋梁高架部分

－

１．７５×２橋梁高架部分

３．００×２

（長大橋）

－

３．５０

（中小橋）

－

左　側 計

－－

左　側

構造による区分

車線

摘 要

－

－

右　側

暫定施
工

岩手県北上市和賀町

岩手県和賀郡
湯田町第５７地割

２ 車線 ４

計

往復分離する区間



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法 なし

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

別　　紙　　１

平成 １０ ３

８５３

昭和 １３６３ ９

－

― ―

３１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－３３

東北横断自動車道　釜石秋田線（岩手県和賀郡湯田町第５７地割から秋田県横手市新藤柳田まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

岩手県和賀郡湯田町第５７地割

１９．７

秋田県横手市新藤柳田

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０ １９．７

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長

東北横断自動車道  釜石秋田線

摘　　要設　計　区　間
設計速度

秋田県横手市新藤柳田

岩手県和賀郡湯田町
第５７地割

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

上段 ： 岩手県和賀郡湯田町第５７地割から秋田県横手市大屋新町まで
下段 ： 秋田県横手市大屋新町から秋田県横手市新藤柳田まで

土工部分

用地買収

３．５０

－

５．００

２．５０

ＴＬ－２０及びＴＴ－４３

－

３．００×２ ６．００

計左　側

３．５０

－

（長大橋）

１．２５×２

１．７５×２

－

－

左　側

往復分離しない区間

設　計　区　間

４

往復分離する区間

計

車線
暫定施
工

岩手県和賀郡湯田町
第５７地割

秋田県横手市新藤柳田
２ 車線

トンネル部分

－

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

右　側

－

－ －

２．５０×２

－

構造による区分

別　　紙　　１

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む
－

－

工事施工

摘 要

橋梁高架部分

（中小橋） ３．５０

橋梁高架部分

１．７５×２



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

湯田インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

－

別　　紙　　１

５７９

他の道路の

路線名

岩手県和賀郡
湯田町

一般国道１０７号

接続の位置 接続の方法

平成 ８ ３

６

３１

― ―

６１ ４昭和

立体接続

備　　　考



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－３４

東北横断自動車道　釜石秋田線（秋田県横手市新藤柳田から秋田県秋田市上北手古野まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

秋田県横手市新藤柳田

５７．１

秋田県秋田市上北手古野

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

設　計　区　間
延　　長設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
摘　　要

５７．１
秋田県秋田市上北手古野

秋田県横手市新藤柳田

東北横断自動車道  釜石秋田線

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（　　）は、暫定施工

秋田県秋田市上北手古野

左　側

橋梁高架部分

（１．７５×２）

トンネル部分

（２．５０×２）
土工部分

－

１．７５

用地買収

３．５０

ＴＬ－２０及びＴＴ－４３

（１．７５×２） －（３．５０） －（長大橋）
側帯幅0.5ｍ含む

－

橋梁高架部分

左　側

１．７５＋α

計

（２．５０）

－

１．２５

－

１．２５

（０．７５）－ （０．７５）

１．７５

秋田県大仙市大字
内小友

４

車線

摘　　要

秋田県横手市新藤柳田

秋田県大仙市大字
内小友

構造による区分

２

工事施工設　計　区　間

車線

往復分離しない区間

車線

（中小橋） （３．５０）

別　　紙　　１

車線４

５．００

－

暫定施工

往復分離する区間

右　側
摘 要

計

４

側帯幅0.5ｍ含む
α＝堆雪余裕巾

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

（５．００）（２．５０）

（１．５０）



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

西仙北

インターチェンジ

秋田南

インターチェンジ
秋田県秋田市

高速自動車国道活用施設（地域
情報提供施設）の通路（町道赤
坂・強首線に連結）

秋田県大仙市

０．５０

別　　紙　　１

３．００

備　　　考他の道路の

路線名

秋田県大仙市

一般国道１３号

接続の位置 接続の方法

一般国道１３号
（湯沢横手道路）

立体接続

立体接続

一般国道１０５号

県道　協和松ヶ崎線

日本海沿岸東北自動車道

一般国道１３号 立体接続

秋田県秋田市

秋田県大仙市

秋田県横手市

秋田県横手市

横手インターチェンジ

横手インターチェンジ

大曲インターチェンジ

協和インターチェンジ

河辺ジャンクション

立体接続

立体接続

立体接続

立体接続



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

３昭和

― ―

３１

別　　紙　　１

平成 １６ ３

５４

１，３７３

１８



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－３５

東北横断自動車道　釜石秋田線（秋田県秋田市上北手古野から秋田県秋田市上新城道川まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

秋田県秋田市上新城道川

秋田県秋田市上北手古野

延　　長設計速度

１６．１

摘　　要設　計　区　間

東北横断自動車道  釜石秋田線

秋田県秋田市上北手古野

１６．１

秋田県秋田市上新城道川

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

側帯幅0.75ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む

摘 要

秋田県秋田市上新城道川
２

暫定施
工

秋田県秋田市上北手古野

－

４

トンネル部分

左　側 計左　側

構造による区分

計

１．７５×２

右　側

車線

－

－

橋梁高架部分

（中小橋）

３．５０ －

３．５０

－

－

橋梁高架部分

（長大橋） －

－

設　計　区　間

土工部分
５．００

工事施工

－

車線

－

往復分離する区間

用地買収

２５ｔｆ（Ｂ活荷重）

３．５０

－

２．５０×２

往復分離しない区間

－－

１．７５×２ －



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

別　　紙　　１

接続の位置 接続の方法

― ―

４

備　　　考

３１

平成

平成 １０ ３

２６２

４９９

他の道路の

路線名

一般国道７号
（秋田外環状道路）

秋田県秋田市 平面接続 本線

－

秋田北インターチェンジ立体接続
一般国道７号
県道秋田北インター線

県道秋田北野田線秋田県秋田市

秋田県秋田市

立体接続 秋田中央インターチェンジ



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－３６

東北横断自動車道　酒田線（宮城県柴田郡村田町大字足立から宮城県柴田郡川崎町大字今宿まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要

宮城県柴田郡村田町大字足立

２２．４

宮城県柴田郡川崎町大字今宿

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

東北横断自動車道  酒田線

２２．４

設　計　区　間
延　　長設計速度

宮城県柴田郡川崎町大
字今宿

宮城県柴田郡村田町大
字足立



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．７５×２

※ 中段（堆雪巾　１．０m） 宮城県柴田郡村田町大字足立から
宮城県柴田郡川崎町大字今宿まで

（堆雪巾　１．５～２．５m）宮城県柴田郡川崎町大字今宿字丁塚から
宮城県柴田郡川崎町大字今宿字山岸まで

側帯幅0.5ｍ含む

別　　紙　　１

摘　　要

摘　　要

側帯幅0.5ｍ含む

２．７５１．７５

０．７５

２．２５

１．５０

２．７５

０．７５

１．００

１．２５×２ １．００

用地買収

ＴＬ－２０及びＴＴ－４３及び２５ｔｆ（Ｂ活荷重）

３．５０

設　計　区　間 工事施工

構造による区
分

土工部分 ２．７５

３．００

往復分離する区間

１．００

３．７５

１．００

２．７５×２

橋梁高架部分

（中小橋）

２．５０ １．２５

３．５０

右　側

３．００×２

左　側 計左　側 計

４ 車線 車線

４．００

橋梁高架部分

（長大橋）

１．７５×２
側帯幅0.5ｍ含む

４

トンネル部分

１．７５

６．００

５．５０

３．５０

往復分離しない区間

０．７５×２

１．００

１．５０

宮城県柴田郡村田町大
字足立
宮城県柴田郡川崎町大
字今宿



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

３ １８

３ ３１

一般国道２８６号
宮城県柴田郡
川崎町

立体接続 笹谷インターチェンジ

５９７

５４

１１

一般国道２８６号

備　　　考

村田ジャンクション

宮城川崎インターチェンジ
宮城県柴田郡
川崎町

立体接続

他の道路の
路線名

東北縦貫自動車道
弘前線

別　　紙　　１

０．５

宮城県柴田郡
川崎町

立体接続

３．００

接続の位置 接続の方法



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

別　　紙　　１

― ―



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－３７

東北横断自動車道　酒田線（宮城県柴田郡川崎町大字今宿から山形県山形市大字関沢まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要

山形県山形市大字関沢

宮城県柴田郡川崎町
大字今宿

東北横断自動車道  酒田線

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

宮城県柴田郡川崎町大字今宿

５．８

山形県山形市大字関沢

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０ ５．８

設　計　区　間



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

側帯幅0.50ｍ含む

別　　紙　　１

摘　　要

４車線拡幅

摘　　要

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む

工事施工

左　側 計左　側

構造による区分

計

往復分離する区間

４ 車線
山形県山形市大字関沢

宮城県柴田郡川崎町
大字今宿

４ 車線

橋梁高架部分

（中小橋）

２．５０ －（長大橋）

１．７５

１．２５×２

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む
１．００

橋梁高架部分

１．７５×２

トンネル部分
－

１．７５×２

０．７５０．７５

３．５０

－

用地買収

３．５０

設　計　区　間

－

１．５０

２．７５

－

３．５０

－ ３．００－

右　側

往復分離しない区間

１．００

４．００

１．７５ ２．７５

１．００
土工（切土）部分

土工（盛土）部分



（ト）中央帯の標準幅員 メートル　（側帯０．５０メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法 な　　　　　し

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

別　　紙　　１

― ―

１０ ３

２０６

３１

平成

平成 １７ ３

２３

３．００



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－３８

東北横断自動車道　酒田線（山形県山形市大字関沢から山形県山形市大字釈迦堂まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

山形県山形市大字関沢

６．８

山形県山形市大字釈迦堂

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

設　計　区　間
設計速度 延　　長

６．８
山形県山形市大字釈迦堂

山形県山形市大字関沢

東北横断自動車道  酒田線

別　　紙　　１

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０及びＴＴ－４３

２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

※１：(堆雪余裕巾２．５０ｍ)山形県山形市大字関沢から山形県山形市大字新山まで
※２：(堆雪余裕巾１．５０ｍ)山形県山形市大字新山から山形県山形市大字釈迦堂まで

車線

側帯幅0.5ｍ含む

１．７５

４ 車線

４．２５

５．２５

側帯幅0.5ｍ含む

－ － １．７５ １．００ ２．７５

土工（切土）部分
４．２５※１

１．００

土工（盛土）部分

１．００

山形県山形市大字関沢
４

往復分離しない区間

山形県山形市大字釈迦堂

－

－ １．２５

橋梁高架部分

－

－ ２．２５

２．７５

（長大橋）

１．７５

０．７５

３．２５※２

橋梁高架部分

（中小橋）

トンネル部分

－

－－

設　計　区　間 用地買収

３．５０

左　側 計左　側 計

往復分離する区間

右　側

工事施工

別　　紙　　１

摘　　要

摘　　要
構造による区分

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

２．５０

１．００－

１．００



（ト）中央帯の標準幅員

全区間往復分離

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

３

山形県山形市 立体接続 関沢インターチェンジ

４４２

他の道路の
路線名

３１

昭和

平成 １１ ３

１８５４

― ―

一般国道２８６号

接続の位置 接続の方法

別　　紙　　１

備　　　考



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－３９

東北横断自動車道　酒田線（山形県山形市大字釈迦堂から山形県寒河江市大字高屋まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分

第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)
山形県山形市大字釈迦堂 から　山形県山形市大字青野まで

第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)
山形県山形市大字青野　から　山形県寒河江市大字高屋まで

（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

別　　紙　　１

１１．４
山形県寒河江市大字高屋

山形県山形市大字釈迦堂

１８．１

山形県寒河江市大字高屋

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０ ６．７

設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長
摘　　要

山形県山形市大字青野
１００

山形県山形市大字青野

山形県山形市大字釈迦堂

東北横断自動車道  酒田線

設計速度



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

から

まで

別　　紙　　１

山形県山形市大字
流通センター

２

３．５０

車線
暫定施
工

４

工事施工

４ 車線

山形県寒河江市大字高屋
車線 ４

用地買収

ＴＬ－２０及びＴＴ－４３

車線

設　計　区　間

山形県山形市大字釈迦堂

山形県山形市大字
流通センター



（ヘ）路肩の標準幅員

山形県山形市大字釈迦堂 から　山形県山形市大字流通センターまで (単位：メートル）

完成４車線 （　　） ： 堆雪余裕巾

山形県山形市大字流通センター　から　山形県寒河江市大字高屋まで (単位：メートル）

暫定２車線

別　　紙　　１

摘 要

側帯幅0.75ｍ含む

側帯幅0.75ｍ含む
－ －

－ －

（長大橋）

－
トンネル部分

－ －

橋梁高架部分

３．５０

橋梁高架部分

（中小橋） ３．５０

土工部分
２．５０×２ ５．００ －

（中小橋）

（長大橋）

左　側

構造による区分 往復分離しない区間

－

２．７５

－

－

摘 要

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

（２．２５）
側帯幅0.5ｍ含む

計

２．７５

０．７５

－

－－

（２．２５）
土工部分

０．７５

１．７５×２

１．７５＋１．００

－

１．７５×２

側帯幅0.75ｍ含む

往復分離する区間

右　側 計

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

トンネル部分

－

－

左　側

－

－ － －

－

－

計左　側

構造による区分

計

往復分離する区間

右　側

往復分離しない区間

左　側

－－ －

橋梁高架部分

－－－

橋梁高架部分

１．７５＋１．００



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む）
山形県山形市大字釈迦堂から山形県山形市大字青野まで

山形県山形市大字青野から山形県寒河江市大字高屋まで

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道１３号 山形県山形市

他の道路の

路線名

山形県山形市一般国道２８６号

３．００

別　　紙　　１

備　　　考

０．５０

接続の位置 接続の方法

－

立体接続 山形蔵王インターチェンジ

山形北インターチェンジ

山形ジャンクション

立体接続

東北中央自動車道
相馬尾花沢線

山形県山形市 立体接続

一般国道１１２号 山形県寒河江市 立体接続 寒河江インターチェンジ



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

別　　紙　　１

３ ３１

８１５

昭和 ４８ １０

― ―

１９

平成 １５



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４０

東北横断自動車道　酒田線（山形県寒河江市大字高屋から山形県西村山郡西川町大字月山沢まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

山形県西村山郡西川町大字月山沢

３０．６

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

延　　長

３０．６

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
設　計　区　間

設計速度

山形県西村山郡西川町
大字月山沢

山形県寒河江市
大字高屋

東北横断自動車道  酒田線

別　　紙　　１

摘　　要

山形県寒河江市大字高屋



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

　山形県寒河江市大字高屋から山形県寒河江市大字谷沢まで (単位：メートル）

山形県寒河江市
大字高屋

２

１．７５×２

１．２５×２

用地買収

山形県西村山郡西川町
大字月山沢

－

－

－

－

－

橋梁高架部分

１．７５×２

トンネル部分

２．５０×２
土工部分

５．００

２．５０

３．５０

－

－

－

－

（長大橋）

－

－

橋梁高架部分

（中小橋）

３．５０ －

右　側

往復分離しない区間

設　計　区　間

車線

３．５０

２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

車線 ４

左　側 計左　側

構造による区分

計

往復分離する区間

工事施工

別　　紙　　１

摘　　要

暫定施工

摘　　要

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む



　山形県寒河江市大字谷沢から山形県西村山郡西川町大字月山沢まで (単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－ －

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ －

橋梁高架部分

－

（中小橋） １．７５×２ ３．５０ － －

－ － －

－

－

－

トンネル部分
１．２５×２ ２．５０

土工部分

計

３．００×２ ６．００ －

左　側 計

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間

－

－ －

左　側

備　　　考

右　側

山形県西村山郡
西川村 立体接続

山形県西村山郡
西川村 平面接続

接続の位置 接続の方法

別　　紙　　１

摘　　要

西川インターチェンジ

月山インターチェンジ

他の道路の
路線名

一般国道１１２号

一般国道１１２号

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

１，２８１

３１

平成

平成 １５ ３

１８２ ９

― ―

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４１

東北横断自動車道　酒田線（山形県東田川郡朝日村大字田麦俣から山形県東田川郡朝日村大字越中山まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要

８０

東北横断自動車道  酒田線

設計速度

８．５

設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

８．５

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
延　　長

山形県東田川郡朝日村
大字越中山

山形県東田川郡朝日村
大字田麦俣

山形県東田川郡朝日村大字田麦俣

山形県東田川郡朝日村大字越中山



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

摘　　要

暫定施工

摘　　要

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む
－

土工部分
６．００ － －

山形県東田川郡朝日村
大字越中山

４ 車線

－

－

－

－

－

－

－

１．７５×２

１．２５×２ ２．５０

３．５０

構造による区分

計

山形県東田川郡朝日村
大字田麦俣

２ 車線

橋梁高架部分

１．７５×２

３．５０ －

側帯幅0.50ｍ含む

（長大橋）

－

往復分離する区間

３．００×２

橋梁高架部分

（中小橋）

トンネル部分

３．５０

工事施工設　計　区　間 用地買収

左　側 計左　側 右　側

往復分離しない区間



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

他の道路の
路線名

一般国道１１２号

別　　紙　　１

平面接続

備　　　考

湯殿山インターチェンジ

９

４６８

山形県東田川郡
朝日村

３１

平成

平成 １３ ３

１８２

― ―

－

接続の位置 接続の方法



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４２

東北横断自動車道　酒田線（山形県東田川郡朝日村大字越中山から山形県酒田市大字広野まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要

山形県酒田市大字広野

山形県東田川郡朝日村
大字越中山

東北横断自動車道  酒田線

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

３２．４

設　計　区　間

３２．４

山形県酒田市大字広野

８０

延　　長

山形県東田川郡朝日村大字越中山



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（　）は４車施工区間
※ 上段：山形県東田川郡朝日村大字越中山から、山形県鶴岡市小淀川まで
下段：山形県鶴岡市小淀川から、山形県酒田市大字広野まで

別　　紙　　１

摘　　要

暫定施工

摘　　要

側帯幅0.5ｍ含む

（長大橋）

－

－

－

橋梁高架部分

（中小橋）

（２．５０） －

トンネル部分

車線

設　計　区　間
山形県東田川郡朝日村
大字越中山

山形県酒田市大字広野

往復分離する区間

右　側

往復分離しない区間

工事施工

４２

左　側

車線

用地買収

－２．５０×２

計左　側

（１．２５×２）

１．７５×２ ３．５０

－
側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

橋梁高架部分

１．７５×２

土工部分

３．５０

２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

－

－

５．００

－ －

構造による区分

計

－

－

－

－ －

－

－－

３．５０

－

３．００×２ ６．００

－



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算
億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

一般国道７号

他の道路の
路線名

県道余目温海線

一般国道７号

県道庄内空港立川線

備　　　考

庄内あさひインターチェンジ

鶴岡インターチェンジ

庄内空港インターチェンジ

別　　紙　　１

― ―

９

３１

昭和

平成 １０ ３

１３６３

９２３

－

山形県酒田市

山形県東田川郡
朝日村

接続の位置 接続の方法

立体接続

立体接続

立体接続

立体接続

山形県酒田市

山形県鶴岡市

酒田インターチェンジ



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４３

東北横断自動車道　酒田線（山形県酒田市大字広野から山形県酒田市大字藤塚まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要

山形県酒田市大字広野

１１．８

山形県酒田市大字藤塚

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

設　計　区　間

１１．８

設計速度

山形県酒田市大字藤塚

山形県酒田市大字広野

東北横断自動車道  酒田線



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

上段 ： 山形県酒田市大字広野から山形県酒田市大字遊摺部まで
下段 ： 山形県酒田市大字遊摺部から山形県酒田市大字藤塚まで

－

暫定施工車線
山形県酒田市大字藤塚

－ －

２ 車線 ４

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む

－－

－

－

－

別　　紙　　１

１．７５×２ ３．５０

摘　　要

摘　　要

側帯幅0.50ｍ含む
－

－（長大橋） －

用地買収

３．５０

往復分離しない区間

設　計　区　間

右　側

２．５０×２ ５．００

山形県酒田市大字広野

－

３．５０

橋梁高架部分

１．７５×２

トンネル部分

橋梁高架部分

（中小橋）

１．７５×２ －３．５０

－

左　側 計左　側

構造による区分

計

往復分離する区間

工事施工

土工部分



（ト）中央帯の標準幅員 －

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

平面接続

備　　　考

３１

平成

平成 １４ ３

１８２ ９

４４６

酒田みなとインターチェンジ山形県酒田市

別　　紙　　１

他の道路の
路線名

県道酒田八幡線

― ―

接続の位置 接続の方法



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４４

東北横断自動車道　いわき新潟線（福島県いわき市内郷宮町から福島県郡山市喜久田町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

東北横断自動車道　　いわき新潟線

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

福島県いわき市内郷宮町

７２．０

設計速度

福島県郡山市喜久田町

延　　長

福島県郡山市
喜久田町

福島県いわき市
内郷宮町

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０ ７２



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

トンネル部分

橋梁高架部分
１．７５×２

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む
２．５０

－

－

往復分離しない区間

福島県郡山市
喜久田町

４

福島県いわき市
内郷宮町

設　計　区　間 用地買収 摘　　要工事施工

構造による区分

橋梁高架部分
（中小橋）

計

－ －３．５０

０．７５

１．００

０．７５

１．７５３．５０

－－

左　側左　側

土工（掘割）部
分 １．７５×２

２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

３．５０

別　　紙　　１

４車線化車線車線 ４

摘 要

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

２．７５

往復分離する区間

計

１．５０

右　側

１．２５×２ －－（長大橋）



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道３４９号

県道矢吹小野町線

他の道路の
路線名

一般国道４９号

東北縦貫自動車道
弘前線

別　　紙　　１

郡山ジャンクション

立体接続 いわきジャンクション

福島県田村郡

小野町
小野インターチェンジ

福島県いわき市
内郷宮町

３．００

備　　　考

いわき三和インターチェンジ
福島県いわき市

接続の位置 接続の方法

０．５

立体接続

立体接続

三和町

一般国道２８８号
福島県

立体接続 船引三春インターチェンジ
田村市

常磐自動車道

立体接続 郡山東インターチェンジ一般国道２８８号 福島県郡山市

福島県郡山市 立体接続



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

― ―

３２３

２，８９６

３１

１３６２ ９

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４５

東北横断自動車道　いわき新潟線（福島県郡山市喜久田町坪沢から福島県耶麻郡猪苗代町大字堅田まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで
福島県耶麻郡猪苗代町

大字堅田

福島県郡山市喜久田町
坪沢

東北横断自動車道　いわき新潟線

設計速度
設　計　区　間

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

福島県郡山市喜久田町坪沢

２６．４

福島県耶麻郡猪苗代町大字堅田

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

延　　長

２６．４

別　　紙　　１

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０及びＴＴ－４３

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

※ 上段：堆雪巾０．５ｍ（福島県郡山市喜久田町坪沢から福島県安達郡本宮町大字岩根まで）

中断：堆雪巾１．０ｍ（福島県安達郡本宮町大字岩根から福島県郡山市熱海町高玉まで）

下段：堆雪巾２．０ｍ（福島県郡山市熱海町高玉から福島県耶麻郡猪苗代町大字堅田まで）

３．５０※×２ ７．００ ３．５０※ １．００

工事施工

計左　側

構造による区分

計

往復分離する区間

右　側

往復分離しない区間

設　計　区　間

車線
福島県耶麻郡猪苗代町

大字堅田

橋梁高架部分

（中小橋）

３．５０ １．７５（長大橋）

－

１．７５×２

側帯幅0.50ｍ含む

橋梁高架部分

２．５０×２

トンネル部分
－

５．００

０．７５０．７５－

１．００

－

１．５０

－

２．５０×２

用地買収

３．５０

１．００

３．５０

福島県郡山市喜久田町
坪沢

４ 車線 ４

４．５０

左　側

４．５０※×２

５．００ ２．５０ １．００

１．００ ４．００

９．００ ５．５０

土工（盛土）部分

土工（切土）部分

３．００※×２ ６．００ ３．００※

４．５０※

別　　紙　　１

摘　　要

摘 要

側帯幅0.50ｍ
及び堆雪巾含む

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む
２．７５



（ト）中央帯の標準幅員 ３．００ メートル　（側帯０．５０メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

東北縦貫自動車道
弘前線

福島県郡山市 立体接続 郡山ジャンクション

主要地方道
中の沢熱海線

福島県耶麻郡
猪苗代町

立体接続 猪苗代磐梯高原インターチェンジ一般国道１１５号

― ―

接続の位置 接続の方法

福島県郡山市

他の道路の
路線名

５４ ３

１，０９１

３１

昭和

平成 １３ ３

１８

別　　紙　　１

備　　　考

立体接続 磐梯熱海インターチェンジ



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４６

東北横断自動車道　いわき新潟線（福島県耶麻郡猪苗代町大字堅田から福島県河沼郡会津坂下町大字坂本まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

福島県耶麻郡猪苗代町大字堅田

福島県河沼郡会津坂下町大字坂本

福島県河沼郡会津坂下
町大字坂本

福島県耶麻郡猪苗代町
大字堅田

東北横断自動車道　いわき新潟線

設計速度 延　　長

３４．２

３４．２

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

別　　紙　　１

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）福島県耶麻郡猪苗代町大字堅田から福島県会津若松市高野町大字沼木まで

橋梁高架部分

側帯幅0.50ｍ含む

トンネル部分

福島県河沼郡会津坂下町
大字坂本

－

３．５０

計

往復分離する区間

右　側

往復分離しない区間

左　側

橋梁高架部分

（中小橋）

－

工事施工

福島県会津若松市高野町
大字沼木

２ 車線 ４ 車線

車線

計左　側

構造による区分

－１．７５×２（長大橋）

－

－

－５．００
側帯幅0.50ｍ含む

－

－ － －

２．５０×２

－

４
福島県会津若松市高野町

大字沼木

福島県耶麻郡猪苗代町
大字堅田

４ 車線

用地買収

３．５０

設　計　区　間

－－
土工部分

４．５０※1,3×２ ９．００

－５．５０※2×２ １１．００

別　　紙　　１

摘　　要

暫定施工

摘　　要

側帯幅0.50m及び
堆雪余裕巾含む



(単位：メートル）

※１堆雪余裕巾２．０ｍ（福島県耶麻郡猪苗代町大字堅田から福島県耶麻郡猪苗代町大字磐根まで）

※２堆雪余裕巾３．０ｍ（福島県耶麻郡猪苗代町大字磐根から福島県河沼郡河東町大字八田まで）

※３堆雪余裕巾２．０ｍ（福島県河沼郡河東町大字八田から福島県会津若松市高野町大字沼木まで）

※４堆雪余裕巾２．０ｍ（福島県会津若松市高野町大字沼木から福島県河沼郡会津坂下町大字坂本まで）

（ト）中央帯の標準幅員 ３．００ メートル　（側帯０．５０メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

３．５０

福島県会津若松市高野町大字沼木から福島県河沼郡会津坂下町大字坂本まで

（長大橋） １．７５×２

（中小橋） １．７５×２ ３．５０

橋梁高架部分

橋梁高架部分

０．７５ ０．７５

３．７５
土工部分

トンネル部分
－ －

計 左　側

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間

右　側左　側

福島県河沼郡
河東町

接続の位置 接続の方法

福島県河沼郡
会津坂下町

他の道路の
路線名

県道会津若松磐梯線

一般国道１２１号

一般国道４９号

側帯幅0.50ｍ含む

備　　　考

磐梯河東インターチェンジ立体接続

立体接続

立体接続

福島県
会津若松市

計

３．７５×２※4 ７．５０ ３．７５

別　　紙　　１

摘　　要

側帯幅0.50m及び
堆雪余裕巾含む

側帯幅0.50ｍ含む

会津坂下インターチェンジ

会津若松インターチェンジ

側帯幅0.50ｍ含む



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

―

３１

―

５９ １２

別　　紙　　１

平成 １５ ３

昭和 １８

９８０



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４７

東北横断自動車道　いわき新潟線（福島県河沼郡会津坂下町大字坂本から新潟県東蒲原郡阿賀町津川まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要

３３．１

設　計　区　間

３３．１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

８０

設計速度

新潟県東蒲原郡
阿賀町津川

福島県河沼郡会津坂下町
大字坂本

東北横断自動車道　いわき新潟線

福島県河沼郡会津坂下町大字坂本

新潟県東蒲原郡阿賀町津川

延　　長



（ハ）設計自動車荷重

ＴＬ－２０及びＴＴ－４３

一部　２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

※１ 会津坂下から本名トンネル西坑口まで
※２ 本名トンネル西坑口から津川まで

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む

橋梁高架部分

１．７５×２

別　　紙　　１

摘　　要

暫定施工

摘　　要

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む
－ －

－－
土工（切土）部分

３．００×２ ６．００

トンネル部分
１．２５×２

土工（盛土）部分
２．５０×２

※１

－

３．００×２
※２ ６．００ －

５．００

車線４

往復分離しない区間

新潟県東蒲原郡
阿賀町津川

福島県河沼郡会津坂下町
大字坂本

２ 車線

構造による区分

１．７５×２ －

用地買収

３．５０

設　計　区　間

－２．５０

３．５０

－

－

－

－

－

計

往復分離する区間

右　側

工事施工

橋梁高架部分

（中小橋）

３．５０ －（長大橋）

－

左　側 計

側帯幅0.50ｍ含む

左　側



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

一般国道４９号 立体接続

備　　　考

西会津インターチェンジ

ー

別　　紙　　１

昭和 ６

１，２７７

他の道路の
路線名

―

接続の位置 接続の方法

６３ ２

平成 １０ ３ ３１

―

福島県耶麻郡
西会津町



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

（新潟県東蒲原郡阿賀町津川から新潟県新潟市俵柳まで）に関する

東北横断自動車道　いわき新潟線

別紙１－４８

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 新潟県東蒲原郡阿賀町津川 から

新潟県新潟市俵柳 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)
及び 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

から

まで

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０トン 及び ＴＴ－４３トン、一部 Ｂ活荷重

（二）車線の幅員

４６．２

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

８０

摘　　要設　計　区　間

２．１

新潟県阿賀野市新保
１００

新潟県新潟市嘉木

新潟県新潟市俵柳

３．５０メートル

新潟県新潟市嘉木

新潟県阿賀野市新保

新潟県東蒲原郡
阿賀町津川

東北横断自動車道　　いわき新潟線

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

別　　紙　　１

延　　長

２２．９

２１．２



（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　 (単位：メートル）

※ 上段：新潟県東蒲原郡阿賀町津川から新潟県阿賀野市新保まで

下段：新潟県阿賀野市新保から新潟県新潟市俵柳まで

盛土部分
中段：安田ＩＣから新津ＩＣまで
下段：新津ＩＣから新潟ＩＣまで

－
３．００×２ －

－
－

用地買収

切土部分
３．００×２
－ －

４

２．５０×２

トンネル部分
２．５０

－ －

５．００

－ －
３．００×２ －

６．００

３．５０

－

側帯幅員0.75m

側帯幅員0.50m

－

１．７５×２

－

橋梁高架部分
（中小橋） ３．５０

－

－

１．７５×２

盛土部分

橋梁高架部分
（長大橋）

設　計　区　間 工事施工

構造による区分

新潟県東蒲原郡
阿賀町津川

２ 車線

往復分離しない区間
左　側

－
計

６．００

－

－

－

－

－

－
－

－

別　　紙　　１

新潟県新潟市俵柳
車線

－
－

側帯幅員0.50m

側帯幅員0.50m

摘 要
左　側 右　側 計
往復分離する区間

－３．５０

６．００

－ －

１．７５×２ ３．５０

１．７５×２

１．２５×２

－

－

側帯幅員0.50m－ －

側帯幅員0.50m

側帯幅員0.75m

－

側帯幅員0.75m

－

－ 側帯幅員0.75m

－

－



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算 億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北横断自動車道　　２，９６３百万円の内数）

路線名

他の道路の
接続の位置

県道津川ｲﾝﾀｰ線 津川インターチェンジ

新津インターチェンジ

安田インターチェンジ

立体接続

新潟県東蒲原
郡阿賀町

立体接続

一般国道４６０号

立体接続

新潟県新潟市

新潟県東蒲原
郡阿賀町

三川インターチェンジ町道大岩線

立体接続
新潟県
阿賀野市

県道白根安田線

北陸自動車道 新潟県新潟市 立体接続
新潟中央
ジャンクション

－－

平成 ９ ３

県道新潟亀田
内野線

新潟県新潟市 平面接続

３１

５６０

新潟中央
インターチェンジ

３昭和

１，９４８

別　　紙　　１

-

備　　　考接続の方法



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４９

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（新潟県新潟市江口から新潟県北蒲原郡中条町大字弥彦岡まで）に関する

日本海沿岸東北自動車道



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 新潟県新潟市江口 から

新潟県北蒲原郡中条町大字弥彦岡 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

新潟県北蒲原郡中条町
大字弥彦岡

新潟県新潟市江口

日本海沿岸東北自動車道

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長
設　計　区　間

２７．５

摘　　要

２７．５

１００

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５×２

－ －
橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０ －

－３．５０ －

車線

設　計　区　間

新潟県北蒲原郡中条町
大字弥彦岡

２ 車線
新潟県新潟市江口

用地買収

切土盛土部分

工事施工

左　側

－

往復分離しない区間

計 左　側
構造による区分

５．００ －

摘 要
右　側 計

４

往復分離する区間

－

２５トン　(Ｂ活荷重）

別　　紙　　１

トンネル部分 － － － －－

側帯幅員0.75m

側帯幅員0.75m

－

２．５０×２ 側帯幅員0.75m



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　日本海沿岸東北自動車道　８，３７０百万円の内数）

他の道路の

路線名

３ ３１

立体接続

平成 １５

５ １２ ４

県道中条
インター線

新潟県北蒲原
郡中条町

立体接続 中条インターチェンジ

１，２９６

－ －

備　　　考

県道新潟
大外環状線

新潟県新潟市

聖籠新発田インターチェンジ

平成

一般国道７号
新潟県北蒲原
郡聖籠町

-

接続の位置 接続の方法

立体接続 豊栄新潟東港インターチェンジ

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

（新潟県北蒲原郡中条町大字弥彦岡から新潟県岩船郡荒川町大字新光寺まで）に関する

別紙１－５０

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

日本海沿岸東北自動車道



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 新潟県北蒲原郡中条町大字弥彦岡 から

新潟県岩船郡荒川町大字新光寺 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで
新潟県岩船郡荒川町
大字新光寺

新潟県北蒲原郡中条町
大字弥彦岡

日本海沿岸東北自動車道

設計速度

別　　紙　　１

設　計　区　間

９．９

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長

９．９

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

側帯幅員0.50m

側帯幅員0.50m

２ 車線

－ － －

－

摘 要
左　側 右　側 計

往復分離しない区間

用地買収工事施工設　計　区　間

新潟県岩船郡荒川町
大字新光寺

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０

別　　紙　　１

２５トン　(Ｂ活荷重）

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５×２

５．００

４

－ －

３．５０

左　側

－

－

新潟県北蒲原郡中条町
大字弥彦岡

車線

側帯幅員0.50m－

構造による区分
往復分離する区間

計

切土盛土部分

トンネル部分

－

２．５０×２ － －

－ －



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　日本海沿岸東北自動車道　８，３７０百万円の内数）

立体接続
荒川インターチェンジ

（仮称）

路線名

別　　紙　　１

備　　　考

－

平成 １０ ４ １７

平成 ２３

接続の方法

３ ３１

－

４２４

一般国道１１３号
新潟県岩船郡
荒川町

他の道路の

-

接続の位置



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－５１

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（新潟県岩船郡荒川町大字新光寺から新潟県岩船郡朝日村大字上野まで）に関する

日本海沿岸東北自動車道



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

新潟県岩船郡朝日村
大字上野

新潟県岩船郡荒川町
大字新光寺

日本海沿岸東北自動車道

設計速度

１９．８

新潟県岩船郡朝日村大字上野

１００

新潟県岩船郡荒川町大字新光寺

設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘　　要

１９．８



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

－

－ － 側帯幅員0.50m

－ 側帯幅員0.50m－

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０ －

３．５０
橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５×２

構造による区分
往復分離する区間

設　計　区　間

新潟県岩船郡朝日村
大字上野

２

計 計

新潟県岩船郡荒川町
大字新光寺

車線

用地買収

往復分離しない区間

－ －

左　側

側帯幅員0.50m

摘 要
左　側 右　側

－ －

工事施工

４車線

２５トン　(Ｂ活荷重）

別　　紙　　１

切土盛土部分

トンネル部分

－

－

２．５０×２ ５．００ － －



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　日本海沿岸東北自動車道　８，３７０百万円の内数）

１

県道小揚猿沢線

９１６

新潟県岩船郡
朝日村

立体接続
村上インターチェンジ

（仮称）

-

平成 １１

別　　紙　　１

８

平成 ２５ ３

－

県道神林村上線
新潟県岩船郡
神林村

路線名
接続の位置 接続の方法

他の道路の

－

平面接続
朝日インターチェンジ

（仮称）

備　　　考

３１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－５２

日本海沿岸東北自動車道　（秋田県由利本荘市岩城内道川から秋田県秋田市河辺戸島まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで
秋田県秋田市
河辺戸島

秋田県由利本荘市
岩城内道川

日本海沿岸東北自動車道

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１７．２

設　計　区　間

秋田県由利本荘市岩城内道川

１７．２

秋田県秋田市河辺戸島

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長

１００

別　　紙　　１

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

工事施工

往復分離しない区間

設　計　区　間

－（長大橋）

用地買収

左　側 計左　側

構造による区分

計

往復分離する区間

右　側

－

橋梁高架部分

１．７５×２

橋梁高架部分

（中小橋）

３．５０

－

－
側帯幅0.50ｍ含む

－

側帯幅0.50ｍ含むトンネル部分
－

－

３．５０

－

１．２５×２ ２．５０

３．５０

－

車線
秋田県秋田市
河辺戸島

秋田県由利本荘市
岩城内道川

２ 車線 ４

－ －２．５０×２ ５．００
土工部分

－

別　　紙　　１

摘　　要

暫定施工

摘　　要

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む
１．７５×２

－



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　日本海沿岸東北自動車道　　８，３７０百万円の内数）

東北横断自動車道
釜石秋田線

秋田県秋田市
河辺

立体接続 河辺ジャンクション

― ―

接続の位置 接続の方法

５ １２

６２１

平成 ２０ ３

４

３１

秋田県由利
本荘市岩城

他の道路の
路線名

県道
雄和岩城線

平成

秋田県秋田市
河辺

立体接続

立体接続

別　　紙　　１

県道
秋田御所野雄和線

備　　　考

岩城インターチェンジ

秋田空港インターチェンジ



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－５３

日本海沿岸東北自動車道　（秋田県潟上市昭和大久保から秋田県山本郡琴丘町鹿渡まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要
延　　長

２０．７

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

２０．７

設　計　区　間
設計速度

秋田県潟上市昭和大久保

秋田県山本郡琴丘町
鹿渡

秋田県潟上市昭和大久保

日本海沿岸東北自動車道

秋田県山本郡琴丘町鹿渡



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員 －

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む
－

－

別　　紙　　１

摘　　要

暫定施工

摘　　要

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む

土工部分

橋梁高架部分

１．７５×２

トンネル部分

２．５０×２

（中小橋） ３．５０

－ －５．００ －

２．５０

秋田県山本郡琴丘町
鹿渡

秋田県潟上市昭和大久保
２ 車線 ４

用地買収

３．５０

設　計　区　間

－

－

－ －

車線

－３．５０

計

往復分離する区間

右　側

往復分離しない区間

工事施工

－（長大橋）

－

１．７５×２

１．２５×２

橋梁高架部分

左　側 計左　側

構造による区分



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　日本海沿岸東北自動車道　　８，３７０百万円の内数）

本線
秋田県潟上市昭和

立体接続

平面接続

秋田県山本郡
琴丘町

平面接続 本線
一般国道７号
（琴丘能代道路）

秋田県山本郡
琴丘町

秋田県秋田市

他の道路の
路線名

一般国道７号

主要地方道
秋田八郎潟線

一般国道７号
主要地方道琴丘上小阿仁線

一般国道７号
（秋田外環状道路）

備　　　考

昭和男鹿半島インターチェンジ

別　　紙　　１

平成 １５ ３

平成 ４

―

接続の位置 接続の方法

５ １２

立体接続

立体接続

秋田県南秋田郡
五城目町 五城目八郎潟インターチェンジ

琴丘森岳インターチェンジ

５５８

３１

―

秋田県秋田市
秋田県潟上市昭和



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－５４

東北中央自動車道　相馬尾花沢線（山形県上山市金瓶から山形県東根市大字羽入まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要

山形県上山市金瓶

２７．８

山形県東根市大字羽入

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００

延　　長
設　計　区　間

２７．８

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

山形県東根市大字羽入

山形県上山市金瓶

東北中央自動車道相馬尾花沢線

設計速度



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

別　　紙　　１

摘　　要

暫定施工

摘 要

側帯幅0.50ｍ含む

－

－

－
側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む

３．５０

－
土工部分

２．５０×２ －

４

５．００

－

－

山形県東根市大字羽入

山形県上山市金瓶
２ 車線

用地買収

３．５０

－

－

－

橋梁高架部分

１．７５×２

１．７５×２

橋梁高架部分

往復分離しない区間

設　計　区　間

（長大橋）

－

トンネル部分

（中小橋）

左　側 計左　側

構造による区分

計

往復分離する区間

右　側

車線

工事施工

３．５０ － －

－ －



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北中央自動車道　　２，２５６百万円の内数）

山形中央インターチェンジ

天童インターチェンジ

東根インターチェンジ

備　　　考

別　　紙　　１

山形県東根市

４

山形県天童市

山形県山形市

立体接続

立体接続

山形県山形市

平成

接続の位置

１，２８２

他の道路の

一般国道２８７号

路線名

一般国道　１３号

県道山形朝日線

県道天童大江線

３１

―

接続の方法

５ １２

立体接続

立体接続

山形上山インターチェンジ

平成 ２４ ３

―

東北横断自動車道
酒田線

山形県山形市 立体接続 山形ジャンクション



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－５５

東北中央自動車道相馬尾花沢線（山形県東根市大字羽入から山形県尾花沢市大字尾花沢まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

山形県東根市大字羽入

２３．３

山形県尾花沢市大字尾花沢

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

東北中央自動車道相馬尾花沢線

２３．３

設　計　区　間

山形県尾花沢市
大字尾花沢

山形県東根市
大字羽入

別　　紙　　１

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

用地買収

３．５０

２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

５．００

２．５０

－

－３．５０

１．２５×２

１．７５×２ ３．５０
橋梁高架部分

－

－

－（長大橋）

－
トンネル部分

－

（中小橋）

－

橋梁高架部分
１．７５×２

土工（掘割）部分

－

－

工事施工
山形県東根市
大字羽入

往復分離する区間構造による区分 往復分離しない区間

４

左　側 計

２．５０×２

左　側

山形県尾花沢市
大字尾花沢

２

計

摘　　要

暫定施工車線車線

設　計　区　間

別　　紙　　１

摘　　要

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む
－

右　側

－



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北中央自動車道　　２，２５６百万円の内数）

一般国道１３号
（尾花沢新庄道路）

山形県
尾花沢市

平面接続 本線

一般国道１３号
一般国道３４７号

ー

山形県村山市

路線名

一般国道２８７号

県道 寒河江村山線

他の道路の

別　　紙　　１

３１

平成

平成 ２８ ３

山形県
尾花沢市

立体接続

山形県東根市

１

９０２

― ―

８１１

立体接続

立体接続

東根インターチェンジ

村山インターチェンジ（仮称）

接続の位置 接続の方法

尾花沢インターチェンジ（仮称）

備　　　考



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－５６

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（東京都練馬区三原台から埼玉県川越市大字大塚新田まで）に関する

関越自動車道　新潟線



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分
第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

及び 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)
（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

埼玉県新座市大字片山

東京都練馬区三原台

埼玉県新座市大字片山
１００ １７．０

関越自動車道　　新潟線

３．５

埼玉県川越市大字
大塚新田

埼玉県川越市大字大塚新田

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

延　　長

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

東京都練馬区三原台

２０．５



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

※ 上段：東京都練馬区三原台から埼玉県新座市大字片山まで
下段：埼玉県新座市大字片山から埼玉県川越市大字大塚新田まで

側帯幅員0.75m

計

側帯幅員0.50m

６．００ － 側帯幅員0.75m

５．００ －

－ －

－

－

側帯幅員0.50m－ －
－

右　側 計

５．００ － － －

構造による区分

左　側

埼玉県川越市大字
大塚新田

６

往復分離する区間

車線

往復分離しない区間

６
東京都練馬区三原台

車線

摘 要
左　側

切土盛土部分
３．００×２

３．００×２
橋梁高架部分
（中小橋）

橋梁高架部分 ２．５０×２

２．５０×２

１．７５×２
－６．００

３．５０
２．５０×２（長大橋）

側帯幅員0.75m

－
５．００ 側帯幅員0.75m－ － －

２０トン

－

用地買収設　計　区　間 工事施工

３．５０メートル

別　　紙　　１



（ト）中央帯の標準幅員
東京都練馬区から埼玉県新座市大字片山まで

メートル 及び２．５０メートル
埼玉県新座市大字片山から埼玉県川越市大字大塚新田まで

メートル

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　関越自動車道　　７，０４６百万円の内数）

東北縦貫自動車
道
弘前線

東京都練馬区 立体接続 大泉ジャンクション

一般国道４６３号 埼玉県所沢市 立体接続 所沢インターチェンジ

備　　　考

１，１００

３．５０

－ －

１７４８

３１

昭和

平成 １０ ３

３

練馬インターチェンジ

接続の位置

別　　紙　　１

都道練馬所沢線 東京都練馬区 平面接続

３．００

他の道路の

路線名
接続の方法



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－５７

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（埼玉県川越市大字大塚新田から埼玉県東松山市大字石橋まで）に関する

関越自動車道　新潟線



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで
埼玉県東松山市
大字石橋

埼玉県川越市
大字大塚新田

関越自動車道　　新潟線

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

埼玉県川越市大字大塚新田

１９．１

埼玉県東松山市大字石橋

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１

１９．１

摘　　要設　計　区　間

１２０



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル　（一部３．７５メートル）

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

－ 側帯幅員0.75m－

－ － 側帯幅員0.75m

－

－

車線

設　計　区　間

埼玉県東松山市
大字石橋

６ 車線

工事施工

左　側 計

往復分離する区間

右　側 計

側帯幅員0.75m

－

３．００×２ ６．００ － －

－ －

－

－

橋梁高架部分
（中小橋）

３．００×２

橋梁高架部分
（長大橋）

２．５０×２ ５．００

切土盛土部分

－ －トンネル部分

別　　紙　　１

構造による区分

埼玉県川越市
大字大塚新田

往復分離しない区間

左　側

TL－２０トン

用地買収

６

６．００

摘 要



（ト）中央帯の標準幅員

メートル

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　関越自動車道　　７，０４６百万円の内数）

東松山インターチェンジ

備　　　考接続の方法

鶴ヶ島インターチェンジ

川越インターチェンジ

－ －

１４３ ４

一般国道１６号

一般国道２５４号
県道深谷東松山線

３１

昭和

平成 ２２ ３

１，０４８

一般国道４０７号
埼玉県
鶴ヶ島市

立体接続

埼玉県
東松山市

立体接続

他の道路の

埼玉県川越市 立体接続

路線名

一般国道４６８号
（首都圏中央連絡
自動車道）

埼玉県
鶴ヶ島市

立体接続

４．５０

別　　紙　　１

鶴ヶ島ジャンクション

接続の位置



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－５８

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（埼玉県東松山市大字石橋から群馬県渋川市中村まで）に関する

関越自動車道　新潟線



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分
第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)

及び 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)
（ロ）設計速度

から

まで

埼玉県東松山市大字石橋

６３．６

群馬県渋川市中村

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１２０

設　計　区　間

群馬県渋川市中村

埼玉県東松山市
大字石橋

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

６３．６

延　　長
摘　　要

設計速度

関越自動車道　　新潟線

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ６車線区間 ３．５０メートル （左側車線）
３．７５メートル （中央車線）
３．５０メートル （右側車線）

４車線区間 ３．５０メートル （左側車線）
３．７５メートル （右側車線）

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）４．５０

２．５０×２

用地買収

－

３．００×２

橋梁高架部分

－

－

（中小橋）

トンネル部分

５．００
（長大橋）

３．００×２

－ －

－

－

－

－ －

計

車線

工事施工

左　側計

設　計　区　間

左　側

埼玉県東松山市
大字石橋

６

６．００ －

車線

構造による区分

切工盛土部分

群馬県高崎市中尾町
４

車線

往復分離しない区間

４
群馬県渋川市中村

車線

別　　紙　　１

群馬県高崎市中尾町
６

摘 要
右　側

ＴＬ－２５トン　及び　ＴＴ－４３トン

往復分離する区間

－

－

－
橋梁高架部分

６．００



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

北関東自動車道 群馬県高崎市 立体接続 高崎ジャンクション

－ －

昭和

立体接続 藤岡インターチェンジ

嵐山小川
インターチェンジ

県道前橋長瀞線 群馬県藤岡市

２３ ３ ３１

４５ ６ ９

一般国道１４０号
埼玉県大里郡
花園町

県道熊谷小川
秩父線

埼玉県比企郡
嵐山町

他の道路の
路線名

接続の位置

高崎インターチェンジ

前橋インターチェンジ

別　　紙　　１

関越自動車道
上越線

群馬県藤岡市 立体接続 藤岡ジャンクション

備　　　考接続の方法

本庄児玉
インターチェンジ

花園インターチェンジ

埼玉県本庄市 立体接続一般国道４６２号

立体接続

立体接続

一般国道１７号 群馬県高崎市 立体接続

県道高崎駒形線 群馬県高崎市 立体接続

一般国道１７号 群馬県渋川市 立体接続
渋川伊香保
インターチェンジ

２，７４５

（※平成１７年度下半期工事費　関越自動車道　　７，０４６百万円の内数）

平成



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

（群馬県渋川市中村から群馬県利根郡月夜野町大字後閑まで）に関する

関越自動車道　新潟線

別紙１－５９

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで
群馬県利根郡月夜野町

大字後閑

群馬県渋川市中村

関越自動車道　　新潟線

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

２８．５

摘　　要設　計　区　間

８０

別　　紙　　１

群馬県渋川市中村

２８．５

群馬県利根郡月夜野町大字後閑



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

２．７５

３．５０ 側帯幅員0.50m１．００

３．５０ １．７５ １．００

車線

設　計　区　間

群馬県利根郡月夜野町
大字後閑

４

工事施工

切土盛土部分

トンネル部分

３．５０

１．５０

２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．００

－ －

橋梁高架部分
（中小橋）

２．５０×２

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ 側帯幅員0.50m

５．００ ２．５０

側帯幅員0.50m

側帯幅員0.50m

車線 ４

右　側 計

０．７５ ０．７５

往復分離する区間

TL－２０トン 及び TT－４３トン

群馬県渋川市中村

計左　側
構造による区分

別　　紙　　１

用地買収

往復分離しない区間
摘 要

左　側



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　関越自動車道　　７，０４６百万円の内数）

月夜野インターチェンジ

昭和インターチェンジ

沼田インターチェンジ

一般国道１７号

県道昭和
ｲﾝﾀｰ線

群馬県利根郡
昭和村

立体接続

群馬県勢多郡
赤城村

立体接続 赤城インターチェンジ

－ －

１４６ ６

群馬県利根郡
月夜野町

３１

昭和

平成 １０ ３

３．００

接続の位置

別　　紙　　１

１，４８２

他の道路の
路線名

立体接続

接続の方法

一般国道１２０号 群馬県沼田市 立体接続

県道大間々
子持線

備　　　考



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

（群馬県利根郡月夜野町大字後閑から新潟県南魚沼郡湯沢町大字神立まで）に関する

関越自動車道　新潟線

別紙１－６０

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

３４．２

新潟県南魚沼郡湯沢町大字神立

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

設　計　区　間

群馬県利根郡月夜野町大字後閑

新潟県南魚沼郡湯沢町
大字神立

群馬県利根郡月夜野町
大字後閑

関越自動車道　　新潟線

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

３４．２

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

※ 上段：群馬県利根郡月夜野町大字後閑から群馬県利根郡月夜野町大字小川まで
下段：群馬県利根郡月夜野町大字小川から新潟県南魚沼郡湯沢町大字神立まで

別　　紙　　１

＊５．００ ２．５０ １．００ ３．５０

－ －

－ － －

５．００

２．５０×２ ５．００

－

０．７５ ０．７５ １．５０

１．００ ３．５０

－ ０．７５ ０．７５ １．５０

３．５０ １．７５ １．００ 側帯幅員0.50m
＊投雪出来ない
場合

１．７５

橋梁高架部分
（中小橋）

２．５０×２

２．５０×２

－

２．５０×２

切土盛土部分

トンネル部分

計
摘 要

車線

３．５０

計

５．００ ２．５０ １．００ ３．５０

５．００ ２．５０

設　計　区　間

新潟県南魚沼郡湯沢町
大字神立

４ 車線

工事施工

TL－２０トン 及び TT－４３トン

４

群馬県利根郡月夜野町
大字後閑

２．７５

２．７５

左　側

往復分離しない区間

１．７５×２
橋梁高架部分
（長大橋）

２．５０×２

構造による区分

１．７５×２

用地買収

１．００

側帯幅員0.50m

左　側 右　側

往復分離する区間

側帯幅員0.50m

側帯幅員0.50m



（ト）中央帯の標準幅員
群馬県利根郡月夜野町大字後閑から群馬県利根郡月夜野町大字小川まで

メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）

群馬県利根郡月夜野町大字小川から新潟県南魚沼郡湯沢町大字神立まで
メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　関越自動車道　　７，０４６百万円の内数）

別　　紙　　１

立体接続 水上インターチェンジ
群馬県利根郡
水上町

接続の位置 接続の方法

平成 ４

４．００

－ －

２０４７

３

６

３１

備　　　考

２，２５１

３．００

一般国道２９１号

他の道路の

路線名

昭和



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－６１

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（新潟県南魚沼郡湯沢町大字神立から新潟県長岡市大字石動まで）に関する

関越自動車道　新潟線



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)
及び 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

新潟県小千谷市
大字新田

新潟県南魚沼郡湯沢町
大字神立

関越自動車道　　新潟線

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

新潟県南魚沼郡湯沢町大字神立

別　　紙　　１

６２．１

１００ １５．６
新潟県長岡市
大字石動

新潟県小千谷市
大字新田

摘　　要設　計　区　間

７７．７

新潟県長岡市大字石動

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数
　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

※ 上段：新潟県南魚沼郡湯沢町大字神立から新潟県小千谷市大字新田まで

下段：新潟県小千谷市大字新田から新潟県長岡市大字石動まで

（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）
メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

別　　紙　　１

２．５０ １．００ ３．５０

２．５０ １．２５ ３．７５

５．００ ２．５０ １．００ ３．５０

側帯幅員0.50m

０．７５ ０．７５

－ －

２．５０ １．００ ３．５０

３．００ １．７５ ４．７５

３．００ １．７５ ４．７５

１．５０

－
側帯幅員0.50m

４．００

側帯幅員0.50m

橋梁高架部分
（長大橋）

２．７５×２ ５．５０
側帯幅員0.50m

３．００×２ ６．００

５．００２．５０×２

左　側 右　側 計左　側

４．５０

往復分離しない区間
構造による区分

往復分離する区間
計

摘 要

車線

設　計　区　間

新潟県長岡市
大字石動

４ 車線

工事施工

４

新潟県南魚沼郡湯沢町
大字神立

用地買収

切土盛土部分

橋梁高架部分
（中小橋）

３．００×２ ６．００

トンネル部分 － －

２．５０×２ ５．００

２．５０×２

ＴＬ－２０トン 及び ＴＴ－４３トン



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

百万円（うち、債務引受基準額 百万円)

（※平成１７年度下半期工事費　関越自動車道　　７，０４６百万円の内数）

県道川口塩殿線
新潟県南魚沼
郡川口町

立体接続
越後川口

インターチェンジ

一般国道２９１号
新潟県
小千谷市

立体接続 小千谷インターチェンジ

別　　紙　　１

立体接続 小出インターチェンジ

新潟県南魚沼
郡塩沢町

立体接続
塩沢石打

インターチェンジ

新潟県
南魚沼市

立体接続

新潟県魚沼市

新潟県魚沼市 立体接続

備　　　考

湯沢インターチェンジ立体接続

六日町インターチェンジ

堀之内インターチェンジ

新潟県南魚沼
郡湯沢町

県道塩沢大和線

２，４３４

他の道路の
路線名

一般国道１７号

一般国道２５３号

一般国道２９１号

県道堀之内
インター線

－

１４６ ６

接続の位置 接続の方法

３１

昭和

平成 １０ ３

－



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

関越自動車道　上越線

（群馬県藤岡市上栗須から長野県佐久市岩村田まで）に関する

別紙１－６２

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 1 種 第 ２ 級 (道路構造令)
及び 第 1 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

群馬県碓氷郡松井田町
大字新堀

群馬県藤岡市上栗須

関越自動車道　　上越線

６９．０

長野県佐久市岩村田

群馬県藤岡市上栗須

設　計　区　間
延　　長

群馬県碓氷郡松井田町
大字新堀

８０ ３４．０

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００ ３５．０

摘　　要

長野県佐久市岩村田

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

※ 上段：群馬県藤岡市上栗須から群馬県碓氷郡松井田町大字新堀まで
下段：群馬県碓氷郡松井田町大字新堀から長野県佐久市岩村田まで

橋梁高架部分

（中小橋）

２．５０（長大橋）

１．７５×２

橋梁高架部分

車線
群馬県藤岡市上栗須

ＴＬ-２０トン  及び  ＴＴ-４３トン

４

計

切土盛土部分

トンネル部分

１．７５×２

左　側

０．７５×２ １．５０

構造による区分
往復分離しない区間

２．５０×２ ５．００ 側帯幅員－－

３．５０

１．５０

１．００

－

摘 要
左　側 右　側 計

往復分離する区間

１．５０

２．７５

－

１．７５

－

０．７５ ０．７５０．７５×２

３．５０

用地買収

３．５０メートル

設　計　区　間 工事施工

長野県佐久市岩村田
４ 車線

－

２．７５

２．５０×２ ５．００ － －

１．７５×２ １．７５ １．００

－

－ 側帯幅員

１．２５×２ １．２５ １．００ ２．２５

－ －３．５０

0.75m,0.50m

0.75m,0.50m

0.75m,0.50m

0.75m,0.50m

側帯幅員

側帯幅員

別　　紙　　１



（ト）中央帯の標準幅員
藤岡市上栗須から群馬県碓氷郡松井田町大字新堀まで

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）
群馬県碓氷郡松井田町大字新堀から佐久市岩村田まで

メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　関越自動車道　　７，０４６百万円の内数）

備　　　考
他の道路の

路線名

県道松井田
軽井沢線

群馬県碓氷郡
松井田町

群馬県富岡市

群馬県甘楽郡
下仁田町

県道松井田
下仁田線

－

３．００

市道西富岡
内匠線

一般国道２５４号

松井田妙義
インターチェンジ

接続の方法

４．５０

県道神田吉井
停車場線

群馬県多野郡
吉井町

接続の位置

立体接続

５４

佐久インターチェンジ

富岡インターチェンジ

下仁田インターチェンジ

立体接続

立体接続

立体接続

立体接続

立体接続

－

１８

平成 １６ ３ ３１

昭和 ３

別　　紙　　１

４，１９２

碓氷軽井沢
インターチェンジ

県道佐久
軽井沢線

長野県佐久市

吉井インターチェンジ

群馬県碓氷郡
松井田町



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

（長野県佐久市岩村田から長野県千曲市大字屋代まで）に関する

関越自動車道　上越線

別紙１－６３

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 1 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

長野県千曲市大字屋代

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０ ５５．１

摘　　要設　計　区　間

長野県千曲市大字屋代

長野県佐久市岩村田

関越自動車道　　上越線

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

長野県佐久市岩村田

５５．１



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０トン及びＴＴ－４３トン、ＴＬ－２５トン（Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

※ 上段：長野県佐久市岩村田から長野県千曲市大字屋代まで
下段：長野県小諸市大字御影新田から長野県佐久市伴野まで

－

－

（長大橋）
橋梁高架部分
（中小橋）

２．５０×２ ５．００

橋梁高架部分
－ －

切土盛土部分

トンネル部分

３．５０１．７５×２

用地買収

３．５０メートル

左　側

長野県千曲市大字屋代

構造による区分
左　側

往復分離する区間

計

往復分離しない区間

車線

－

－

４４

－－

－

－

－

車線

別　　紙　　１

長野県小諸市大字滝原
車線

工事施工

車線
長野県佐久市岩村田

４

設　計　区　間

４

１．２５×２ ２．５０ － －

摘 要
右　側 計

長野県小諸市大字滝原

－ －

１．７５×２ ３．５０ － －
－ －

１．２５×２ ２．５０
１．７５×２

１．２５×２ ２．５０ －
－
－３．５０

側帯幅員0.50m

側帯幅員0.50m

側帯幅員0.50m

側帯幅員0.50m
－

－

－

－



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　関越自動車道　　７，０４６百万円の内数）

備　　　考

東部湯の丸
インターチェンジ

立体接続
佐久南インターチェンジ

（仮称）

小諸インターチェンジ

接続の位置

２１ ３

６２ １２

－

坂城インターチェンジ

４，２４６

３１

昭和

－

県道坂城
ｲﾝﾀｰ線

１９

平成

立体接続

立体接続

立体接続長野県小諸市

長野県東御市

長野県埴科郡
坂城町

一般国道１４４号 長野県上田市

県道丸子東部
ｲﾝﾀｰ線

３．００

別　　紙　　１

県道小諸上田線

上田菅平
インターチェンジ

一般国道１４２号

他の道路の

立体接続

路線名

長野県佐久市

接続の方法



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

（長野県千曲市大字屋代から長野県中野市大字立ヶ花まで）に関する

別紙１－６４

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

関越自動車道　上越線



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００ ２７．６

摘　　要

２７．６

延　　長
設　計　区　間

長野県中野市
大字立ヶ花

長野県千曲市大字屋代

関越自動車道　　上越線

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

長野県千曲市大字屋代

長野県中野市大字立ヶ花



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

用地買収

ＴＬ－２０トン 及び ＴＴ－４３トン

（長大橋）

計

切土盛土部分

橋梁高架部分

構造による区分

橋梁高架部分

左　側

往復分離しない区間

トンネル部分 －

２．５０×２ ５．００

（中小橋）

４

２．５０×２

往復分離する区間

２．５０

車線

１．２５

１．００

４ 車線

設　計　区　間

長野県中野市
大字立ヶ花

摘 要

３．７５

左　側 右　側 計

工事施工

別　　紙　　１

２．００－ 側帯幅員0.75m

長野県千曲市大字屋代

側帯幅員0.75m

１．００

３．００ 側帯幅員0.75m

１．２５ ３．７５ 側帯幅員0.75m

１．２５１．７５×２

５．００ ２．５０

３．５０ １．７５



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

百万円（うち、債務引受基準額 百万円)

（※平成１７年度下半期工事費　関越自動車道　　７，０４６百万円の内数）

立体接続 更埴ジャンクション

一般国道４０３号

備　　　考

立体接続 長野インターチェンジ

路線名
接続の方法

長野県須坂市 立体接続
須坂長野東
インターチェンジ

他の道路の

別　　紙　　１

長野県長野市県道長野真田線

４．５０

接続の位置

中央自動車道
長野線

長野県千曲市

昭和

平成

－

８ ３１

１５４８

－

１，７６２

３

県道中野豊野線 長野県中野市 立体接続
信州中野

インターチェンジ

１１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－６５

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（長野県中野市大字立ヶ花から新潟県上越市中郷区二本木まで）に関する

関越自動車道　上越線



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 長野県中野市大字立ヶ花 から

新潟県上越市中郷区二本木 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 1 種 第 3 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

３８．４

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

３．５０メートル

３８．４

摘　　要

新潟県上越市
中郷区二本木

ＴＬ－２０トン、ＴＴ－４３トン及び Ｂ活荷重

長野県中野市
大字立ヶ花

設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

関越自動車道　　上越線

別　　紙　　１

延　　長設計速度



（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

※ 上段は信州中野ＩＣ～信濃町ＩＣ間、下段は信濃町ＩＣ～中郷ＩＣ間を示す。

中野ＩＣ～千曲川Ｂｒ間切土部については、左側路肩を堆雪余裕巾として０．５m拡幅する。

千曲川Br～替佐Br間切土部については、左側路肩を堆雪余裕巾として１．０m拡幅する。

替佐Br～堀越第二TN間切土部については、左側路肩を堆雪余裕巾として２．０m拡幅する。

堀越第二TN～六月VA間切土部については、左側路肩を堆雪余裕巾として３．０m拡幅する。
六月VA～県境間切土部については、左側路肩を堆雪余裕巾として４．０m拡幅する。
県境～中郷ＩＣ間切土部については、左側路肩を堆雪余裕巾として５．０m拡幅する。
鴨田Br～中郷ＩＣ間盛土部について、左側路肩を除雪余裕巾として1.25ｍ拡幅する。

側帯幅員0.50m
－ －

３．５０

２．２５

－（長大橋）

橋梁高架部分

－

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００

３．５０

２．７５

側帯幅員0.50m
１．５０

－

－

側帯幅員0.50m
－
２．７５

用地買収

別　　紙　　１

１．２５×２

－

－ －２．５０

－ － ０．７５ ０．７５

－ －
側帯幅員0.50m

１．２５ １．００

長野県中野市
大字立ヶ花

１．７５×２

橋梁高架部分

計

切土盛土部分

トンネル部分

１．７５×２

左　側

１．７５×２

工事施工

（中小橋）

車線

１．７５ １．００

車線

往復分離する区間

４

２．５０

往復分離しない区間

３．５０

新潟県上越市
中郷区二本木

３．５０
１．７５×２

２

設　計　区　間

車線

車線４４
長野県上水内郡信濃町

長野県上水内郡信濃町

１．２５×２

摘 要
左　側 右　側 計

構造による区分



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　関越自動車道　　７，０４６百万円の内数）

２，１３８

－

２

平成 ２２ ３ ３１

昭和 ６３ １０

立体接続

信濃町インターチェンジ

妙高高原
インターチェンジ

立体接続

立体接続

立体接続

別　　紙　　１

豊田飯山
インターチェンジ

接続の方法 備　　　考

一般国道１１７号 長野県中野市

接続の位置
他の道路の

新潟県上越市

－

一般国道１８号

一般国道１８号

中郷インターチェンジ

長野県上水内
郡信濃町

新潟県妙高市

一般国道１８号

路線名

３．００



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－６６

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（新潟県上越市中郷区二本木から新潟県上越市大字中屋敷まで）に関する

関越自動車道　上越線



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 新潟県上越市中郷区二本木 から

新潟県上越市大字中屋敷 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 1 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで
新潟県上越市
大字中屋敷

新潟県上越市
中郷区二本木

関越自動車道　　上越線

別　　紙　　１

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

１９．９

摘　　要

１９．９

設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

新潟県上越市
中郷区二本木
新潟県上越市
大字中屋敷

２

構造による区分

ＴＬ－２０トン、ＴＴ－４３トン 及び Ｂ活荷重

往復分離しない区間 往復分離する区間

２．５０ － － －

計左　側

－

（長大橋）

１．７５×２

１．７５×２

橋梁高架部分

橋梁高架部分
（中小橋）

６．００

１．２５×２

切土盛土部分

トンネル部分

３．５０

３．５０

３．００×２

摘 要
左　側 右　側 計

４ 車線

別　　紙　　１

車線

－

－

用地買収

３．５０メートル

設　計　区　間 工事施工

－ － 側帯幅員0.75m

側帯幅員0.75m

側帯幅員0.75m

側帯幅員0.75m

－ －

－ －



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　関越自動車道　　７，０４６百万円の内数）

県道
上越南ｲﾝﾀｰ線

新潟県上越市 立体接続
上越高田

インターチェンジ

－

備　　　考

別　　紙　　１

接続の位置 接続の方法

路線名

-

他の道路の

上越ジャンクション立体接続

平成 ２

北陸自動車道 新潟県上越市

－

２６

平成 １６ ３ ３１

１２

８２８



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

常磐自動車道

（埼玉県川口市赤芝新田から埼玉県三郷市番匠免まで）に関する

別紙１－６７

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

１１．２

埼玉県川口市赤芝新田

１１．２

設計速度

埼玉県三郷市番匠免

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

埼玉県三郷市番匠免

埼玉県川口市赤芝新田

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
延　　長

常磐自動車道

摘　　要設　計　区　間

８０



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

計左　側

３．５０メートル

往復分離する区間

計 右　側

側帯幅員0.50m

摘 要
左　側

－

４

ＴＬ－２０トン 及び ＴＴ－４３トン

工事施工

別　　紙　　１

４
埼玉県三郷市番匠免

－
２．５０×２ ５．００

－

埼玉県川口市赤芝新田

構造による区分往復分離しない区間

設　計　区　間

－

車線

－

用地買収

－
橋梁高架部分

車線



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　常磐自動車道　　２６，８２９百万円の内数）

川口ジャンクション

６

外環三郷西
インターチェンジ

立体接続

埼玉県三郷市 立体接続

平成 ３１

草加インターチェンジ

川口東インターチェンジ

立体接続

接続の方法

立体接続

－ －

２，２７３

３２２

一般国道２９８号

他の道路の
路線名

接続の位置

埼玉県草加市

東北縦貫自動車
道
弘前線

３．００

別　　紙　　１

備　　　考

６

一般国道２９８号

一般国道２９８号

昭和 ６１

埼玉県川口市

埼玉県川口市



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－６８

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（埼玉県三郷市鷹野から茨城県かすみがうら市大字下志筑まで）に関する

常磐自動車道



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)
及び 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

茨城県かすみがうら市大字下志筑

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

茨城県かすみがうら市
大字下志筑

埼玉県三郷市小谷堀

延　　長
設　計　区　間

設計速度

１２０

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

５１．０

埼玉県三郷市小谷堀

埼玉県三郷市鷹野

常磐自動車道

８．９

摘　　要

埼玉県三郷市鷹野

５９．９

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

※ 上段：埼玉県三郷市鷹野から埼玉県三郷市番匠免まで
中段：埼玉県三郷市番匠免から埼玉県三郷市小谷堀まで
下段：埼玉県三郷市小谷堀から茨城県かすみがうら市大字下志筑まで

左　側

ＴＬ－２０トン、ＴＴ－４３トン 及び ２５トン（B活荷重

設　計　区　間

４

計

３．５０メートル 及び ３．７５メー

車線
埼玉県三郷市番匠免

車線

構造による区分往復分離しない区間

別　　紙　　１

埼玉県三郷市鷹野
４

工事施工 用地買収

車線
茨城県かすみがうら市

大字下志筑

埼玉県三郷市番匠免
６ 車線 ６

摘 要
計

－

往復分離する区間
右　側

－

左　側

側帯幅員0.75ｍ

－

－

側帯幅員0.50ｍ２．５０×２

３．００×２

切土盛土部分

－４．００

３．００×２ ６．００

５．００

橋梁高架部分
（長大橋）

２．５０×２

２．５０×２

トンネル部分 ２．００×２

橋梁高架部分
（中小橋）

３．５０１．７５×２
５．００２．５０×２

－ － －
側帯幅員0.75ｍ

側帯幅員0.50ｍ

側帯幅員0.75ｍ

－

－

側帯幅員0.50ｍ

６．００

－５．００ －

５．００
側帯幅員0.50ｍ

側帯幅員0.50ｍ



（ト）中央帯の標準幅員
メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）
メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

東関東自動車道
水戸線

埼玉県三郷市 立体接続 三郷ジャンクション

千代田石岡
インターチェンジ

一般国道125号 茨城県土浦市 立体接続 土浦北インターチェンジ

接続の方法

一般国道354号
茨城県
つくば市

立体接続

立体接続

一般国道298号
県道高速足立三郷線 埼玉県三郷市

立体接続

立体接続

一般国道6号
茨城県かすみ
がうら市

立体接続

桜土浦インターチェンジ

谷和原インターチェンジ

県道取手つくば線
茨城県
つくば市

立体接続 谷田部インターチェンジ

一般国道294号
茨城県筑波郡
谷和原村

備　　　考

３．００

流山インターチェンジ

一般国道16号 立体接続 柏インターチェンジ

県道松戸野田線 千葉県流山市

千葉県柏市

接続の位置

三郷インターチェンジ

４．５０

路線名
他の道路の

別　　紙　　１

一般国道４６８号
（首都圏中央連絡
自動車道）

茨城県
つくば市

立体接続 つくばジャンクション



（４）工事予算 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日
①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　常磐自動車道　　２６，８２９百万円の内数）

－ －

９

平成 ２０ ３ ３１

３，２５８

昭和 ４５ ６

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－６９

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（茨城県かすみがうら市大字下志筑から茨城県日立市砂沢町字空久保まで）に関する

常磐自動車道



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 茨城県かすみがうら市大字下志筑 から

茨城県日立市砂沢町字空久保 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)
及び 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

茨城県日立市大和田町

茨城県かすみがうら市
大字下志筑

常磐自動車道

設計速度
摘　　要設　計　区　間

６９．７

茨城県日立市大和田町

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

５１．２

別　　紙　　１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１２０

１８．５８０

延　　長

茨城県日立市砂沢町



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル 及び ３．７５メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　 (単位：メートル）

※ 上段：茨城県かすみがうら市大字下志筑から茨城県日立市大和田町まで
下段：茨城県日立市大和田町から茨城県日立市砂沢町まで

－

側帯幅員0.50m

側帯幅員0.75m

－ －

０．７５ ０．７５ １．５０

－ －

側帯幅員0.75m

側帯幅員0.50m

２．５０ １．００ ３．５０
－ － －
１．７５ ２．７５

－

２．５０ １．００ ３．５０

－ －

－

橋梁高架部分
（長大橋）

２．５０×２ ５．００
３．５０ １．００１．７５×２

－
側帯幅員0.50m

２．５０×２ ５．００

３．００×２ ６．００

２．５０×２ ５．００

－ －

側帯幅員0.75m

側帯幅員0.50m

車線

車線

摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

往復分離する区間

４

用地買収

茨城県水戸市大塚町
６ 車線 ６

設　計　区　間
茨城県かすみがうら市

大字下志筑

茨城県水戸市大塚町
４

工事施工

茨城県日立市砂沢町

橋梁高架部分
（中小橋）

切土盛土部分

構造による区分
往復分離しない区間

車線

３．００×２ ６．００

トンネル部分

ＴＬ－２０トン 及び ＴＴ－４３トン

別　　紙　　１



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）
メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　常磐自動車道　　２６，８２９百万円の内数）

北関東自動車道
茨城県茨城郡
友部町

立体接続 友部ジャンクション

県道茨城岩間線
茨城県西茨城
郡岩間町

立体接続 岩間インターチェンジ

一般国道５０号 茨城県水戸市 立体接続 水戸インターチェンジ

県道日立中央イ
ンター線

茨城県日立市 立体接続
日立中央

インターチェンジ

接続の位置 接続の方法 備　　　考

別　　紙　　１

茨城県日立市

昭和

立体接続 那珂インターチェンジ

日立北
インターチェンジ

立体接続
日立南太田
インターチェンジ

４．００

－ －

２０４７

３１３

６

平成 １７

立体接続

２，５６１

他の道路の
路線名

４．５０

県道那珂インター
線

茨城県那珂市

一般国道６号 茨城県日立市

一般国道６号
県道日立いわき



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－７０

常磐自動車道　（茨城県日立市砂沢町から福島県いわき市好間町北好間まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

延　　長

茨城県日立市砂沢町

５０．８

福島県いわき市好間町北好間

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

５０．８

設　計　区　間

福島県いわき市
好間町北好間

茨城県日立市砂沢町

常磐自動車道

別　　紙　　１

摘　　要
設計速度



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

左　側

用地買収

３．５０

ＴＬ－２０及びＴＴ－４３

３．７５

計

５．００

－

１．２５

１．２５５．００

３．００

２．００

３．７５

１．７５×２

橋梁高架部分
２．５０×２ ２．５０

土工部分

１．００

１．２５

トンネル部分

２．５０×２

１．００

２．５０

－

橋梁高架部分
（中小橋）

３．５０ １．７５（長大橋）

車線

工事施工

福島県いわき市
好間町北好間

４

計左　側

茨城県日立市砂沢町

別　　紙　　１

往復分離しない区間構造による区分

設　計　区　間

４

摘　　要

摘　　要

側帯幅0.75ｍ含む

側帯幅0.75ｍ含む

側帯幅0.75ｍ含む

車線

右　側

往復分離する区間

側帯幅0.75ｍ含む



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

立体接続

北茨城インターチェンジ

いわき勿来インターチェンジ

いわき湯本インターチェンジ

いわきジャンクション

立体接続

立体接続

立体接続

立体接続

茨城県高萩市

０．７５

接続の位置

４．５０

接続の方法

３１

昭和

平成 元 ３

１，４１２

１９４８ １０

福島県いわき市

福島県いわき市

茨城県北茨城市

県道いわき石川線

福島県いわき市

高萩インターチェンジ県道高萩インター線

別　　紙　　１

東北横断自動車道
いわき新潟線

県道北茨城インター
線

一般国道２８９号

他の道路の

路線名
備　　　考

一般国道４９号 福島県いわき市 立体接続 いわき中央インターチェンジ



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　常磐自動車道　　２６，８２９百万円の内数）

― ―

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－７１

常磐自動車道　（福島県いわき市好間町北好間から福島県いわき市四倉町白岩まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要

福島県いわき市好間町北好間

１３．２

福島県いわき市四倉町白岩

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００

延　　長

１３．２

設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
設計速度

福島県いわき市四倉町
白岩

福島県いわき市好間町
北好間

常磐自動車道



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

別　　紙　　１

摘　　要

暫定施工

摘 要

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む

－ －

２．５０

－－

－

２．５０×２ ５．００ －
土工部分

左　側

福島県いわき市四倉町
白岩

計左　側 計 右　側

２ 車線 ４

往復分離しない区間

用地買収

３．５０

橋梁高架部分

－ －

１．２５×２ －

－

－

１．２５×２
トンネル部分

設　計　区　間

構造による区分 往復分離する区間

車線

福島県いわき市好間町
北好間

工事施工

橋梁高架部分

ー

（長大橋）

（中小橋）

２．５０

－

側帯幅0.50ｍ含む
－

－



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　常磐自動車道　　２６，８２９百万円の内数）

県道いわき浪江線
（白岩バイパス）

別　　紙　　１

１５

路線名

３１平成 １１ ３

立体接続福島県いわき市

他の道路の

――

５９７

接続の位置

４８ １１昭和

いわき四倉インターチェンジ

備　　　考
接続の方法



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

　別紙１－７２

常磐自動車道　（福島県いわき市四倉町中島から福島県双葉郡富岡町大字上手岡まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

福島県いわき市四倉町中島

３０．１

福島県双葉郡富岡町大字上手岡

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００ ３０．１

設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

福島県双葉郡富岡町
大字上手岡

福島県いわき市
四倉町中島

常磐自動車道

設計速度

別　　紙　　１

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（ヘ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

－ －

－

－
土工部分

１．７５×２ ３．５０

４

用地買収

３．５０

左　側

往復分離しない区間

１．２５×２ ２．５０

３．５０

－－

－

橋梁高架部分

１．７５×２ －

１．２５×２ － －

福島県いわき市
四倉町中島

２ 車線
福島県双葉郡富岡町

大字上手岡

設　計　区　間

計左　側

構造による区分

計

往復分離する区間

右　側

車線

工事施工

橋梁高架部分

（中小橋）

２．５０ －（長大橋）

－

トンネル部分

別　　紙　　１

摘　　要

暫定施工

摘 要

側帯幅0.50ｍ含む

ー

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む

側帯幅0.50ｍ含む



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　常磐自動車道　　２６，８２９百万円の内数）

県道上北迫下北迫
線

立体接続
福島県双葉郡
広野町

４

１，１１５

３１

他の道路の

―

接続の位置 接続の方法

５ １２平成

平成 ２４ ３

―

常磐富岡インターチェンジ

別　　紙　　１

路線名

県道小野富岡線

備　　　考

福島県双葉郡
富岡町

立体接続

広野インターチェンジ



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－７３

常磐自動車道（福島県双葉郡富岡町大字上手岡から福島県相馬市粟津字愛ノ沢）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで
福島県相馬市粟津

字愛ノ沢

常磐自動車道

別　　紙　　１

福島県双葉郡富岡町大字上手岡

福島県相馬市粟津字愛ノ沢

設　計　区　間

福島県双葉郡富岡町
大字上手岡

４７．０

４７．０

１００

延　　長
摘　　要

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

摘　　要

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

摘　　要

暫定施工

工事施工

計左　側

福島県双葉郡富岡町
大字上手岡

往復分離する区間

右　側

車線

往復分離しない区間

福島県相馬市粟津
字愛ノ沢

別　　紙　　１

車線２

橋梁高架部分

５．００

４

構造による区分

設　計　区　間

－

左　側

トンネル部分

２．５０×２

計

土工（掘割）部
分

－（長大橋）

３．５０

１．２５×２

１．７５×２ －

２．５０
橋梁高架部分
（中小橋）

－ －

－

－

－

３．５０

２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

－

用地買収

１．２５×２ ２．５０

－

－

－



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　常磐自動車道　　２６，８２９百万円の内数）

―

浪江インターチェンジ（仮称）

原町インターチェンジ（仮称）

相馬インターチェンジ（仮称）

福島県双葉郡

―

１７１０ ４

立体接続

接続の方法

３１

接続の位置

別　　紙　　１

－

平成 ２５ ３

立体接続

平成

立体接続
福島県原町市

浪江町

備　　　考

１，６９１

他の道路の

路線名

一般国道１１４号

福島県相馬市

県道　原町川俣線

一般国道１１５号



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－７４

常磐自動車道（福島県相馬市粟津字愛ノ沢から福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺字赤柴前まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

福島県相馬市粟津字愛ノ沢

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺字赤柴前

摘　　要

８．６

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００ ８．６

設　計　区　間
延　　長

福島県相馬郡新地町
駒ヶ嶺字赤柴前

常磐自動車道

別　　紙　　１

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

福島県相馬市粟津字愛
ノ沢



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

側帯幅0.5ｍ含む
－－

側帯幅0.5ｍ含む

－

－－

摘　　要

側帯幅0.5ｍ含む
－

別　　紙　　１

往復分離する区間構造による区分 往復分離しない区間

福島県相馬郡新地町
駒ヶ嶺字赤柴前

暫定施工

用地買収

３．５０

２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

１．２５×２ ２．５０ －

３．５０１．７５×２

（長大橋）

橋梁高架部分
－

－

トンネル部分

２．５０×２

－

－５．００

－

土工（掘割）部
分

橋梁高架部分
（中小橋）

左　側 計左　側 右　側計

－

－

車線

工事施工

車線４
福島県粟津字愛ノ沢

２

設　計　区　間 摘　　要



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　常磐自動車道　　２６，８２９百万円の内数）

―

立体接続

平面接続

他の道路の

別　　紙　　１

備　　　考

２７７

ー

福島県相馬郡
新地町

路線名

一般国道１１５号

一般国道１１３号

福島県相馬市

２６ ３

１平成

相馬インターチェンジ（仮称）

新地インターチェンジ（仮称）

―

８１１

接続の位置 接続の方法

３１平成



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－７５

常磐自動車道（宮城県亘理郡山元町小平から宮城県亘理郡亘理町逢隈中泉まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで
宮城県亘理郡
亘理町逢隈中泉

宮城県亘理郡
山元町小平

１１．９１００

常磐自動車道

別　　紙　　１

１１．９

設　計　区　間

宮城県亘理郡山元町小平

宮城県亘理郡亘理町逢隈中泉

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

－（長大橋） －

－

－

－

－

－
側帯幅0.5ｍ含む

土工（掘割）部
分

１．７５×２（中小橋） ３．５０

２．５０

橋梁高架部分

－

５．００

－－

２．５０×２

左　側

宮城県亘理郡
山元町小平

－

構造による区分 往復分離しない区間

計

宮城県亘理郡
亘理町逢隈中泉

２

トンネル部分

別　　紙　　１

３．５０

２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

摘　　要

車線 暫定施工

設　計　区　間

車線

工事施工

４

用地買収

側帯幅0.5ｍ含む
－

往復分離する区間

－

左　側 右　側 計
摘　 要

－

側帯幅0.5ｍ含む

橋梁高架部分

１．２５×２



（ト）中央帯の標準幅員

ー

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　常磐自動車道　　２６，８２９百万円の内数）

―

本線

４５９

３１

接続の方法

宮城県亘理郡

平成 ３

３

亘理インターチェンジ
亘理町

２１

接続の位置

一般国道６号
（仙台東部道路）

平成 １３

平面接続
亘理町

山元町

宮城県亘理郡

―

２７

一般国道６号

備　　　考

平面接続 山元インターチェンジ（仮称）

別　　紙　　１

宮城県亘理郡
立体接続

他の道路の

路線名

一般国道６号
県道亘理インター線



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

（千葉県千葉市中央区浜野町から千葉県木更津市大字大久保まで）に関する

東関東自動車道　千葉富津線

別紙１－７６

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)
及び 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

３３．３

千葉県木更津市大字大久保

別　　紙　　１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００

８０

摘　　要設　計　区　間

千葉県木更津市
大字中烏田
千葉県木更津市
大字大久保

２．２

千葉県木更津市
大字中烏田

千葉県千葉市中央区
浜野町

東関東自動車道　　千葉富津線

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

千葉県千葉市中央区浜野町

３１．１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

※ 上段：千葉県千葉市中央区浜野町から千葉県木更津市大字中烏田まで
下段：千葉県木更津市大字中烏田から千葉県木更津市大字大久保まで

（長大橋）
２．５０×２ 側帯幅員0.75m

TL-２０トン 及び TT－４３トン

工事施工

別　　紙　　１

設　計　区　間

左　側

２．５０×２

構造による区分
往復分離しない区間

３．５０

３．００×２ ６．００橋梁高架部分

５．００２．５０×２
橋梁高架部分
（中小橋）

５．００
１．７５×２ 側帯幅員0.50m

摘 要
左　側 右　側 計

千葉県千葉市中央区
浜野町

車線車線 ４

用地買収

４

側帯幅員0.75m
－

－ －

３．００×２ ６．００

千葉県木更津市
大字大久保

－ －

－ －

往復分離する区間

トンネル部分

計

５．００
切土盛土部分

－
－

側帯幅員0.50m

－ － －

－ －

側帯幅員0.75m

側帯幅員0.50m

－
－ －

－

－

－



（ト）中央帯の標準幅員
千葉県千葉市中央区浜野町から千葉県木更津市大字中烏田まで

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）
千葉県木更津市大字中鳥田から千葉県木更津市大字大久保まで

メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算
億円

東関東自動車道
千葉富津線

千葉県
木更津市

立体接続 木更津南ジャンクション

２，８７６

一般国道１２７号
一般国道１６号

接続の位置

４．５０

別　　紙　　１

他の道路の

路線名

千葉県市原市 立体接続

一般国道１６号
（京葉道路）

３．００

備　　　考

一般国道２９７号

本線千葉県千葉市

県道千葉鴨川線

接続の方法

一般国道４０９号
（東京湾横断・木
更津東金道路）
一般国道４６８号
（東京湾横断・木
更津東金道路）

木更津北
インターチェンジ

千葉県
木更津市

平面接続
木更津南

インターチェンジ

木更津ジャンクション
千葉県
木更津市

立体接続

県道君津平川線

市原インターチェンジ

平面接続

立体接続
姉崎袖ヶ浦

インターチェンジ

立体接続
千葉県
木更津市

千葉県市原市



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東関東自動車道　　６７，９２４百万円の内数）

－ －

昭和 ５９ ２ ２

平成 １９ ３ ３１

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－７７

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（千葉県木更津市大字矢那から千葉県富津市大字竹岡まで）に関する

東関東自動車道　千葉富津線



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

１００ ２１．６
千葉県富津市
大字竹岡

千葉県木更津市
大字矢那

東関東自動車道　千葉富津線

延　　長
摘　　要

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１

千葉県富津市大字竹岡

設計速度
設　計　区　間

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

千葉県木更津市大字矢那

２１．６



（ハ）設計自動車荷重 Ｂ活荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

－ －

別　　紙　　１

４

計

－

側帯幅員0.50m
１．７５×２ ３．５０

側帯幅員0.50m
２．５０

－
－

用地買収

摘 要

車線

右　側

往復分離する区間

２ 車線

側帯幅員0.50m

３．５０メートル

－

－

－

暫定路肩－

側帯幅員0.50m

－

－

左　側

２．５０

千葉県木更津市
大字矢那

３．５０

往復分離しない区間

計
構造による区分

千葉県富津市
大字竹岡

１．７５×２

トンネル
部分

切土盛土部分
５．００

１．２５×２

２．５０×２

設　計　区　間 工事施工

（中小橋）

（長大橋）

－

－

－
－

橋梁高架部分 －

－ －

左　側

－

－

－－ －
１．２５×２橋梁高架部分 －



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東関東自動車道　　６７，９２４百万円の内数）

千葉県君津市 立体接続 君津インターチェンジ

一般国道127号

主要地方道
君津鴨川線

立体接続
富津中央

インターチェンジ

３１

平成

－ －

千葉県富津市

１，０９１

１２

平成 １９ ３

県道竹岡インター線 千葉県富津市

４５

別　　紙　　１

接続の方法 備　　　考接続の位置
路線名

東関東自動車道
千葉富津線

千葉県木更津
市

立体接続

本線

木更津南ジャンクション

立体接続
富津竹岡

インターチェンジ
一般国道127号
（富津館山道路）

千葉県富津市 平面接続

４．５０ ０．７５メートル×２を含む）

他の道路の



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

常磐自動車道　（埼玉県三郷市鷹野から埼玉県三郷市番匠免まで）

東関東自動車道　水戸線（三郷ＪＣＴ）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－７８



１．工事の内容

（１）　路線名

東関東自動車道　　水戸線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

埼玉県三郷市鷹野

　４．１

埼玉県三郷市番匠免

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０ ４．１

摘　　要設　計　区　間
設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

埼玉県三郷市番匠免

　　埼玉県三郷市鷹野

常磐自動車道   



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

摘 要

側帯幅員0.50ｍ

－

－

２．５０×２

２．５０×２

－

－

５．００

－

－

５．００

－

別　　紙　　１

２５トン　(Ｂ活荷重）

設　計　区　間

３．５０メートル

－

計

－

－

－

－

左　側

－

（長大橋）

４

往復分離する区間

　　埼玉県三郷市鷹野

橋梁高架部分
（中小橋）

土工（掘割）部
分

トンネル部分

橋梁高架部分

－－

埼玉県三郷市番匠免

工事施工

往復分離しない区間

計

４ 車線

右　側左　側

側帯幅員0.50ｍ－

－

－

車線

用地買収

構造による区分



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　常磐自動車道及び東関東自動車道　　９４，７５３百万円の内数）

常磐自動車道
一般国道２９８号
県道高速足立三郷線

埼玉県三郷市 立体接続 三郷ジャンクション

別　　紙　　１

平成

９４５

他の道路の

路線名

一般国道２９８号 埼玉県三郷市

３．００

３０

１０ １

平成 １７ １１

立体接続
三郷南インターチェンジ

（仮称）

接続の位置 接続の方法 備　　　考

２０

４５ ４３



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

（埼玉県三郷市番匠免から千葉県松戸市三矢小台二丁目まで）に関する

東関東自動車道　水戸線

別紙１－７９

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

千葉県松戸市三矢小台二丁目

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

９．５

埼玉県三郷市番匠免

９．５

８０
千葉県松戸市三矢小台

二丁目

埼玉県三郷市番匠免

東関東自動車道　　水戸線

設計速度
摘　　要設　計　区　間

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

１．００

往復分離しない区間

橋梁高架部分
（中小橋）

２．５０

－

計

切土盛土部分

－

－

－

左　側

－ －

０．５０

２．５０ ０．５０

１．５０
－

構造による区分

２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

－

橋梁高架部分
（長大橋）

３．０００．５０

掘割部分

設　計　区　間

千葉県松戸市三矢小台
二丁目

車線

工事施工

４

用地買収

別　　紙　　１

右　側 計

２．５０

４
埼玉県三郷市番匠免

車線

往復分離する区間
摘 要

左　側

－ －

３．００

３．００

－

ランプ部

２．５０



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （堀割部）
メートル （橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東関東自動車道　　６７，９２４百万円の内数）

－ －

１，６５２

平成 １２

４．００

別　　紙　　１

３１３２４

１ １２

埼玉県三郷市

他の道路の

路線名

一般国道２９８号

平成

３．００

立体接続
三郷第二

インターチェンジ（仮称）

接続の位置 接続の方法 備　　　考



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

東関東自動車道　水戸線

別紙１－８０

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（千葉県松戸市三矢小台二丁目から千葉県市川市高谷まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

８０

千葉県松戸市三矢小台二丁目

１０．５

千葉県市川市高谷

摘　　要設　計　区　間

１０．５
千葉県市川市高谷

千葉県松戸市三矢小台
二丁目

東関東自動車道　　水戸線

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

２５トン　(Ｂ活荷重）

別　　紙　　１

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － －

－掘割部分

切土盛土部分

３．００

３．００

－ ２．５０ ０．５０

２．５０ ０．５０－ －

－

左　側
構造による区分

往復分離する区間

用地買収工事施工

４

左　側 右　側

設　計　区　間

千葉県市川市高谷

千葉県松戸市三矢小台
二丁目

車線

計計

車線 ４

摘 要
往復分離しない区間

－

橋梁高架部分
（長大橋）

－ －
２．５０ ０．５０ ３．００
２．５０ ３．５０ ランプ部１．００



（ト）中央帯の標準幅員

メートル

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東関東自動車道　　６７，９２４百万円の内数）

－ －

他の道路の

松戸インターチェンジ
（仮称）

一般国道２９８号 千葉県市川市 立体接続

接続の位置 接続の方法 備　　　考

別　　紙　　１

路線名

４．００

市川南インターチェンジ
（仮称）

市川北インターチェンジ
（仮称）

一般国道２９８号 千葉県松戸市 立体接続

高谷インターチェンジ
（仮称）

一般国道１４号
（京葉道路）

千葉県市川市 立体接続
京葉ジャンクション

（仮称）

千葉県市川市 立体接続

３１

８，５５８

平成 １１ １

平成 ２６

８

高谷ジャンクション
（仮称）

一般国道２９８号 千葉県市川市 立体接続

県道高速湾岸線
（首都高速）

千葉県市川市 立体接続

一般国道２９８号

３



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－８１

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（千葉県市川市高谷から千葉県千葉市美浜区若葉２丁目まで）に関する

東関東自動車道　水戸線



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

東関東自動車道　　水戸線

千葉県市川市高谷

１１．８

千葉県千葉市美浜区若葉２丁目

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

延　　長

千葉県千葉市
美浜区若葉２丁目

千葉県市川市高谷

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

設　計　区　間 摘　　要

１１．８

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

側帯幅員0.50m

－
側帯幅員0.50m
（）は海老名川橋

－－

工事施工 用地買収

構造による区分

６

左　側

千葉県市川市高谷
６ 車線 車線

５．００２．５０×２

設　計　区　間

計

千葉県千葉市
美浜区若葉２丁目

摘 要

切土盛土部分

橋梁高架部分
（中小橋）

トンネル部分

橋梁高架部分

－

往復分離する区間往復分離しない区間

－

計

２．５０×２

左　側 右　側

－

－

－

５．００ － －

－ －

－ －

２．５０×２
（長大橋）

５．００
（２．５０）

別　　紙　　１

側帯幅員0.50m

（１．２５×２）

ＴＬ－２０トン 及び ＴＴ－４３トン



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）
４．３０～２．２５ メートル （二俣高架橋～西浦高架橋）

２．２５ メートル （西浦高架橋～谷津高架橋）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

百万円（うち、債務引受基準額 百万円)

（※平成１７年度下半期工事費　東関東自動車道　　６７，９２４百万円の内数）

千葉県市川市

一般国道３５７号

備　　　考接続の方法

３１

昭和 ６

湾岸習志野
インターチェンジ

一般国道３５７号 千葉県千葉市 立体接続
湾岸千葉

インターチェンジ

－

湾岸市川
インターチェンジ

平成 元 ３

２０４７

９３９

立体接続

別　　紙　　１

路線名
接続の位置

４．００

他の道路の

－

一般国道３５７号
県道高速湾岸線

千葉県
習志野市

立体接続



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－８２

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（千葉県千葉市美浜区若葉２丁目から千葉県成田市馬場字餅田まで）に関する

東関東自動車道　水戸線



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)
及び 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

設　計　区　間

千葉県千葉市美浜区若葉２丁目

３３．３

千葉県成田市馬場字餅田

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

千葉県千葉市稲毛区
長沼原町

千葉県千葉市美浜区
若葉２丁目

東関東自動車道　　水戸線

延　　長

７．１８０

摘　　要

別　　紙　　１

千葉県千葉市稲毛区
長沼原町

１２０
千葉県成田市馬場

字餅田

２６．２



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル　（一部３．７５メートル）

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

※ 上段：設計速度８０km/時
下段：設計速度１２０km/時

側帯幅員0.50m

側帯幅員0.75m

－ －
－

側帯幅員0.75m

側帯幅員0.50m

－

６．００

－

６．００３．００×２

ＴＬ－２０トン 及び ＴＴ－４３トン

設　計　区　間

車線 ６ 車線

車線
千葉県千葉市稲毛区

長沼原町

６

用地買収

車線

工事施工

６

千葉県千葉市美浜区
若葉２丁目

５．００

千葉県千葉市稲毛区
長沼原町

６

構造による区分
左　側 左　側

切土盛土部分

往復分離しない区間

千葉県成田市馬場
字餅田

計

－－－

－

－

－

摘 要
往復分離する区間

側帯幅員0.50m

計右　側

－

２．５０×２ ５．００ － －

橋梁高架部分
（長大橋）

２．５０×２
－ －

２．５０×２

３．００×２

－

－

－

－

側帯幅員0.75m

－ －

３．００×２

トンネル部分

橋梁高架部分
（中小橋）

－

６．００

－

－
－

－
－５．００

別　　紙　　１



（ト）中央帯の標準幅員
千葉市美浜区若葉２丁目から千葉市稲毛区長沼原町まで　

メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）
千葉市稲毛区長沼原町から成田市馬場字餅田まで

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日
①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東関東自動車道　　６７，９２４百万円の内数）

県道富里
酒々井線

千葉県印旛郡
酒々井町

立体接続
酒々井インターチェンジ

（仮称）

－ －

１

平成 ２３ ３ ３１

４４３

一般国道295号 千葉県成田市 立体接続 成田インターチェンジ

一般国道409号 千葉県富里市 立体接続 富里インターチェンジ

一般国道　51号
県道佐倉印西線

千葉県佐倉市 立体接続 佐倉インターチェンジ

四街道インターチェンジ
県道千葉臼井
印西線

千葉県
四街道市

一般国道　16号 千葉県千葉市 立体接続 千葉北インターチェンジ

一般国道　14号
（京葉道路）

千葉県千葉市

接続の方法

立体接続

他の道路の

路線名
接続の位置

４．００

別　　紙　　１

４．５０

１，１６０

昭和

宮野木ジャンクション立体接続

備　　　考



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

（千葉県成田市馬場から茨城県潮来市延方まで）に関する

東関東自動車道　水戸線

別紙１－８３

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分
第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)

及び 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)
（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

別　　紙　　１

千葉県佐原市多田

千葉県成田市馬場
２０．８

摘　　要

千葉県成田市馬場

東関東自動車道　　水戸線

設　計　区　間
延　　長

茨城県潮来市延方

２９．７

茨城県潮来市延方

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１２０

８．９

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

千葉県佐原市多田
１００



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

－ 側帯幅員0.75m－５．００

－ － － 側帯幅員0.75m３．００×２

３．５０メートル

往復分離する区間

計

－３．００×２ ６．００

車線

－

側帯幅員0.75m

－－

－ －

－ －

左　側

千葉県成田市馬場

茨城県潮来市延方
４

計

構造による区分

別　　紙　　１

摘 要
左　側 右　側

車線

工事施工

４

往復分離しない区間

設　計　区　間

６．００

２．５０×２

橋梁高架部分

橋梁高架部分
（中小橋）

用地買収

ＴＬ－２０トン 及び ＴＴ－４３トン

－

切土盛土部分

トンネル部分

（長大橋）



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算
億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東関東自動車道　　６７，９２４百万円の内数）

一般国道５１号
千葉県香取郡
大栄町

立体接続 大栄インターチェンジ

備　　　考

潮来インターチェンジ

県道佐原山田線 千葉県佐原市 立体接続
佐原香取

インターチェンジ

県道水戸神栖線
町道１３号線

茨城県潮来市 平面接続

－ －

０．７５メートル×２を含む）

接続の位置 接続の方法

３１

昭和

平成 ２３ ３

２０４７ ６

１，１４０

他の道路の

路線名

４．５０

別　　紙　　１

大栄ジャンクション
（仮称）

一般国道４６８号
（首都圏中央連絡
自動車道）

千葉県香取郡
大栄町

立体接続



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

（茨城県鹿島郡鉾田町大字飯名から茨城県東茨城郡茨城町大字小鶴まで）に関する

東関東自動車道　水戸線

別紙１－８４

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００

設　計　区　間

１８．１

茨城県東茨城郡茨城町大字小鶴

延　　長

茨城県東茨城郡茨城町
大字小鶴

茨城県鹿島郡鉾田町
大字飯名

東関東自動車道　　水戸線

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

１８．１

摘　　要

茨城県鹿島郡鉾田町大字飯名



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

用地買収

２５トン　(Ｂ活荷重）

工事施工

別　　紙　　１

－ － － 側帯幅員0.50m

－ －３．５０

計

切土盛土部分

トンネル部分

－

－

左　側 左　側 右　側 計

３．５０ 側帯幅員0.50m

構造による区分
往復分離する区間

摘 要

－ －１．７５×２

往復分離しない区間

設　計　区　間

茨城県東茨城郡茨城町
大字小鶴

２

茨城県鹿島郡鉾田町
大字飯名

車線車線 ４

－ － － －

－ 側帯幅員0.50m

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ２．５０

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５×２



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東関東自動車道　　６７，９２４百万円の内数）

-

別　　紙　　１

鉾田インターチェンジ
（仮称）

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

茨城南インターチェンジ
（仮称）

県道小川鉾田線
茨城県鹿島郡
鉾田町

平面接続

北関東自動車道
茨城県東茨城
郡茨城町

立体接続

県道茨城鹿島線
茨城県東茨城
郡茨城町

立体接続

茨城ジャンクション
（仮称）

６８２

平成 １１ １ ８

－－

平成 ２４ ３ ３１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

（群馬県高崎市上滝町から群馬県伊勢崎市三和町まで）に関する

北関東自動車道

別紙１－８５

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

群馬県伊勢崎市三和町

群馬県高崎市上滝町

北関東自動車道

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

１４．９

群馬県高崎市上滝町

設　計　区　間

１４．９

群馬県伊勢崎市三和町

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

５．００

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ － 側帯幅員0.75m

－ －

－３．５０ －

構造による区分
往復分離する区間

摘 要
左　側 右　側 計左　側

往復分離しない区間

計

４ 車線

工事施工 用地買収

２５トン　(Ｂ活荷重）

群馬県高崎市上滝町
４

別　　紙　　１

車線

設　計　区　間

群馬県伊勢崎市三和町

切土盛土部分

トンネル部分

－

－

２．５０×２ ５．００ － －

－－

側帯幅員0.75m

－

橋梁高架部分
（中小橋）

２．５０×２ － 側帯幅員0.75m－ －



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北関東自動車道　　７１，５５２百万円の内数）

関越自動車道
新潟線

群馬県高崎市 立体接続 高崎ジャンクション

立体接続 伊勢崎インターチェンジ

群馬県前橋市

－ －

１，３１０

他の道路の

路線名

立体接続

接続の方法

５ １２

立体接続 駒形インターチェンジ

前橋南インターチェンジ

備　　　考

３１

平成

平成 １３ ３

４

接続の位置

４．５０

別　　紙　　１

一般国道１７号
群馬県
伊勢崎市

県道前橋玉村線 群馬県前橋市

県道前橋館林線



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－８６

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（群馬県伊勢崎市三和町から群馬県太田市只上まで）に関する

北関東自動車道



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

群馬県太田市只上

群馬県伊勢崎市三和町

北関東自動車道

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

16.0１００

群馬県伊勢崎市三和町

１６．０

群馬県太田市只上

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要設　計　区　間



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

－ － 側帯幅員0.75m

－ 側帯幅員0.75m

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０

構造による区分

－

４

往復分離する区間

４

往復分離しない区間
摘 要

左　側 右　側 計

－

側帯幅員0.75m

－

－ －

５．００

トンネル部分

－

－

車線

－

橋梁高架部分
（中小橋）

２．５０×２ －

－

計左　側

切土盛土部分

－ －

設　計　区　間

群馬県太田市只上

工事施工 用地買収

車線

２５トン　(Ｂ活荷重）

２．５０×２ ５．００

別　　紙　　１

群馬県伊勢崎市三和町



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北関東自動車道　　７１，５５２百万円の内数）

立体接続
太田インターチェンジ

（仮称）

備　　　考接続の方法

－ －

２０１０

１，１９４

３１

平成

平成 ２０ ３

１

一般国道１２２号

接続の位置

群馬県太田市

別　　紙　　１

４．５０

立体接続
藪塚インターチェンジ

（仮称）
一般県道大原境線群馬県太田市

他の道路の

路線名



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

北関東自動車道

（群馬県太田市只上から栃木県足利市菅田町まで）に関する

別紙１－８７

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００

摘　　要設　計　区　間

群馬県太田市只上

９．５

栃木県足利市菅田町

延　　長

９．５
栃木県足利市菅田町

群馬県太田市只上

北関東自動車道

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

３．００

１．００

用地買収

２．５０×２ ５．００

計

切土盛土部分

群馬県太田市只上

構造による区分
左　側

往復分離しない区間

トンネル部分

３．７５

２．００

側帯幅員0.75m

側帯幅員0.75m

２．５０ １．２５

－ － １．００

車線

設　計　区　間

栃木県足利市菅田町
４ 車線

工事施工

４

別　　紙　　１

２５トン　(Ｂ活荷重）

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．２５

３．７５２．５０ １．２５

摘 要
左　側 右　側 計

往復分離する区間

側帯幅員0.75m

側帯幅員0.75m

５．００
橋梁高架部分
（中小橋）

２．５０×２



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

なし

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北関東自動車道　　７１，５５２百万円の内数）

－ －

１７１０ ４

６４３

４．５０

３１

別　　紙　　１

平成

平成 ２２ ３



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

北関東自動車道

（栃木県足利市菅田町から栃木県下都賀郡岩舟町大字小野寺まで）に関する

別紙１－８８

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 栃木県足利市菅田町 から

栃木県下都賀郡岩舟町大字小野寺 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

摘　　要設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００ １４．０
栃木県下都賀郡岩舟町

大字小野寺

栃木県足利市菅田町

北関東自動車道

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

別　　紙　　１

１４．０



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

１．２５

４ 車線

２．５０ １．２５ ３．７５
橋梁高架部分
（中小橋）

２．５０×２

側帯幅員0.75m

側帯幅員0.75m

側帯幅員0.75m

２５トン　(Ｂ活荷重）

工事施工

栃木県下都賀郡岩舟町
大字小野寺

－

別　　紙　　１

用地買収設　計　区　間

２．５０×２ ５．００ ２．５０切土盛土部分

４ 車線

１．２５

栃木県足利市菅田町

構造による区分
往復分離する区間

左　側

往復分離しない区間

計

－トンネル部分

５．００

３．００
橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０ １．７５

右　側 計

側帯幅員0.75m

１．００ １．００

３．７５

２．００

摘 要
左　側



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北関東自動車道　　７１，５５２百万円の内数）

東北縦貫自動車道
弘前線

栃木県下都賀
郡岩舟町

立体接続
岩舟ジャンクション

（仮称）

別　　紙　　１

一般国道293号 栃木県足利市 立体接続

４．５０

他の道路の

路線名

栃木県佐野市

備　　　考接続の方法

立体接続
田沼インターチェンジ

（仮称）

足利インターチェンジ
（仮称）

－ －

平成 ２２ ３

接続の位置

県道佐野田沼線

３１

平成 ２０１０ １

８８４



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

（栃木県下都賀郡都賀町大字木から栃木県河内郡上三川町大字磯岡まで）に関する

北関東自動車道

別紙１－８９

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

摘　　要

１００

栃木県河内郡上三川町大字磯岡

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長

別　　紙　　１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１９．０
栃木県河内郡上三川町

大字磯岡

栃木県下都賀郡都賀町
大字木

北関東自動車道

設計速度
設　計　区　間

栃木県下都賀郡都賀町大字木

１９．０



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

切土盛土部分

トンネル部分

－

用地買収

２５トン　(Ｂ活荷重）

別　　紙　　１

－ －

３．５０ － － － 側帯幅員0.75m

５．００

構造による区分
往復分離する区間

橋梁高架部分
（中小橋）

２．５０×２

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２

－ －

計

－－ －

２．５０×２ ５．００ － －

車線

設　計　区　間

４
栃木県河内郡上三川町

大字磯岡

車線

工事施工

４

栃木県下都賀郡都賀町
大字木

左　側

往復分離しない区間

－ 側帯幅員0.75m

摘 要
左　側 右　側 計

側帯幅員0.75m

－



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北関東自動車道　　７１，５５２百万円の内数）

栃木都賀ジャンクション

別　　紙　　１

４．５０

県道宇都宮亀和
田栃木線

栃木県下都賀
郡都賀町

東北縦貫自動車道
弘前線

栃木県下都賀
郡都賀町

立体接続

１，１６２

他の道路の

路線名
接続の位置

栃木県河内郡
上三川町

県道壬生
インター線

一般国道４号

３１

平成

平成 １３ ３

１２

接続の方法

－ －

４５

備　　　考

立体接続
宇都宮上三川
インターチェンジ

栃木県下都賀
郡壬生町

立体接続 都賀インターチェンジ

立体接続 壬生インターチェンジ



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

（栃木県河内郡上三川町大字磯岡から栃木県真岡市長田まで）に関する

北関東自動車道

別紙１－９０

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

栃木県真岡市長田

栃木県河内郡上三川町
大字磯岡

北関東自動車道

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

７．５

摘　　要設　計　区　間

栃木県河内郡上三川町大字磯岡

７．５

栃木県真岡市長田

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

別　　紙　　１

３．７５ 側帯幅員0.75m

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．２５ ３．００ 側帯幅員0.75m

５．００

構造による区分
往復分離する区間

摘 要
左　側 右　側 計左　側

往復分離しない区間

トンネル部分

栃木県真岡市長田
４ 車線 ４ 車線

栃木県河内郡上三川町
大字磯岡

－ －

２．５０×２ ５．００

計

切土盛土部分 側帯幅員0.75m

－

２．５０ １．２５

－ －

３．７５

－

２．５０ １．２５
橋梁高架部分
（中小橋）

２．５０×２

用地買収

２５トン　(Ｂ活荷重）

設　計　区　間 工事施工



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北関東自動車道　　７１，５５２百万円の内数）

別　　紙　　１

－ －

２０１０

備　　　考接続の方法

立体接続
真岡インターチェンジ

（仮称）

４．５０

３１

平成

平成 ２０ ３

１

４１０

他の道路の

路線名
接続の位置

一般国道４０８号 栃木県真岡市



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－９１

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（栃木県真岡市長田　から茨城県西茨城郡岩瀬町大字長方まで）に関する

北関東自動車道



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間

栃木県真岡市長田　

１４．１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００

茨城県西茨城郡岩瀬町大字長方

延　　長

１４．１
茨城県西茨城郡岩瀬町

大字長方

栃木県真岡市長田

北関東自動車道

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

側帯幅員0.75m

橋梁高架部分
（長大橋）

－
橋梁高架部分
（中小橋）

－

１．７５×２ ３．５０ －

２．５０×２ －

側帯幅員0.75m

２５トン　(Ｂ活荷重）

別　　紙　　１

２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５

摘 要
左　側 右　側 計

側帯幅員0.75m

４

計

車線

設　計　区　間

茨城県西茨城郡岩瀬町
大字長方

４ 車線

工事施工 用地買収

－

栃木県真岡市長田

５．００

１．００ １．００

左　側

往復分離しない区間
構造による区分

－ － 側帯幅員0.75m

切土盛土部分

トンネル部分

３．７５

２．００－

往復分離する区間



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

な　　し

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北関東自動車道　　７１，５５２百万円の内数）

３１

平成

平成 ２１ ３

４１０

６３４

４．５０

別　　紙　　１

－ －

１７



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

（茨城県西茨城郡岩瀬町大字長方から茨城県西茨城郡友部町大字平町まで）に関する

北関東自動車道

別紙１－９２

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

１００

摘　　要設　計　区　間

茨城県西茨城郡岩瀬町大字長方

１８．１

茨城県西茨城郡友部町大字平町

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

茨城県西茨城郡友部町
大字平町

茨城県西茨城郡岩瀬町
大字長方

北関東自動車道

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

１８．１

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

別　　紙　　１

４

計

茨城県西茨城郡岩瀬町
大字長方

車線

構造による区分
往復分離する区間

１．００

－ －

２５トン　(Ｂ活荷重）

２．５０×２ ５．００ １．２５ ３．７５

２．００

側帯幅員0.75m

橋梁高架部分
（中小橋）

－ －

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０

車線

工事施工 用地買収設　計　区　間

茨城県西茨城郡友部町
大字平町

４

トンネル部分

２．５０切土盛土部分

－ － １．００

左　側

往復分離しない区間
摘 要

左　側 右　側 計

側帯幅員0.75m

－

１．７５ １．２５ ３．００ 側帯幅員0.75m



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北関東自動車道　　７１，５５２百万円の内数）

８６７

他の道路の

路線名
接続の位置

茨城県笠間市

別　　紙　　１

４．５０

３１

平成

平成 ２０ ３

県道土浦笠間線

一般国道５０号
茨城県西茨城
郡岩瀬町

立体接続
笠間インターチェンジ

（仮称）

－ －

２０１０ １

備　　　考

立体接続
岩瀬インターチェンジ

（仮称）

接続の方法



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－９３

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（茨城県西茨城郡友部町大字平町から茨城県水戸市元石川町まで）に関する

北関東自動車道



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで
茨城県水戸市元石川町

茨城県西茨城郡友部町
大字平町

北関東自動車道

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

２２．０

別　　紙　　１

茨城県西茨城郡友部町大字平町

２２．０

茨城県水戸市元石川町

摘　　要設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

側帯幅員0.75m

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２

－

－３．５０ － －

－

計
摘 要

左　側 右　側 計

－ －

－

車線

側帯幅員0.75m

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側

－

車線 ４

設　計　区　間 工事施工

別　　紙　　１

－ － －

茨城県水戸市元石川町
４

構造による区分

切土盛土部分

トンネル部分

５．００

茨城県西茨城郡友部町
大字平町

－

橋梁高架部分
（中小橋）

２．５０×２ ５．００

側帯幅員0.75m

用地買収

２５トン　(Ｂ活荷重）

２．５０×２

－ －



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北関東自動車道　　７１，５５２百万円の内数）

立体接続
茨城町東

インターチェンジ

茨城県東茨城
郡茨城町

立体接続

県道玉里水戸線

友部ジャンクション

４．５０

他の道路の
備　　　考

立体接続

立体接続 友部インターチェンジ

立体接続

平成

茨城ジャンクション
（仮称）

茨城県水戸市 立体接続 水戸南インターチェンジ

茨城町西
インターチェンジ

一般国道６号

常磐自動車道
茨城県西茨城
郡友部町
茨城県東茨城
郡茨城町

東関東自動車道
水戸線

茨城県東茨城
郡茨城町

－ －

４５ １２

一般国道３５５号

別　　紙　　１

平成 １３ ３

一般国道６号

１，０５４

一般国道６号
（東水戸道路）

茨城県水戸市 平面接続 本線

３１

茨城県西茨城
郡友部町

路線名
接続の方法接続の位置



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－９４

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（長野県南安曇郡豊科町大字高家から長野県千曲市大字屋代まで）に関する

中央自動車道　長野線



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

摘　　要設　計　区　間

長野県千曲市大字屋代

長野県南安曇郡豊科町
大字高家

中央自動車道　　長野線

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

４２．４

長野県千曲市大字屋代

長野県南安曇郡豊科町大字高家

４２．４

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

※ 上段：長野県南安曇郡豊科町大字高家 から長野県東筑摩郡麻績村麻まで
下段：長野県東筑摩郡麻績村麻から長野県千曲市大字屋代まで

切土盛土部分

トンネル部分

橋梁高架部分
（中小橋）

橋梁高架部分
（長大橋）

設　計　区　間

車線４
長野県千曲市大字屋代

４ 車線

別　　紙　　１

ＴＬ－２０トン 及び ＴＴ－４３トン

構造による区分
往復分離しない区間 往復分離する区間

工事施工
長野県南安曇郡豊科町

大字高家

用地買収

摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

５．００ ２．５０ １．００

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００

２．５０×２

０．７５ １．５０ 側帯幅員0.50m

側帯幅員0.50m

２．７５ 側帯幅員0.50m

３．５０

－ －

０．７５

２．５０

０．７５

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００

側帯幅員0.50m

２．５０×２ ５．００ 側帯幅員0.50m１．００ ３．５０

０．７５ １．５０－ －

側帯幅員0.50m

１．７５ １．００ ２．７５ 側帯幅員0.50m

２．７５

側帯幅員0.50m１．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

１．７５×２ ３．５０



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算
億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中央自動車道　　―百万円の内数）

３１

１５昭和

平成

－

他の道路の
接続の位置

３．００

関越自動車道
上越線

長野県千曲市

麻績インターチェンジ

備　　　考

５ ３

４８ １１

接続の方法

立体接続 更埴ジャンクション

別　　紙　　１

一般国道１８号 長野県千曲市 立体接続

一般国道４０３号
長野県東筑摩
郡麻績村

立体接続

路線名

２，５００

更埴インターチェンジ

－



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

（新潟県新潟市江口から新潟県新潟市長潟まで）に関する

北陸自動車道

別紙１－９５

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで
新潟県新潟市長潟

新潟県新潟市江口

北陸自動車道　　

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

別　　紙　　１

新潟県新潟市江口

６．４

新潟県新潟市長潟

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００ ６．４

摘　　要設　計　区　間



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

往復分離する区間

２．５０×２

１．７５×２ ３．５０

－ －

２．５０×２ － 側帯幅員0.75m

－ － － 側帯幅員0.75m

５．００

摘 要
左　側 右　側 計

－ －

－ －

側帯幅員0.75m

新潟県新潟市江口
車線

設　計　区　間

新潟県新潟市長潟
４

工事施工 用地買収

橋梁高架部分
（中小橋）

（長大橋）

計

切土盛土部分

トンネル部分

橋梁高架部分

構造による区分
左　側

往復分離しない区間

別　　紙　　１

－

－

５．００ － －

４車線

ＴＬ－２０トン、ＴＴ－４３トン 及び Ｂ活荷重



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北陸自動車道　　３，０７２百万円の内数）

別　　紙　　１

新潟空港
インターチェンジ

－ －

１５２ ５

備　　　考

３１

平成

平成 １０ ３

５２９

他の道路の

４．５０

接続の方法

県道新潟亀田
内野線

新潟県新潟市 立体接続

接続の位置
路線名



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

北陸自動車道

別紙１－９６

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（新潟県新潟市長潟から新潟県新潟市立仏まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

新潟県新潟市長潟

６．７

新潟県新潟市立仏

摘　　要設　計　区　間

新潟県新潟市立仏

新潟県新潟市長潟

北陸自動車道

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

６．７

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

車線

工事施工

５．００

往復分離する区間

左　側 右　側計

－

－

５．００ － －

－ －－

２．５０×２

トンネル部分

ＴＬ－２０トン 及び ＴＴ－４３トン

側帯幅員0.75m

新潟県新潟市長潟

別　　紙　　１

４ 車線

設　計　区　間

新潟県新潟市立仏
４

用地買収

往復分離しない区間

－ －２．５０×２

計左　側

橋梁高架部分
（中小橋）

構造による区分 摘 要

切土盛土部分

側帯幅員0.75m

－ － － 側帯幅員0.75m

橋梁高架部分

２．５０×２ ５．００

－

（長大橋）

－



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北陸自動車道　　３，０７２百万円の内数）

東北横断自動車
道

いわき新潟線
新潟県新潟市 立体接続 新潟中央ジャンクション

３．５０

２４６２ ３

他の道路の
接続の位置

３１７ ３

－ －

昭和

平成

６５２

別　　紙　　１

備　　　考

一般国道４９号
町道４８０号線

新潟県新潟市 立体接続
新潟亀田

インターチェンジ

路線名
接続の方法



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－９７

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（新潟県新潟市山田から新潟県長岡市上除町まで）に関する

北陸自動車道



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

２．１
新潟県新潟市

新潟県新潟市

北陸自動車道

延　　長
設　計　区　間

設計速度

新潟県新潟市山田

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

別　　紙　　１

５４．７

新潟県長岡市上除町

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

新潟県長岡市上除町
５２．６

新潟IC
新潟バリア

摘　　要

新潟県新潟市
１００



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

※下段：起点から新潟料金所まで

摘 要
左　側 右　側 計

工事施工

往復分離する区間往復分離しない区間
構造による区分

計

３．００×２

－
３．００×２ ６．００

２．５０×２ － 側帯幅員0.75m－

橋梁高架部分

盛土部分
２．５０×２

５．００

６．００

（長大橋）

５．００

５．００２．５０×２
橋梁高架部分

側帯幅員0.75m

側帯幅員0.75m－

ＴＬ－２０トン 及び ＴＴ－４３トン

設　計　区　間

新潟県新潟市

用地買収

別　　紙　　１

車線
新潟県長岡市上除町

４ 車線

－

－

－－

左　側

（中小橋）
－

４



（ト）中央帯の標準幅員

メートル

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算
億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

百万円（うち、債務引受基準額 百万円)

（※平成１７年度下半期工事費　北陸自動車道　　３，０７２百万円の内数）

中之島見附
インターチェンジ

一般国道８号
県道長岡ｲﾝﾀｰ線

新潟県長岡市 立体接続

関越自動車道
新潟線

新潟県長岡市 立体接続 長岡ジャンクション

長岡インターチェンジ

新潟県長岡市

－

４４

－

立体接続 巻潟東インターチェンジ

一般国道２８９号 新潟県三条市 立体接続 三条燕インターチェンジ

一般国道４６０号

備　　　考
路線名

一般国道１１６号 新潟県新潟市 立体接続 新潟西インターチェンジ

他の道路の
接続の位置 接続の方法

４．５０

別　　紙　　１

１，１１０

新潟県西蒲原
郡巻町

一般国道８号 立体接続

３１

昭和

平成 ７ ３

４ １



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

北陸自動車道

（新潟県長岡市上除町から新潟県上越市中屋敷まで）に関する

別紙１－９８

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

取付部
0.3km含む

新潟県上越市富岡

新潟県上越市中屋敷
８０ ４．６

新潟県長岡市上除町

７０．２

新潟県上越市中屋敷

延　　長

１００

新潟県上越市富岡

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

２４．５

１７．８

設　計　区　間

新潟県上越市柿崎区
８０

新潟県柏崎市下田尻

新潟県上越市柿崎区
１００

摘　　要

２３．３

新潟県柏崎市下田尻

新潟県長岡市上除町

北陸自動車道

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

２．５０×２

橋梁高架部分
（中小橋）
橋梁高架部分

３．５０

４

計

５．００ ２．５０

５．００

（長大橋）
１．７５ １．２５

１．２５

－ － １．００ １．００

ＴＬ－２０トン 及び ＴＴ－４３トン

側帯幅員0.75m

用地買収

切土盛土部分

１．７５×２

２．００

－

２．５０×２

側帯幅員0.75m

新潟県長岡市上除町

別　　紙　　１

設　計　区　間

新潟県上越市中屋敷
４

側帯幅員0.75m

－

車線車線

工事施工

３．００

３．７５

側帯幅員0.75m

構造による区分
往復分離する区間

摘 要
左　側 右　側 計左　側

往復分離しない区間

トンネル部分

－



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算
億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北陸自動車道　　３，０７２百万円の内数）

新潟県柏崎市

新潟県柏崎市

新潟県柏崎市

県道柏崎高浜
堀之内線

一般国道８号

２，４４０

他の道路の

４．５

－ －

路線名
接続の位置

一般国道２５２号

接続の方法

７

備　　　考

柏崎インターチェンジ立体接続

立体接続 西山インターチェンジ

上越インターチェンジ

立体接続

別　　紙　　１

一般国道１８号 新潟県上越市 立体接続

柿崎インターチェンジ

立体接続 米山インターチェンジ

一般国道８号 新潟県上越市

昭和

昭和 ５９

４６

３ ３１

１２



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－９９

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（新潟県上越市中屋敷から新潟県糸魚川市大字上刈まで）に関する

北陸自動車道



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

新潟県糸魚川市
大字上刈

新潟県上越市中屋敷

北陸自動車道

設計速度
摘　　要設　計　区　間

新潟県上越市中屋敷

３９．６

新潟県糸魚川市大字上刈

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長

８０ ３９．６



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

車線

工事施工

車線

用地買収

４
新潟県上越市中屋敷

新潟県糸魚川市
大字上刈

４

橋梁高架部分
（中小橋）

３．５０ １．７５

１．２５

２．７５

構造による区分
往復分離する区間

計

往復分離しない区間

左　側

１．７５×２切土盛土部分 １．００

１．５０

２．２５

橋梁高架部分

０．７５

（長大橋）

トンネル部分 ０．７５－

１．２５×２ ２．５０

ＴＬ－２０トン 及び ＴＴ－４３トン

設　計　区　間

別　　紙　　１

摘 要
左　側 右　側 計

側帯幅員0.50m

１．００

側帯幅員0.50m

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５ 側帯幅員0.50m

－

側帯幅員0.50m



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北陸自動車道　　３，０７２百万円の内数）

関越自動車道
上越線

新潟県上越市 立体接続 上越ジャンクション

３１

昭和

立体接続
名立谷浜

インターチェンジ

３

４７ ８

新潟県上越市

糸魚川インターチェンジ

平成 １３

－ －

３

別　　紙　　１

２，７２６

他の道路の

路線名

県道名立谷浜
インター線

県道能生
インター線

４．００

一般国道１４８号
新潟県
糸魚川市

立体接続

新潟県
糸魚川市

立体接続 能生インターチェンジ

接続の位置 接続の方法 備　　　考



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１００

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（新潟県糸魚川市大字上刈から富山県下新川郡朝日町小更まで）に関する

北陸自動車道



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

新潟県糸魚川市大字上刈

２７．２

富山県下新川郡朝日町小更

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
設　計　区　間

８０
富山県下新川郡
朝日町小更

新潟県糸魚川市
大字上刈

北陸自動車道

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

２７．２

摘　　要

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

側帯幅員0.50m１．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００

２．７５

２．７５

０．７５

４

往復分離しない区間

側帯幅員0.50m

－ － ０．７５

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ 側帯幅員0.50m

１．５０

２．２５

橋梁高架部分

側帯幅員0.50m

ＴＬ－２０トン 及び ＴＴ－４３トン

設　計　区　間 工事施工 用地買収

左　側

車線

摘 要
左　側 右　側 計

往復分離する区間

車線４

切土盛土部分

トンネル部分

橋梁高架部分
（中小橋）

別　　紙　　１

（長大橋）

富山県下新川郡
朝日町小更

構造による区分
計

新潟県糸魚川市
大字上刈



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．５０メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北陸自動車道　　３，０７２百万円の内数）

接続の位置 接続の方法 備　　　考

４．００

平成 ２２ ３

１５１１昭和

２，３０９

他の道路の

路線名

一般国道８号
新潟県
糸魚川市

－ －

４８

立体接続 親不知インターチェンジ

３１

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１０１

（富山県下新川郡朝日町小更から富山県下新川郡朝日町月山まで）に関する

北陸自動車道

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

１００

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要設　計　区　間

富山県下新川郡
朝日町月山

富山県下新川郡
朝日町小更

北陸自動車道

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

２．１

富山県下新川郡朝日町小更

富山県下新川郡朝日町月山
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２．１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

－－ － － － －
（長大橋）

往復分離する区間

側帯幅員0.75m１．２５

側帯幅員0.75m

－－

３．７５

１．２５ ３．７５

２．５０

摘 要
左　側 右　側

橋梁高架部分
（中小橋）

－ －

２．５０×２ ５．００

計

橋梁高架部分

－トンネル部分 －

ＴＬ－２０トン 及び ＴＴ－４３トン

２．５０×２ ５．００ ２．５０

設　計　区　間

土工部分

往復分離しない区間

左　側
構造による区分

４

富山県下新川郡
朝日町小更
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車線

工事施工

車線

用地買収

４

計

富山県下新川郡
朝日町月山



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

なし

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

百万円（うち、債務引受基準額 百万円)

（※平成１７年度下半期工事費　北陸自動車道　　３，０７２百万円の内数）

昭和 ５９ ３

昭和

４．５０
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－

４６

２５

３１

１６

－



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１０２

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（千葉県成田市小菅から千葉県成田市取香まで）に関する

成田国際空港線



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで
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３．２

千葉県成田市取香

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１２０

設　計　区　間
設計速度

千葉県成田市取香

千葉県成田市小菅
３．２

摘　　要

千葉県成田市小菅

成田国際空港線



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

３．５０メートル

２０トン

切土盛土部分

トンネル部分

４

構造による区分

千葉県成田市小菅

６．００ －

計左　側

－

３．００×２

－

橋梁高架部分
（中小橋）

（長大橋）

橋梁高架部分

－

右　側

往復分離しない区間

－－

左　側

－

３．００×２

用地買収

摘 要
往復分離する区間

計

側帯幅員0.75m－ －

－ 側帯幅員0.75m

－ － －
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車線

設　計　区　間

千葉県成田市取香
４ 車線

工事施工

６．００ －－

－



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算
億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

百万円（うち、債務引受基準額 百万円)

（※平成１７年度下半期工事費　成田国際空港線　　－　百万円の内数）

－

他の道路の

路線名

４．５０
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昭和

昭和 ４７ ７

４４

千葉県成田市

－

１４

新空港インターチェンジ新東京国際空港 平面接続

１４

２６

０．７５メートル×２を含む）

接続の位置 接続の方法 備　　　考



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１０３

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

（栃木県鹿沼市茂呂から栃木県宇都宮市徳次郎町まで）（改築）に関する

東北縦貫自動車道　弘前線



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間
栃木県鹿沼市茂呂 から

栃木県宇都宮市徳次郎町 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル （左側車線）
３．７５メートル （中央車線）
３．５０メートル （右側車線）

栃木県宇都宮市
徳次郎町

栃木県鹿沼市茂呂

東北縦貫自動車道　　弘前線

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長
摘　　要設　計　区　間

１２．０

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００

２５トン （B活荷重）　

１２．０
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（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

－ 側帯幅員0.75m

摘 要
左　側 右　側 計

－２．５０×２
橋梁高架部分
（長大橋）

往復分離しない区間

計左　側

橋梁高架部分
（中小橋）

トンネル部分

５．００ －

工事施工

２ 車線
栃木県鹿沼市茂呂

設　計　区　間

車線

切土盛土部分 ３．００×２ ６．００ 側帯幅員0.75m

栃木県宇都宮市
徳次郎町

４車線を
６車線に
改築

２

構造による区分
往復分離する区間

用地買収
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－

－ －

－３．００×２ ６．００

－ －

－ － 側帯幅員0.75m

－ － －

－



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

なし

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東北縦貫自動車道　　１，０７０百万円の内数）

２０

平成 １１ ３

平成 ５

－

１

－

３１

３３８

４．５０
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（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１０４

一般国道1号（横浜新道）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（有料道路名　：　横浜新道）

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間

神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台 から
神奈川県横浜市保戸塚区上矢部町 まで

（ロ）延　　　　長
８．５ キロメートル （　８．７キロメートル：ただし、連結路の区間を含む）

（３）工事方法

（イ）事業方式 有料道路事業

（ロ）道路の区分

神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台から神奈川県横浜市保土ヶ谷区仏向町まで 第 １ 種 第 ３ 級 （道路構造令）

神奈川県横浜市保土ヶ谷区仏向町から神奈川県横浜市戸塚区上矢部町まで 第 １ 種 第 ３ 級 （道路構造令）
第 １ 種 平地部

別　　紙　　１

一般国道１号



（ハ）設計速度

から
まで
から
まで

（ニ）設計自動車荷重

（ホ）車線の幅員
メートル

（ヘ）車線数

から
まで
から
まで

（ト）路肩の標準幅員　　　

神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台から神奈川県横浜市保土ヶ谷区仏向町まで
(単位：メートル）

―

車線

車線

計

車線

車線

６

４

６

４

橋梁高架部分

（長大橋） 1.75×２ 3.50 ―

橋梁高架部分

（中小橋） 2.50×２ 5.00 ― ― ―

トンネル部分
― ― 0.75 0.75 1.50

2.50×２ ―

構造による区分往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側

用地買収

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

２０トン及び２５トン　(Ｂ活荷重）

　摘　要

6.2

工事施工

80
神奈川県横浜市戸塚区上矢部町

摘　　要

神奈川県横浜市戸塚区上矢部町

80 2.3
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土工（掘割）部分

３．５０

設　計　区　間
神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台

神奈川県横浜市保土ヶ谷区仏向町
神奈川県横浜市保土ヶ谷区仏向町

設　計　区　間

神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台
神奈川県横浜市保土ヶ谷区仏向町
神奈川県横浜市保土ヶ谷区仏向町

―

5.00 ― ―



（ト）路肩の標準幅員　　　

神奈川県横浜市保土ヶ谷区仏向町から神奈川県横浜市戸塚区上矢部町まで
(単位：メートル）

（チ）中央帯の標準幅員

神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台から神奈川県横浜市保土ヶ谷区仏向町まで メートル

神奈川県横浜市保土ヶ谷区仏向町から神奈川県横浜市戸塚区上矢部町まで 及び １．６０ メートル

―

― ―

―

３．００

― ―

2.50×２ 5.00

トンネル部分

３．００

― ―

―

―

―（長大橋）

― ―

―
土工（掘割）部分

左　側 計 右　側左　側

往復分離する区間

0.75×２

橋梁高架部分

（中小橋） 1.50

橋梁高架部分

計
摘 要

0.75×２ 1.50 ― ―

2.50×２ 5.00

構造による区分往復分離しない区間
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（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

本線（保土ヶ谷）

本線（保土ヶ谷）

常盤台インターチェンジ

常盤台インターチェンジ

峰岡インターチェンジ

星川インターチェンジ

藤塚インターチェンジ

今井インターチェンジ

今井インターチェンジ

今井インターチェンジ

川上インターチェンジ

川上インターチェンジ

川上インターチェンジ

川上インターチェンジ

川上町

神奈川県横浜市戸塚区

岡沢町

立体接続

立体接続

接続の位置 接続の方法 備　　　考

川上町

神奈川県横浜市保土ヶ谷区

市道今井第３０８号線 平面接続

今井町

神奈川県横浜市保土ヶ谷区
常盤台

峰岡町

神奈川県横浜市保土ヶ谷区

立体接続

神奈川県横浜戸塚区

神奈川県横浜市保土ヶ谷区

藤塚町及び仏向町

神奈川県横浜市保土ヶ谷区

市道今井第２３５号線 平面接続

今井町

立体接続

市道品濃第２６１号線

市道東戸塚西線

神奈川県横浜市戸塚区 立体接続

川上町

市道三ツ沢第２０３号線

常盤台

市道川島岩間線

市道天王町第４６号線

星川町

立体接続

市道常盤台和田町線 立体接続神奈川県横浜市保土ヶ谷区

平面接続

平面接続

神奈川県横浜市保土ヶ谷区

立体接続

立体接続

一般国道４６６号 立体接続

（第三京浜道路）

神奈川県横浜市保土ヶ谷区

峰沢町及び岡沢町

神奈川県横浜市保土ヶ谷区

神奈川２号三ツ沢線）

他の道路の路線名

一般国道１号

市道品濃第２６２号線

市道環状２号線

市道高速１号線（首都高速道路

今井町

神奈川県横浜戸塚区

川上町

神奈川県横浜市保土ヶ谷区

市道今井第３２２号線
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上矢部インターチェンジ

本線

（４）工事予算

億円

接続の方法接続の位置他の道路の路線名

上矢部町

上矢部町
神奈川県横浜市戸塚区

１，３３４

備　　　考

平面接続

平面接続

一般国道１号
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神奈川県横浜市戸塚区県道瀬谷柏尾線



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

昭和５５年５月２５日

②工事の完成（予定）年月日

イ 昭和６０年３月３１日　 （三ツ沢ジャンクションの一部）

ロ 平成４年２月４日 （三ツ沢ジャンクションの一部）

ハ 平成５年２月２８日 （三ツ沢ジャンクションの一部）

ニ 平成９年３月２６日 （拡幅事業の一部）

ホ 平成１１年２月２４日 （川上ジャンクションの一部）

ヘ 平成１１年１２月１０日 （今井インターチェンジの一部）

ト 平成１３年９月２８日 （今井・川上インターチェンジの一部）

チ 平成２０年３月３１日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道1号（横浜新道）　　　　　－　百万円）

－ －
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（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１０５

一般国道６号（東水戸道路）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（有料道路名　：　東水戸道路）

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 茨城県水戸市元石川町字千束 から

茨城県ひたちなか市部田野 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ハ）設計速度

から

まで
茨城県ひたちなか市

部田野

茨城県水戸市元石川町
字千束

１０．２

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

100

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長
設　計　区　間

10.2

摘　　要
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一般国道６号



（ニ）設計自動車荷重

（ホ）車線の幅員 メートル

（ヘ）車線数

　摘　要

から

まで

（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

構造による区分 往復分離する区間

計左　側

茨城県水戸市元石川町
字千束

設　計　区　間

茨城県ひたちなか市
部田野

摘 要

車線４

―

トンネル部分

2.50×２ 5.00

― ――

３．５０

往復分離しない区間

工事施工

土工部分

４ 車線

左　側

3.50
橋梁高架部分
（中小橋） 5.00

―（長大橋）

橋梁高架部分

―

―

―

―

２０トン及び４３トン並びに２５トン　(Ｂ活荷重）

1.75×２

2.50×２

―

―

右　側計

―

―

―

用地買収

別　　紙　　１



（チ）中央帯の標準幅員

メートル

（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

本線

水戸南インターチェンジ

水戸大洗インターチェンジ

ひたちなかインターチェンジ

本線

（４）工事予算

億円

備　　　考

立体接続

接続の位置 接続の方法他の道路の路線名

茨城県ひたちなか市

部田野字山崎

北関東自動車道

４．５０

平面接続

立体接続

県道常陸那珂港南線

（常陸那珂有料道路）

茨城県水戸市
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１０２

立体接続

平面接続

一般国道６号

一般国道５１号

茨城県水戸市

元石川町字千束

茨城県水戸市

元石川町字千束

部田野字中西原

一般国道２４５号

大串町字小関

茨城県ひたちなか市



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 平成７年５月８日 （水戸南IC～水戸大洗IC)

ロ 平成９年１２月１７日 （水戸大洗IC～ひたちなかIC）

ハ 平成１１年１２月３日 （水戸大洗IC～ひたちなかIC）

②工事の完成（予定）年月日

イ 平成８年１２月１日 （水戸南IC～水戸大洗IC)

ロ 平成１１年７月２１日 （水戸大洗IC～ひたちなかIC）

ハ 平成１２年３月１５日 （水戸大洗IC～ひたちなかIC）

ニ 平成２０年３月３１日 （その他工事）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道6号（東水戸道路）　　　　　－　百万円）

－ －
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（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１０６

一般国道１４号及び一般国道１６号（京葉道路）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（有料道路名　：　京葉道路）

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 有料道路事業

（ロ）道路の区分

から
まで
から
まで
から
まで千葉県船橋市海神町

千葉県千葉市中央区浜野町

３６．８

千葉県船橋市海神町
千葉県市川市（江戸川大橋東詰）

東京都江戸川区一之江町
千葉県市川市（江戸川大橋東詰）
千葉県船橋市海神町

設　計　区　間
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一般国道１４号及び１６号

東京都江戸川区一之江町

延　　長
摘　　要

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
道路の区分

高速自動車国道等
の構造基準３級

４．５

４．４第１種平地部



から
まで
から
まで
から
まで

（ハ）設計速度

から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

千葉県千葉市若葉区殿台町

千葉県船橋市海神町

８０

８０

千葉県船橋市海神町

千葉県千葉市稲毛区園生町

８０

８０

千葉県千葉市稲毛区園生町

千葉県千葉市若葉区殿台町

設　計　区　間

千葉県市川市（江戸川大橋東詰）

千葉県船橋市海神町
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道路の区分
延　　長

摘　　要

千葉県船橋市海神町

１０．４
千葉県千葉市若葉区殿台町

千葉県千葉市中央区浜野町

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

千葉県千葉市中央区浜野町

１５．７
千葉県千葉市稲毛区園生町

１．８
千葉県千葉市稲毛区園生町
千葉県千葉市若葉区殿台町

千葉県船橋市海神町 第１種第３級
（道路構造令）
第１種第３級

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１０．４
第１種第３級
（道路構造令）

（道路構造令）

設　計　区　間

８０ ４．４

東京都江戸川区一之江町

千葉県市川市（江戸川大橋東詰）

設計速度 延　　長
摘　　要

１５．７

４．５

１．８



（ニ）設計自動車荷重

２０トン及び４３トン並びに２５トン（Ｂ活荷重）

（ホ）車線の幅員
メートル

（ヘ）車線数

　摘　要

から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

車線

千葉県千葉市稲毛区園生町

千葉県千葉市稲毛区園生町

４ 車線 ４ 車線

千葉県千葉市若葉区殿台町

千葉県千葉市若葉区殿台町
４ 車線 ４ 車線

千葉県千葉市中央区浜野町

千葉県船橋市海神町

４ 車線 ４

千葉県船橋市海神町

千葉県市川市（江戸川大橋東詰）

６ 車線 ６ 車線
千葉県船橋市海神町

車線４～８ 車線 ４～８
千葉県市川市（江戸川大橋東詰）

千葉県船橋市海神町
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東京都江戸川区一之江町

設　計　区　間 工事施工 用地買収

３．５０



（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

イ　東京都江戸川区一之江町から千葉県市川市（江戸川大橋東詰）まで (単位：メートル）

ロ　千葉県船橋市海神町から千葉県船橋市海神町まで (単位：メートル）

ハ　千葉県市川市（江戸川大橋東詰）から千葉県船橋市海神町まで (単位：メートル）

橋梁高架部分

別　　紙　　１

土工（掘割）部分

トンネル部分

橋梁高架部分

土工（掘割）部分

トンネル部分

橋梁高架部分

橋梁高架部分

構造による区分往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

0.50×２ 1.00 ― ― ―

― ― ― ― ―

（中小橋） 0.50×２ 1.00 ― ― ―

（長大橋） ― ― ― ― ―
橋梁高架部分

構造による区分往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

0.50×２ 1.00 ― ― ―

― ― ― ― ―

（中小橋） 0.50×２ 1.00 ― ― ―

（長大橋） ― ― ― ― ―

構造による区分往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

土工（掘割）部分
3.00×２ 6.00 ― ― ―

トンネル部分
― ― ― ― ―

（中小橋） 3.00×２ 6.00 ― ― ―
橋梁高架部分
（長大橋） 1.25×２ 2.50 ― ― ―



二　千葉県船橋市海神町から千葉県千葉市稲毛区園生町まで (単位：メートル）

ホ　千葉県千葉市稲毛区園生町から千葉県千葉市若葉区殿台町まで (単位：メートル）

ヘ　千葉県千葉市若葉区殿台町から千葉県千葉市中央区浜野町まで (単位：メートル）
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2.50×２ 5.00

構造による区分往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

土工（掘割）部分
1.25×２ 2.50 ― ― ―

トンネル部分
― ― ― ― ―

橋梁高架部分
（中小橋） 1.25×２ 2.50 ― ― ―

2.50×２ 5.00

橋梁高架部分
（長大橋） 1.25×２ 2.50 ― ― ―

2.50×２ 5.00

構造による区分往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

土工（掘割）部分
2.50×２ 5.00 ― ― ―

トンネル部分
― ― ― ― ―

橋梁高架部分
（中小橋） 2.50×２ 5.00 ― ― ―
橋梁高架部分
（長大橋） 2.50×２ 5.00 ― ― ―

構造による区分往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

土工（掘割）部分
2.50×２ 5.00 ― ― ―

トンネル部分
― ― ― ― ―

（中小橋） 2.50×２ 5.00 ― ― ―

（長大橋）
0.75×２ 1.50

橋梁高架部分

橋梁高架部分

3.501.75×２
5.00 ― ― ―2.50×２



（チ）中央帯の標準幅員
(単位：メートル）

から

まで

から

まで
から
まで
から
まで
から
まで
から
まで

３．００

３．００

５．５０

５．５０

３．００

２．２５，３．００

中央帯の幅員 摘　　要
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設　計　区　間

東京都江戸川区一之江町

千葉県市川市（江戸川大橋東詰）

千葉県船橋市海神町

千葉県船橋市海神町
千葉県市川市（江戸川大橋東詰）
千葉県船橋市海神町
千葉県船橋市海神町

千葉県千葉市中央区浜野町

千葉県千葉市稲毛区園生町
千葉県千葉市稲毛区園生町
千葉県千葉市若葉区殿台町
千葉県千葉市若葉区殿台町



（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線
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他の道路の路線名

一般国道１４号

区道０６７０号線

区道１１２０号線

区道１１４０号線

備　　　考

平面接続東京都江戸川区新堀

平面接続東京都江戸川区新堀

平面接続東京都江戸川区新堀

区道００５０号線

東京都江戸川区春江町区道００７０号線

平面接続東京都江戸川区一之江町

接続の位置 接続の方法

平面接続東京都江戸川区春江町

平面接続

平面接続区道００８０号線 東京都江戸川区春江町

平面接続幹線区道Ａ０３８０号線 東京都江戸川区新堀

平面接続区道１１８０号線 東京都江戸川区春江町

平面接続区道０２９０号線 東京都江戸川区春江町

平面接続区道１２３０号線 東京都江戸川区春江町

平面接続幹線区道Ａ０３９０号線 東京都江戸川区春江町

平面接続区道０３９０号線 東京都江戸川区春江町

平面接続区道０４００号線 東京都江戸川区瑞江

平面接続幹線区道Ａ０３１０号線 東京都江戸川区谷河内町

平面接続都道３０７号線 東京都江戸川区谷河内町

平面接続区道００２０号線 東京都江戸川区谷河内町



本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線
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区道００４０号線 東京都江戸川区谷河内町 平面接続

平面接続

区道０８８０号線 東京都江戸川区谷河内町 平面接続

備　　　考

平面接続区道０８７０号線 東京都江戸川区谷河内町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

平面接続区道００３０号線 東京都江戸川区谷河内町

区道０９００号線 東京都江戸川区谷河内町

都道首都高速７号線 東京都江戸川区谷河内町 平面接続

平面接続区道００５０号線 東京都江戸川区谷河内町

区道０９１０号線 東京都江戸川区篠崎町 平面接続

平面接続

平面接続

区道００６０号線

区道０９２０号線

東京都江戸川区篠崎町

東京都江戸川区篠崎町

区道０９４０号線 東京都江戸川区篠崎町 平面接続

平面接続区道００７０号線 東京都江戸川区篠崎町

区道１０７０号線 東京都江戸川区篠崎町 平面接続

平面接続区道００８０号線 東京都江戸川区篠崎町

区道１１３０号線 東京都江戸川区篠崎町 平面接続

平面接続区道００９０号線 東京都江戸川区篠崎町



本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

本線

京葉ジャンクション（仮称）

市川インターチェンジ

市川インターチェンジ

原木インターチェンジ

船橋インターチェンジ

備　　　考
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平面接続区道１１６０号線

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

平面接続

平面接続

区道０１００号線

区道０９８０号線

平面接続

平面接続

区道０１１０号線

区道０９９０号線 東京都江戸川区篠崎町

平面接続

平面接続

幹線区道Ａ０４２０号線

区道１０００号線

東京都江戸川区篠崎町

東京都江戸川区篠崎町

平面接続

平面接続

区道０２２０号線

区道１０１０号線

東京都江戸川区篠崎町

東京都江戸川区篠崎町

平面接続

平面接続

区道１０２０号線

区道０８４０号線 東京都江戸川区篠崎町

東京都江戸川区篠崎町

立体接続

立体接続

都道４５１号線

東関東自動車道　水戸線

東京都江戸川区篠崎町

千葉県市川市稲荷木

立体接続

立体接続

県道浦安鎌ヶ谷線

市道０２１４号線

千葉県市川市稲荷木

千葉県市川市田尻

立体接続

平面接続

県道船橋行徳線

市道０５９５号線 千葉県船橋市海神

千葉県市川市二俣

東京都江戸川区篠崎町

東京都江戸川区篠崎町

東京都江戸川区篠崎町

東京都江戸川区篠崎町



船橋インターチェンジ

船橋インターチェンジ

船橋インターチェンジ

船橋インターチェンジ

船橋インターチェンジ

花輪インターチェンジ

花輪インターチェンジ

幕張インターチェンジ

武石インターチェンジ

宮野木ジャンクション

穴川インターチェンジ

穴川インターチェンジ

穴川インターチェンジ

貝塚インターチェンジ

千葉東ジャンクション

松ヶ丘インターチェンジ

松ヶ丘インターチェンジ
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平面接続市道０５１１８号線

平面接続市道０５１２２号線

市道海神町線

立体接続

立体接続

立体接続

立体接続

平面接続

立体接続

立体接続

立体接続

千葉県千葉市稲毛区萩台町

千葉県船橋市海神

立体接続

千葉県船橋市海神

千葉県船橋市宮本

千葉県船橋市海神

千葉県船橋市海神

千葉県船橋市宮本及び

立体接続

立体接続

立体接続

立体接続

千葉県千葉市中央区星久喜町

千葉県千葉市若葉区貝塚町

千葉県千葉市若葉区大宮町

一般国道２９６号

一般国道１４号

県道千葉鎌ヶ谷松戸線

一般国道１４号

平面接続

市道０５１０５号線 平面接続

千葉県船橋市海神

東関東自動車道　水戸線

一般国道１６号

県道船橋我孫子線

習志野市谷津の境

千葉県習志野市鷲沼及び
千葉市花見川区幕張本郷の境

千葉県千葉市花見川区武石町

一般国道１６号

一般国道１２６号
（千葉東金道路）

一般国道１６号

一般国道１６号

千葉県千葉市花見川区畑町及び

千葉市稲毛区宮野木町
千葉県千葉市稲毛区園生町

千葉県千葉市中央区星久喜町

千葉県千葉市若葉区殿台町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

一般国道１６号

一般国道１６号



蘇我インターチェンジ

蘇我インターチェンジ

本線

（４）工事予算

億円１，９２８

平面接続

一般国道１６号線

別　　紙　　１

立体接続

立体接続

接続の方法

千葉県千葉市中央区浜野町

一般国道１６号線

東関東自動車道　千葉富津線

千葉県千葉市中央区蘇我町

千葉県千葉市中央区生実町

備　　　考他の道路の路線名 接続の位置



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

昭和６３年３月２５日

②工事の完成（予定）年月日

イ 平成１９年３月３１日 （蘇我インターチェンジ改築のみ）

ロ 平成２６年３月３１日 （蘇我インターチェンジ改築を除く）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道14号及び一般国道16号（京葉道路）　　４，３０７　百万円）
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－ －



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１０７

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

一般国道１６号及び一般国道４６８号（横浜横須賀道路）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（有料道路名 ： 横浜横須賀道路）

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間

一般国道１６号 から
（佐原～馬堀海岸） まで

一般国道１６号 から
（改築区間） まで

一般国道１６号 から
（金沢支線） まで

一般国道４６８号 から
（戸塚支線） まで

神奈川県横浜市保土ヶ谷区狩場町
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一般国道１６号及び一般国道４６８号

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町

神奈川県横須賀市馬堀海岸四丁目
神奈川県横須賀市佐原一丁目

神奈川県横須賀市佐原一丁目

神奈川県横浜市金沢区並木三丁目

神奈川県横浜市戸塚区原宿町
神奈川県横浜市金沢区釜利谷町



（ロ）延　　　　長

一般国道１６号 キロメートル
（佐原～馬堀海岸）

一般国道１６号 キロメートル
（改築区間））

一般国道１６号 キロメートル
（金沢支線）

一般国道４６８号 キロメートル
（戸塚支線）

（３）工事方法

（イ）事業方式

一般国道１６号 有料道路事業
（佐原～馬堀海岸）

一般国道１６号 有料道路事業
（改築区間）

一般国道１６号 有料道路事業
（金沢支線）

一般国道４６８号 公共事業・有料道路事業　合併施行方式
（戸塚支線）

４．２

８．７
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２８．５

４．３



（３）工事方法

（ロ）道路の区分

一般国道１６号 （佐原～馬堀海岸） 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

一般国道１６号 （改築区間） 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

一般国道１６号 （金沢支線） 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

一般国道４６８号 （戸塚支線） 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ハ）設計速度

から
まで
から
まで
から
まで
から
まで

（ニ）設計自動車荷重

神奈川県横須賀市馬堀海岸四丁目から神奈川県横須賀市佐原町一丁目まで

神奈川県横須賀市佐原一丁目から神奈川県逗子市池子四丁目まで

神奈川県逗子市池子四丁目から神奈川県横浜市保土ヶ谷区狩場町まで

神奈川県横浜市保土ヶ谷区狩場町から神奈川県横浜市保土ヶ谷区狩場町まで

神奈川県横浜市金沢区並木三丁目から神奈川県横浜市金沢区釜利谷町まで

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町から神奈川県横浜市戸塚区原宿町まで

神奈川県横浜市金沢区並木三丁目
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80
神奈川県横浜市金沢区釜利谷町

80

神奈川県横須賀市佐原一丁目

摘　　要設　計　区　間

28.5
神奈川県横須賀市佐原一丁目
神奈川県横浜市保土ヶ谷区狩場町

8.7

80

設計速度

神奈川県横須賀市馬堀海岸四丁目
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

4.2

２０トン及び４３トン

２５トン（Ｂ活荷重）

２５トン（Ｂ活荷重）

２０トン及び４３トン

延　　長

80
神奈川県横浜市金沢区釜利谷町
神奈川県横浜市戸塚区原宿

4.3

２０トン

２０トン及び４３トン



（ホ）車線の幅員

一般国道１６号 （佐原～馬堀海岸） ３．５０ メートル

一般国道１６号 （改築区間） ３．５０ メートル

一般国道１６号 （金沢支線） ３．５０ メートル

一般国道４６８号 （戸塚支線） ３．５０ メートル

（ヘ）車線数

から
まで
から
まで
から
まで
から
まで
から
まで
から

まで

（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

佐原～馬堀海岸 (単位：メートル）

（戸塚支線）

（改築区間）

（改築区間）

（改築区間）

（金沢支線）

　摘　要

（佐原～馬堀海岸）

車線

４

４

６

６

６

車線

車線

車線

車線

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町

神奈川県横浜市戸塚区原宿

往復分離しない区間

2.50×２

―

土工部分

計

神奈川県横浜市保土ヶ谷区狩場町
神奈川県横浜市保土ヶ谷区狩場町
神奈川県横浜市保土ヶ谷区狩場町

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町

車線

―

―

―

―

６

神奈川県横須賀市佐原一丁目
車線

４

６

―

5.00

用地買収工事施工
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車線

車線

６ 車線

神奈川県横須賀市佐原一丁目

４

―

車線

４
(暫定２車)

神奈川県逗子市池子四丁目

構造による区分

神奈川県横浜市金沢区並木三丁目

神奈川県横須賀市馬堀海岸四丁目

４

―

―

橋梁高架部分

左　側 計左　側

橋梁高架部分
（中小橋）

（長大橋）

トンネル部分
―

2.50×２

1.75×２ 3.50 ――

車線

設　計　区　間

神奈川県逗子市池子四丁目

―

摘 要
往復分離する区間

右　側

―5.00



改築区間 （神奈川県横須賀市佐原一丁目～神奈川県逗子市池子四丁目まで）
(単位：メートル）

改築区間 （神奈川県逗子市池子四丁目～神奈川県横浜市保土ヶ谷区狩場町）
(単位：メートル）

改築区間 （神奈川県横浜市保土ヶ谷区狩場町～神奈川県横浜市保土ヶ谷区狩場町）
(単位：メートル）

橋梁高架部分
（長大橋） 2.75×２ 5.50 ― ― ―

橋梁高架部分
（中小橋） 2.75×２ 5.50 ― ― ―

トンネル部分
― ― ― ― ―

土工部分
2.75×２ 5.50 ― ― ―

（長大橋） 1.75×２ 3.50 ―

橋梁高架部分
（中小橋）

2.50×２ 5.00

― ― ―

トンネル部分
1.50

土工部分
― ― ―

― ― 0.75 0.75

構造による区分往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

5.00 ―

（長大橋） 1.75×２ 3.50 ― ― ―

橋梁高架部分

橋梁高架部分
（中小橋） 2.50×２

摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計
往復分離しない区間 往復分離する区間
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―

構造による区分

―

土工部分
2.50×２ 5.00 ―

0.75

―

トンネル部分
0.75 1.50―

― ―

往復分離する区間往復分離しない区間
計 左　側 右　側 計

2.50×２ 5.00
橋梁高架部分

― ―

構造による区分
摘 要

左　側



金沢支線 (単位：メートル）

戸塚支線 (単位：メートル）

―

橋梁高架部分

（中小橋） 2.50×２ 5.00

トンネル部分

橋梁高架部分

（長大橋） 1.75×２ 3.50 ―

― ― 0.75 0.75 1.50

土工部分
2.50×２ 5.00 ― ― ―

構造による区分往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

橋梁高架部分

（長大橋） 1.75×２ 3.50 ― ― ―

橋梁高架部分
（中小橋） 2.50×２ 5.00 ― ― ―

トンネル部分
― ― 0.75 0.75 1.50

土工部分
2.50×２ 5.00 ― ― ―

摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計
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往復分離しない区間 往復分離する区間

― ― ―

―

構造による区分



（チ）中央帯の標準幅員

一般国道１６号 メートル
（佐原～馬堀海岸）

一般国道１６号 メートル
（改築区間）

一般国道１６号 メートル

（金沢支線）

一般国道４６８号 メートル

（戸塚支線）

～　３．５０３．００
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～　５．００

３．００

３．００

３．００



（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

佐原～馬堀海岸，　改築区間

馬堀海岸インターチェンジ

（仮称）

馬堀インターチェンジ

（仮称）

佐原インターチェンジ

衣笠インターチェンジ

衣笠インターチェンジ

横須賀インターチェンジ

横須賀インターチェンジ

横須賀インターチェンジ

逗子インターチェンジ

逗子インターチェンジ

朝比奈インターチェンジ

港南台インターチェンジ

日野インターチェンジ

別所インターチェンジ

狩場インターチェンジ

県道横浜鎌倉線

立体接続

（三浦縦貫道路）

市道６８３６号

県道原宿六ツ浦線

県道横須賀逗子線

沼間三丁目

朝比奈町

市道柏尾第２８６号線 立体接続

神奈川県逗子市

沼間三丁目

神奈川県横浜市港南区 立体接続

立体接続市道日野第２２８号線

港南台七丁目

神奈川県横浜市金沢区

一般自動車道逗葉新道

立体接続

立体接続

衣笠町

県道横須賀葉山線

一般国道１号

立体接続

浦賀町一丁目

神奈川県横須賀市

幹線道路

市道６８５１号

県道横須賀三崎線

県道本町山中線

（本町山中有料道路）

横須賀流通業務拠点

神奈川県横須賀市

衣笠町

神奈川県横須賀市

佐原一丁目

神奈川県横須賀市

山中町

神奈川県横須賀市

山中町

神奈川県横須賀市

別所五丁目

立体接続

立体接続

立体接続

神奈川県横須賀市

神奈川県逗子市 立体接続

神奈川県横須賀市

山中町

神奈川県横浜市港南区

立体接続

立体接続

日野町
神奈川県横浜市南区

神奈川県横浜市保土ヶ谷区
狩場町

馬堀海岸四丁目

一般国道１６号

備　　　考
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他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

立体接続県道浦賀港線

平面接続



佐原～馬堀海岸，　改築区間

狩場インターチェンジ

新保土ヶ谷インターチェンジ

金沢支線

並木インターチェンジ

堀口能見台インターチェンジ

釜利谷ジャンクション

本線

戸塚支線

公田インターチェンジ
（仮称）
栄インター・ジャンクション
（仮称）
戸塚インターチェンジ
（仮称）

備　　　考

接続の方法 備　　　考

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

立体接続

都市計画道路　横浜藤沢線

立体接続

立体接続

（首都高速道路湾岸線） 並木三丁目
立体接続

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

（首都高速道路神奈川３号狩場線）
一般国道１６号
（横浜新道）

市道長浜第９９号線

立体接続

立体接続

平面接続神奈川県横浜市金沢区

神奈川県横浜市金沢区
並木三丁目

神奈川県横浜市金沢区
並木三丁目

市道長浜第５６号線

市道堀口第５３１号線

県道高速湾岸線

都市計画道路　上郷公田線

一般国道１号

神奈川県横浜市保土ヶ谷区

神奈川県横浜市保土ヶ谷区市道高速２号線 立体接続

平面接続
狩場町

戸塚区原宿町

神奈川県横浜市金沢区
堀口

神奈川県横浜市
栄区公田町
神奈川県横浜市
栄区田谷町
神奈川県横浜市

狩場町

別　　紙　　１

他の道路の路線名 接続の位置



（４）工事予算

億円

一般国道１６号 （佐原～馬堀海岸線） 億円

一般国道１６号 （改築区間） 億円

一般国道１６号 （金沢支線） 億円

一般国道４６８号 （戸塚支線） 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

一般国道１６号 （佐原～馬堀海岸） 平成７年４月１３日

一般国道１６号 （改築区間） 平成４年８月１８日

一般国道１６号 （金沢支線） 昭和６０年３月２９日

一般国道４６８号 （戸塚支線） 平成１３年３月１０日
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８２４

２，５２０

８９０

１１６

４，３５０



②工事の完成（予定）年月日

一般国道１６号 平成２０年３月３１日
（佐原～馬堀海岸）

一般国道１６号 イ 平成７年４月９日　　　　（横須賀ＰＡ上り線）
（改築区間）

ロ 平成９年３月２６日　　　（補助車線）

ハ 平成１０年３月２５日　　（横須賀ＰＡ下り線）

ニ 平成１４年６月８日

一般国道１６号 イ 平成３年３月２５日　　（暫定２車線）
（金沢支線）

ロ 平成４年１０月３日　　（金沢自然公園連絡路）

ハ 平成９年３月２６日　　（暫定４車線及び堀口能見台インターチェンジ）

ニ 平成２０年３月３１日

一般国道４６８号 平成２０年３月３１日
（戸塚支線）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道16号及び一般国道468号（横浜横須賀道路）　　３，５８１　百万円）

別　　紙　　１

－ －



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１０８

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

一般国道４５号（三陸縦貫自動車道（仙塩道路））に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

一般国道４５号

（有料道路名　：　三陸縦貫自動車道（仙塩道路））

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ハ）設計速度

から

まで

設計速度

宮城県仙台市宮城野区中野

７．８

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間

宮城県宮城郡利府町春日

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長

宮城県宮城郡
利府町春日

７．８１００

宮城県仙台市
宮城野区中野



（ニ）設計自動車荷重

２０トン及び４３トン並びに２５トン（Ｂ活荷重）

（ホ）車線の幅員

（ヘ）車線数

　摘　要

から

まで

（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

２．５０（長大橋）

摘 要
計左　側

宮城県仙台市
宮城野区中野

往復分離しない区間

宮城県宮城郡
利府町春日

構造による区分

左　側 右　側計

１．２５×２

橋梁高架部分

工事施工

往復分離する区間

２ 車線

用地買収

４ 車線

１．７５×２

橋梁高架部分

（中小橋）

土工（掘割）部分

－

－

トンネル部分
－

１．７５×２

－

－ － －

－

設　計　区　間

３．５０

－

－

３．５０

－

３．５０ メートル

別　　紙　　１

－

－－



（チ）中央帯の標準幅員

（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

県道仙台松島線

県道仙台松島線
（仙台松島道路）

立体接続

宮城県宮城郡
利府町春日

立体接続

立体接続

立体接続

宮城県仙台市
宮城野区中野

宮城県宮城郡
利府町加瀬

宮城県宮城郡
利府町加瀬

宮城県宮城郡
利府町春日

平面接続

７０

備　　　考接続の位置 接続の方法

一般国道６号
（仙台東部道路）

平面接続
宮城県仙台市
宮城野区中野

本線

路線名

一般国道４５号
（仙台東部道路）

一般国道４７号
（仙台北部道路）

県道塩釜吉岡線

本線

利府中インターチェンジ

仙台港北
インターチェンジ

利府ジャンクション

利府塩釜
インターチェンジ

他の道路の

別　　紙　　１



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ　平成　７年　５月　１日

②工事の完成（予定）年月日

イ　平成　９年　３月２７日　　　（仙台港北～利府中ＩＣ）

ロ　平成１３年　５月２４日　　　（利府塩釜ＩＣ）

ハ　平成２４年　３月３１日　　　（その他工事）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道４５号（三陸縦貫自動車道（仙塩道路））　　　　　－　百万円）

別　　紙　　１

－ －



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１０９

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

一般国道４７号（仙台北部道路）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（有料道路名　：　仙台北部道路)

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ハ）設計速度

から

まで

一般国道４７号

別　　紙　　１

宮城県宮城郡利府町加瀬

５．２

宮城県宮城郡利府町沢乙

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設　計　区　間

５．２

摘　　要

１００
宮城県宮城郡
利府町沢乙

宮城県宮城郡
利府町加瀬



（ニ）設計自動車荷重

（ホ）車線の幅員 メートル

（ヘ）車線数

　摘　要

から

まで

（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

３．５０

－

１．７５×２

－

構造による区分

左　側 計

－

橋梁高架部分

３．５０

往復分離しない区間
摘 要

左　側

宮城県宮城郡
利府町加瀬
宮城県宮城郡
利府町沢乙

２ 車線

別　　紙　　１

２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

工事施工

往復分離する区間

設　計　区　間

橋梁高架部分

右　側計

土工（掘割）部分

－

－

トンネル部分

（中小橋）

（長大橋）

－１．７５×２

１．２５×２

－

３．５０

－－２．５０ －

－

－

用地買収

４ 車線

－

－



（チ）中央帯の標準幅員

（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円８４

一般国道４５号
（三陸縦貫自動車道）

接続の方法

県道塩竃吉岡線

接続の位置

立体接続 利府ジャンクション
宮城県宮城郡
利府町加瀬

一般国道４７号

備　　　考

路線名

本線

立体接続
利府しらかし台
インターチェンジ

宮城県宮城郡
利府町沢乙

宮城県宮城郡
利府町沢乙

平面接続

他の道路の

別　　紙　　１



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ　平成１３年　１月１８日      （利府ＪＣＴ～利府しらかし台ＩＣ）

②工事の完成（予定）年月日

イ　平成１４年　５月１７日　　　（利府ＪＣＴ～利府しらかし台ＩＣ）

ロ　平成２１年　３月３１日　　　（利府ＪＣＴ付加車線）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道４７号（仙台北部道路）　　　　　－　百万円）

別　　紙　　１

－ －



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１１０

一般国道126号（千葉東金道路)に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（有料道路名　：　千葉東金道路（二期））

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 千葉県山武郡横芝町遠山 から

千葉県東金市山田 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 有料道路事業　

（ロ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ハ）設計速度

から

まで

１６．１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００

設　計　区　間

千葉県山武郡横芝町遠山

千葉県東金市山田

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長

１６．１

摘　　要

別　　紙　　１

一般国道126号

設計速度



（ニ）設計自動車荷重

（ホ）車線の幅員 メートル

（ヘ）車線数

から

まで

（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

用地買収

２０トン及び４３トン並びに２５トン　(Ｂ活荷重）

1.75×２ ―

―

――

土工部分

橋梁高架部分

トンネル部分

2.50×２

―

（長大橋） ―

2.50×２

―

3.50 ―

―5.00

４

橋梁高架部分
（中小橋）

―

― ―5.00 ―

左　側 計

４
千葉県山武郡横芝町遠山

千葉県東金市山田
車線

工事施工

３．５０

計右　側左　側

―

摘 要

別　　紙　　１

　摘　要設　計　区　間

構造による区分

車線

往復分離しない区間 往復分離する区間



（チ）中央帯の標準幅員

メートル

（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

松尾横芝インターチェンジ

松尾横芝インターチェンジ

山武成東インターチェンジ

東金インターチェンジ

東金インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（東京湾横断・木更津東金道路）

千葉県山武郡横芝町

千葉県山武郡横芝町

千葉県山武郡山武町

(銚子連絡道路）

県道成東酒々井線

県道成田松尾線

一般国道１２６号

立体接続千葉県東金市小野

千葉県東金市丹尾

東金市道５１４６号線

４．５０

別　　紙　　１

他の道路の路線名

立体接続

１，３５４

平面接続一般国道４６８号

立体接続

立体接続

接続の位置 接続の方法 備　　　考



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

平成２年１０月１日

②工事の完成（予定）年月日

平成１８年３月３１日 （松尾横芝ＩＣ改良）

平成２５年３月３１日 （松尾横芝ＩＣ改良を除く）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道126号（千葉東金道路）　　　－　百万円）

別　　紙　　１

－ －



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１１１

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

一般国道126号（千葉東金道路）（松尾横芝IC改良）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（有料道路名　：　千葉東金道路（二期））

（２）　工事の区間

千葉県山武郡松尾町谷津 から

千葉県山武郡松尾町谷津 まで

（３）工事方法

（イ）事業方式 有料道路事業

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

松尾横芝インターチェンジ 千葉県山武郡横芝町 立体接続県道成田松尾線

松尾横芝インターチェンジ 千葉県山武郡横芝町 立体接続一般国道１２６号（銚子連絡道路）

別　　紙　　１

施設の名称

一般国道１２６号

接続の位置 他の道路の路線名 備　　考



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成（予定）年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

３１

別　　紙　　１

３

平成 １

平成 １８

２ ２

２ １０

２



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１１２

一般国道127号（富津館山道路）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（有料道路名　：　富津館山道路）

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 千葉県安房郡富浦町深名 から

千葉県富津市竹岡 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ハ）設計速度

から

まで

一般国道127号

８０

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

１９．２

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

千葉県富津市竹岡

千葉県安房郡
富浦町深名

１９．２

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
延　　長



（ニ）設計自動車荷重

（ホ）車線の幅員 メートル

（ヘ）車線数

　摘　要

から

まで

（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

左　側 計左　側

千葉県安房郡
富浦町深名

設　計　区　間

２０トン及び４３トン並びに２５トン(Ｂ活荷重）

別　　紙　　１

千葉県富津市竹岡

―

―

1.75×２

構造による区分往復分離しない区間 往復分離する区間

土工部分

―

―

トンネル部分

摘 要

用地買収

３．５０

右　側計

車線２ 車線 ４

1.75×２

―

3.50

1.50

―

0.75×２
橋梁高架部分

橋梁高架部分
（長大橋） ― ―

―3.50（中小橋）

―

―

―

―

―

工事施工



（チ）中央帯の標準幅員

（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

富浦インターチェンジ

富山パーキングエリア

（仮称）

鋸南富山インターチェンジ

鋸南保田インターチェンジ

富津金谷インターチェンジ

富津竹岡インターチェンジ

本線

（４）工事予算

億円

千葉県富津市竹岡

千葉県富津市竹岡

町道ハイウエイオアシス１号線 千葉県安房郡富山町二部 立体接続

東関東自動車道　千葉富津線

千葉県安房郡富浦町深名

千葉県安房郡鋸南町

下佐久間

千葉県安房郡鋸南町保田

千葉県富津市金谷県道　浜金谷停車場線

主要地方道　竹岡ｲﾝﾀｰ線

一般国道１２７号

主要地方道　鴨川・保田線

立体接続

平面接続

立体接続

平面接続

別　　紙　　１

県道　外野・勝山線

―

１２１

立体接続

立体接続

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 平成１０年４月２７日 （鋸南富山IC～富津竹岡IC）

ロ 平成１４年９月２日 （富浦IC～鋸南富山IC)

②工事の完成（予定）年月日

　
イ 平成１１年３月２６日 （鋸南富山IC～富津竹岡IC）

　
ロ 平成２３年３月３１日 （富浦IC～鋸南富山IC)

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道127号（富津館山道路）　　５７　百万円）
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－ －



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１１３

一般国道466号（第三京浜道路）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（有料道路名　：　第三京浜道路）

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 有料道路事業

（ロ）道路の区分 高速自動車国道等の構造基準３級

（ハ）設計速度

から

まで

神奈川県横浜市保土ヶ谷区岡沢町

神奈川県横浜市
保土ヶ谷区岡沢町

東京都世田谷区
上野毛一丁目
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東京都世田谷区上野毛一丁目

１６．６

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

一般国道466号

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

１６．６

延　　長

８０



（ニ）設計自動車荷重

（ホ）車線の幅員 メートル

（ヘ）車線数

　摘　要

から

まで

（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

構造による区分

神奈川県横浜市
保土ヶ谷区岡沢町

設　計　区　間

計

６ 車線

右　側

車線

工事施工

２０トン及び２５トン　(Ｂ活荷重）

5.50 ―

―

左　側 計

―

―
土工部分

―

トンネル部分

2.75×２ ―5.50

― ―

（長大橋）
橋梁高架部分
（中小橋）

2.75×２

６

往復分離する区間往復分離しない区間
摘 要

左　側

用地買収

３．６０

東京都世田谷区
上野毛一丁目

―5.50

―

2.75×２

― ―
橋梁高架部分

―

―
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（チ）中央帯の標準幅員

メートル
メートル

（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

本線（玉川）

本線（玉川）

京浜川崎インターチェンジ

野川インターチェンジ
（仮称）
都筑インターチェンジ

都筑インターチェンジ

都筑インターチェンジ

都筑インターチェンジ

都筑インターチェンジ

港北インターチェンジ

羽沢入路

保土ヶ谷インターチェンジ

市道　

（玉川高架橋から川崎高架橋まで）

市道峰沢３０８号線 平面接続

立体接続

都市計画道路　新吉田線 立体接続

市道新羽第２８０号線 神奈川県横浜市
港北区新吉田町

神奈川県横浜市
港北区新吉田町

市道大棚第４６８号線 神奈川県横浜市
港北区新吉田町

市道　 立体接続
新羽第５２９号線

神奈川県横浜市
都筑区早淵一丁目

一般国道１号 立体接続神奈川県横浜市
保土ヶ谷区岡沢町

神奈川県川崎市
宮前区野川

新横浜元石川線
神奈川県川崎市
都筑区川向町

市道尻手黒川線

市道　
新羽第２７０号線

神奈川県横浜市

市道二子千年線 立体接続神奈川県川崎市

高津区末長

都道羽田上高井戸岩淵線

一般国道４６６号

立体接続

（環状８号線）

東京都世田谷区

上野毛一丁目

備　　　考

東京都世田谷区

上野毛一丁目

立体接続

接続の位置 接続の方法

立体接続
港北区新吉田町

立体接続

立体接続

神奈川区三枚町
神奈川県横浜市

立体接続

２．５０

他の道路の路線名
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４．５０



保土ヶ谷インターチェンジ

保土ヶ谷インターチェンジ

本線

（４）工事予算

億円

備　　　考接続の位置 接続の方法

平面接続市道　高速１号線（首都高速道路

立体接続

神奈川県横浜市

保土ヶ谷区峰沢町

及び岡沢町

神奈川県横浜市

神奈川区三ツ沢西町

別　　紙　　１

６１０

立体接続

神奈川２号三ツ沢線） 神奈川区三ツ沢西町
神奈川県横浜市

他の道路の路線名

一般国道１号（横浜新道）

県道横浜生田線



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

昭和６３年１月１日

②工事の完成（予定）年月日

イ 平成４年１２月２０日 （保土ヶ谷パーキングエリア）

ロ 平成７年４月９日 （都筑インターチェンジ）

ハ 平成８年４月２日 （都筑パーキングエリア）

ニ 平成２０年３月３１日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道466号（第三京浜道路）　　　　　－　百万円）

－ －
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（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１１４

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

一般国道468号（首都圏中央連絡自動車道）
（東京都あきる野市牛沼から埼玉県久喜市下早見まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道（海老名北～久喜白岡））

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分 東京都あきる野市牛沼から埼玉県比企郡川島町平沼まで 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)
埼玉県比企郡川島町平沼から埼玉県久喜市下早見まで 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ハ）設計速度

から
まで
から
まで

（ニ）設計自動車荷重 東京都あきる野市牛沼から埼玉県鶴ヶ島市藤金まで
埼玉県鶴ヶ島市藤金から埼玉県久喜市下早見まで ２５トン　（Ｂ活荷重）

８０

１９．４１００
埼玉県比企郡川島町平沼
埼玉県久喜市下早見

東京都あきる野市牛沼
埼玉県比企郡川島町平沼

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設　計　区　間

２０トン及び４３トン並びに２５トン　(Ｂ活荷重）

３９．０

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
摘　　要

設計速度

５８．４

埼玉県久喜市下早見
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一般国道４６８号

東京都あきる野市牛沼



（ホ）車線の幅員

東京都あきる野市牛沼から埼玉県比企郡川島町平沼まで メートル

埼玉県比企郡川島町平沼から埼玉県久喜市下早見まで メートル

（ヘ）車線数

　摘　要

から

まで

（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

東京都あきる野市牛沼から埼玉県鶴ヶ島市藤金まで (単位：メートル）

3.50

1.75及び
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用地買収

東京都あきる野市牛沼
４ 車線

トンネル部分

橋梁高架部分
（中小橋）

工事施工

2.50

3.50 2.50

４ 車線

設　計　区　間

埼玉県久喜市下早見

構造による区分往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

土工部分
1.75及び

1.75×２ 3.50 1.00 3.50

2.75及び

― ― 0.75 0.75 1.50

2.75及び

橋梁高架部分
（長大橋）

1.001.75×２

1.75×２ 3.50 1.75 1.00 2.75

３．７５ 及び ３．５０

３．５０



埼玉県鶴ヶ島市藤金から埼玉県比企郡川島町平沼まで (単位：メートル）

埼玉県比企郡川島町平沼から埼玉県久喜市下早見まで (単位：メートル）

橋梁高架部分
（中小橋）

3.00×２

3.00×２
橋梁高架部分
（長大橋）

―

―

―

―

―

―

6.00

6.00

―

―

―

―

―6.00

―

土工部分

トンネル部分

3.00×２

―

―

2.50×２

― ― ―
トンネル部分

―
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土工部分

計

―

構造による区分往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側

5.00 ― ― ―

1.75×２ 3.50 ― ― ―

2.50×２
橋梁高架部分
（中小橋） 5.00 ― ― ―

橋梁高架部分
（長大橋）

左　側 計

往復分離しない区間
摘 要

構造による区分 往復分離する区間

左　側 計右　側



（チ）中央帯の標準幅員
(単位：メートル）

から
まで
から
まで

（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

本線

あきる野インターチェンジ

日の出インターチェンジ

青梅インターチェンジ

入間インターチェンジ

狭山日高ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ

圏央鶴ヶ島ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ

鶴ヶ島ジャンクション

坂戸インターチェンジ

（仮称）

市道１０１５号線

日の出町平井

東京都青梅市

今井五丁目

埼玉県鶴ヶ島市藤金

一般国道４６８号

（首都圏中央連絡自動車道）

都市計画道路坂戸東川越線

県道日高狭山線

埼玉県鶴ヶ島市三ツ木

立体接続関越自動車道　新潟線

立体接続埼玉県坂戸市横沼

埼玉県比企郡川島町平沼

摘　　要設計区間 中央帯の幅員

３．００

平面接続

都道４４　瑞穂富岡線

４．５０

東京都あきる野市牛沼

立体接続

立体接続
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立体接続

接続の方法

立体接続

埼玉県狭山市根岸

立体接続

東京都西多摩郡

埼玉県入間市扇町屋

立体接続

東京都あきる野市牛沼

東京都あきる野市牛沼

埼玉県比企郡川島町平沼
埼玉県久喜市下早見

他の道路の路線名 接続の位置

一般国道１６号

備　　　考

一般国道４１１号

都道１８４　奥多摩あきる野線



川島インターチェンジ

（仮称）

桶川インターチェンジ

（仮称）

桶川インターチェンジ

（仮称）

菖蒲白岡インターチェンジ

（仮称）

久喜白岡ジャンクション

（仮称）

本線

（４）工事予算

億円
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一般国道254号 埼玉県比企郡

川島町中山

埼玉県久喜市下早見

埼玉県南埼玉郡一般国道122号

立体接続

立体接続

立体接続

菖蒲町台

平面接続

立体接続

一般国道１７号

埼玉県桶川市加納主要地方道川越栗橋線

埼玉県桶川市川田谷

東北縦貫自動車道　弘前線 立体接続

４，６５５

一般国道４６８号 埼玉県久喜市下早見

（首都圏中央連絡自動車道）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

　イ　東京都あきる野市牛沼から東京都あきる野市牛沼まで
平成１７年９月１日

　ロ　東京都あきる野市牛沼から東京都西多摩郡日の出町平井まで
平成１５年５月２０日

　ハ　東京都西多摩郡日の出町平井から東京都青梅市友田町まで
平成１２年９月７日

　ニ　東京都青梅市友田町から東京都青梅市今井五丁目まで
平成３年７月１日

　ホ　埼玉県入間市木蓮寺から埼玉県日高市下大谷沢まで
昭和６１年１２月１日

　ヘ　埼玉県日高市下大谷沢から埼玉県鶴ヶ島市藤金まで
平成７年８月１５日

　ト　埼玉県鶴ヶ島市藤金から埼玉県比企郡川島町中山まで
平成１８年４月１日

　チ　埼玉県比企郡川島町中山から埼玉県久喜市下早見まで
平成１８年４月１日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、
　　各区間の全ての範囲について、会社が公共事業者から事業
　　引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成（予定）年月日

　イ　東京都あきる野市牛沼から東京都あきる野市牛沼まで
平成１８年１１月３０日

　ロ　東京都あきる野市牛沼から東京都西多摩郡日の出町平井まで
平成１７年３月２０日
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　ハ　東京都西多摩郡日の出町平井から東京都青梅市友田町まで
平成１４年３月２９日

　ニ　東京都青梅市友田町から東京都青梅市今井五丁目まで
平成１４年３月２９日

　ホ　埼玉県入間市木蓮寺から埼玉県日高市下大谷沢まで
平成８年３月２６日

　ヘ　埼玉県日高市下大谷沢から埼玉県鶴ヶ島市藤金まで
平成８年３月２６日

　ト　埼玉県鶴ヶ島市藤金から埼玉県比企郡川島町中山まで
平成２０年３月３１日

　チ　埼玉県比企郡川島町中山から埼玉県久喜市下早見まで
平成２０年３月３１日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道468号（首都圏中央連絡自動車道）（あきる野～久喜白岡）　　１，５８２　百万円）

－ －
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（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

一般国道468号（首都圏中央連絡自動車道）
（茨城県つくば市新井から茨城県稲敷市沼田まで）に関する

別紙１－１１５

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道（つくば～江戸崎））

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から
まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分 第 1 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ハ）設計速度

から

まで

設計速度
摘　　要

茨城県つくば市新井

茨城県稲敷市沼田
２３．８

設　計　区　間
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一般国道468号

茨城県つくば市新井

２３．８

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

茨城県稲敷市沼田

延　　長

１００



（ニ）設計自動車荷重

（ホ）車線の幅員 メートル

（ヘ）車線数

から

まで

（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

計 計

２５トン　(Ｂ活荷重）

―

―
橋梁高架部分

橋梁高架部分
（中小橋）

1.75×２ ――3.50（長大橋）

往復分離する区間

用地買収

―

――

―

―

―

　摘　要

計

2.50×２

5.00

―

5.00

―

車線

土工部分

左　側

トンネル部分

2.50×２

構造による区分

車線

設　計　区　間

往復分離しない区間
摘 要

３．５０

茨城県稲敷市沼田

別　　紙　　１

右　側

―

左　側

―

茨城県つくば市新井

工事施工

４２



（チ）中央帯の標準幅員

（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

本線

つくばインターチェンジ

（仮称）

つくばジャンクション

つくば牛久インターチェンジ

阿見インタ－チェンジ

（仮称）

阿見東インターチェンジ

（仮称）

江戸崎インターチェンジ

（仮称）

本線

（４）工事予算

億円

県道竜ヶ崎阿見線バイパス

県道江戸崎新利根線バイパス

県道土浦竜ヶ崎線バイパス

平面接続茨城県稲敷市沼田

立体接続

立体接続

立体接続

茨城県稲敷市沼田

立体接続

県道　取手つくば線

一般国道６号　牛久土浦バイパス

常磐自動車道

一般国道４６８号

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

茨城県つくば市新井

立体接続

茨城県つくば市市之台

別　　紙　　１

一般国道４６８号

茨城県稲敷郡阿見町小池

茨城県牛久市桂町

平面接続

立体接続茨城県つくば市新井

茨城県つくば市梶内

―

１５１



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

平成１４年６月２８日

②工事の完成（予定）年月日

平成２０年３月３１日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道468号（首都圏中央連絡自動車道）（つくば～江戸崎）　　７６２　百万円）

別　　紙　　１

－ －



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１１６

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

一般国道４６８号（東京湾横断・木更津東金道路）
（千葉県木更津市犬成から千葉県東金市丹尾まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

一般国道468号

（有料道路名　：　東京湾横断・木更津東金道路（木更津ＪＣＴ～東金ＩＣ））

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ハ）設計速度

から

まで

50.0

摘　　要設　計　区　間
延　　長設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

100
千葉県東金市丹尾

千葉県木更津市犬成

千葉県東金市丹尾

５０．０

千葉県木更津市犬成

別　　紙　　１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ニ）設計自動車荷重

（ホ）車線の幅員

メートル

（ヘ）車線数

　摘　要

から

まで

（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

千葉県木更津市犬成から千葉県茂原市石神まで (単位：メートル）

―

用地買収

― ― ―

２５トン　(Ｂ活荷重）

別　　紙　　１

―

３．５０

5.00

5.00 ―

1.00

―

―

―

―

―

橋梁高架部分
（中小橋）

3.50

橋梁高架部分
2.50×２

トンネル部分

（長大橋） 1.75×２

摘 要

1.00

― ―

2.00

土工部分

４

往復分離する区間

2.50×２

右　側計

車線

往復分離しない区間

左　側 計

構造による区分

左　側

千葉県木更津市犬成

設　計　区　間

千葉県東金市丹尾
４

工事施工

車線



千葉県茂原市石神から千葉県東金市丹尾まで (単位：メートル）

（チ）中央帯の標準幅員

メートル

（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

木更津ジャンクション

木更津インターチェンジ

（仮称）

市原南インターチェンジ

（仮称）

茂原長南インターチェンジ
（仮称）
茂原北インターチェンジ
（仮称）
東金インターチェンジ

本線

立体接続

東関東自動車道　千葉富津線

備　　　考

平面接続

立体接続

千葉県木更津市下郡

千葉県木更津市犬成

立体接続

接続の方法

一般国道410号バイパス

往復分離しない区間 往復分離する区間

４．５０

他の道路の路線名 接続の位置

別　　紙　　１

構造による区分

千葉県東金市小野

立体接続

千葉県市原市田尾

立体接続千葉県茂原市上太田

一般国道297号

一般国道409号（茂原一宮線）

県道新治本納線

立体接続

市道５１６４号線

一般国道126号（千葉東金道路）

立体接続

千葉県東金市丹尾 平面接続

摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

土工部分
3.00×２ 6.00 ― ― ―

トンネル部分
― ―

― ― 3.00 1.75 4.75
橋梁高架部分
（中小橋） 3.00×２ 6.00 ― ― ―

（長大橋） ― ― ― ― ―
橋梁高架部分

千葉県長生郡長南町



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

平成１３年２月２８日

②工事の完成（予定）年月日

　イ　木更津ＪＣＴから茂原長南ＩＣ（仮称）まで
平成２０年３月３１日

　ロ　茂原長南ＩＣ（仮称）から東金ＩＣまで
平成２２年３月３１日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道468号（東京湾横断・木更津東金道路）（木更津～東金）　　５，００８　百万円）

別　　紙　　１

－ －

１，３００


